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文序

佐久市教育委員会

教育長 大井昭二

人類の現在の繁栄は、先人の絶え問ない努力と幾多の試行錯誤の中で営々と築きあげられてき

た賜で、その足跡を正 しく復元し理解することは、即ち、現在はもちろん将来的な人類の発展・

存亡に大 きく関って くるものと思います。このような先人の遺産のベァルを泉Jぐ起因は、学術的

な目的をもつことが当然ですが、緊急発掘調査 とい う開発事業に動機づけられるものが圧倒的な

数を占めているのが現状で、破壊されることが前提にあ ります。本年度においても市内 7遺跡の

発掘調査が行なわれました。保存を目的 としたり|1越石窯址を除 く他はすべて県営圃場整備事業や

宅地 0工場団地造成に囚を発し時間的にも経費的にもさし迫った緊急発掘調査であ りました。さ

らに、調査の日程上数遺跡の併行調査を余儀なくされ限られたスタッフで臨むとい う、調査にあ

たられた諸先生方々にはたいへんな御無理をお願いしました。幸いに調査員 。調査協力者の方々

の一致協力体制の中で、適確な調査がなされたことは、文化財保護行政の一端に携るものとして

は、この上ない喜びと感謝申しあげます。

本遺跡 も宅地造成に起因するところでありましたが、起業者の信濃地研寺尾佳康氏の御理解 と

御協力をいただいたことによって、当地方においてその類を知ることがたいへん少い古墳時代後

期から奈良時代にかけての遺構が検出され、原始灰釉陶器など貴重な遺物 も出土し大きな成果が

得 られました。本遺跡を含む周防畑遺跡群は、40万 m2を 測る壮大な規模をもって弥生時代～中世

の歴史を埋蔵するものであって、周防畑AO渋右衛門 。周防畑 B遺跡などの調査によりその一端

をかいまみるだけでも佐久の古代史解明の上での有力な資料を提示 しています。しかしながら、

この地にしても開発の急速要求の中で保存の立場は著 しい危機に陥っている状況であ り、早急の

保護・保存対策が追 られている昨今であ ります。

本調査を終 りまして、ご指導。ご助言を頂いた多 くの諸先生方、困難な状況下で調査にあたられ

た調査団の皆様、調査に際し深いご理解を頂いた起業者の寺尾佳康氏に満腔の謝意を捧げまして

御礼のご挨拶 といたします。



例 爾

1。 本書は、昭和58年 9月 10日 ～昭和58年 10月 26日 にわたって発掘調査された、長野県佐久市大

字長土呂1202-1番地に所在する周防畑遺跡群若宮遺跡の調査報告書である。

2.本調査は、有限会社信濃地研の委託を受け、佐久市教育委員会が実施した。

3.本調査は、林幸彦を担当者とし、佐久考古学会有志を調査員として、地元長土呂、根々井、

岩村田地区の方々の協力を得て実施した。

4。 本書に挿入した遺構の実測図作成には、主に小山・早川 。井出があたり、遺物の実測図作成

にはtJヽ 山 。三石(宗 )。 三石(延)0佐 々木 。堺 。早川 0神部・井出が担当した。また、遺構

及び遺物の トレースは大井和子が行った。掲載した写真は、小山・林が撮影した。また、原

稿執筆は、第III章 を自倉が、他は小山 0林が担当した。

5。 本書の編集は、小山が行い、林が校閲した。

6.本遺跡の資料は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

また、調査にあた り、愛知県陶磁資料館学芸員赤羽一郎氏、埼玉県埋蔵文化財事業団村田建二、

細田勝、今井宏の各氏、東京都埋蔵文化財センター川島雅人、山口慶一、伊藤敏行の各氏、杉並

区役所本橋宏巳氏、新潟県教育委員会丸山謙司氏、茅野市永明小学校臼田武正氏、小諸市教育委

員会花岡弘氏、佐久市教育委員会高村博文氏、小田原市教育委員会諏訪間順氏、大和市教育委員

会曽根博明、見崎巌、村沢正弘、相田薫、安藤史郎の各氏、御代田町教育委員会堤隆氏には調査

にあたって適切な御指導をいただき、有限会社信濃地研寺尾佳康氏にはたいへん御協力いただい

/こ。

記して厚 くお礼申し上げます。



几   fal

1 遺構の略称

H→古墳～平安時代住居址、M→溝状遺構

2 挿図の縮尺

1)遺構

カマ ド→1/30、 住居址→1/80、 溝状遺構→1/200(但 し断面図は1/40)、 全体図→1/800

2)遺物

石製品 (小型品)→え、石製品 0石器 (中型、大型品)→ %、 土器→%

各図版にはスケールを付し、縮尺を明示した。

3 挿図中におけるスクリーントーンは下記のものを表わす。

1)遺構

カマ ド、焼土→
麗国、灰→

凶軋、住居址断面→
堡廊

2)遺物

赤色塗彩→ El、 土師器内面黒色研磨→
圏圏、須恵器断面→

匡ヨ

4 水糸 レベルは各遺構 ごとに明記 した。

5 重複遺構については上端のみを実線で表示した。また、遺構内における攪乱については、細

い実線で上端のみを表示した。

6 写真図版の縮尺

石器、石製品→え、土器→%

7 写真図版中では遺物番号を簡略化した。例えば、第 5図 1は 5-1と 表わす。

8 出土土器一覧表の法量は上から口径、器高、底径の順に記載 し、一不明、〈 〉現存値を示

―

l｀ 。

9 石器、石製品の実測は第三角法を用いた。
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H13号住居址出土遺物

H13号住居 l■ 出土遺物

H13号住居址出土遺物

H13号住居址出土遺物

H14号住居址 (南方より)図版 二十四

図版 二十五

図版 二十六

2 H14号 住居址カマ ド

3 H14号 住居址カマ ド

4 H14号 住居 l」「_出土遺物

l H 15号 住居址 (西方より)

2 H15号 住居址出土遺物

3 H15号 住居址出土遺物

4 H16号住居址 (南方より)

l H 16号 住居址遺物出土状態

(北方より)

2 H16号 住居址出土遺物

3 H16号 住居址出上遺物

4 H16号住居llL出 土遺物

5 H16号 住居址出上遺物



五 発掘調量の経緯

l 発掘調なに至る動機

佐久市大字長上呂において、有限会社信濃地研による宅地造成事業に際して、周防畑遺跡群中

の若官遺跡の破壊が余儀なくされたので、緊急に発掘調査し、記録保存することとなった。

冽

′ j.

|  IV′ V

l v た」__

第 1図 若官遺跡地形図及び発掘区設定図
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2 発掘調なの概要

。遺跡名 周防畑遺跡群若官遺跡

0所在地 長野県佐久市大字長土昌1202-1番 地

0発掘期間 昭和58年 9月 10日 ～昭和58年 10月 26日

。整理期間 昭和58年 11月 1日 ～昭和59年 2月

。調査団の構成

(事務局)

教育長    戸塚平一郎 (昭和58年 10月 退任)  大井昭二 (昭和58年 11月 就任)

教育次長   大井昭二 (昭和58年 10月 退任) 森泉郁太郎 (昭和58年 11月 就任 )

社会教育課長 並木 進

社会教育係長 相沢幸雄

社会教育係  関本 功

″    林 幸彦

″    細萱健一 (昭和58年 7月 就任)

社会教育指導員 森泉かよ子

小山岳夫、三村美穂子 (昭和58年 12月 退任 )、 大井和子 (昭和59年 1月 就任)

(調査団)

団  長  藤沢平治  北佐久農業高等学校教諭  日本考古学協会員

調査担当  林 幸彦  佐久南教育委員会社会教育課 日本考古学協会員

調査主任  小山岳夫

調査員   井出正義、井上行雄、大井今朝太、佐々木宗昭、島田恵子、白倉盛男、原田

政信、森泉かよ子、由井茂也 (以上佐久考古学会員 )、 三石宗一

協力者   青木久子、井出百合子、小山いづみ、角田きくよ、角田並子、東条友子、徳

田モ ト、神津春子、早川俊彦、堺益子、神部妙子、大井和子、関口きく子、

御園孝子、河西恵美子、高畑富美子
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3 発 掘 調 査 爾誌

9月 10日  晴れ 遺跡存在確認のため、現地踏査。現況の写真撮影を行 う。

9月 18～ 19日   器材の搬入を行 う。

9月 20日  雨  重機の搬入を行 う。

9月 21日  曇 り 重機運転開始。耕作土除去。遺構確認面の把握を行 う。

9月 22日  雨  耕作土除去作業。プラン確認によって竪穴住居llLを 2軒検出。グリッドの設定。

9月 23日  晴れ 重機休み。H2・ 3住の掘 り下げ開始。H3住はほぼ掘 り下げを終了する。

9月 24日  雨  耕作土除去作業。H409住 掘 り下げ、H3住の写真撮影を行 う。

9月 26日  曇 り 耕作上除去作業。H409住 掘 り下げ、H3住の平面図作成を行 う。

9月 27・ 28日  雨 (台風) 室内作業を行 う。

9月 29日  晴れ 重機による耕作土除去作業終了。H409住 水没のため、H108住 を掘る。

9月 30日  晴れ H108住 のセクション図作成、H10住 の掘 り下げ開始。

10月 1日  晴れ Hl住 写真撮影、H8住床面精査、H10住 ベル ト除去、H7住掘 り下げ開始。

10月 3日  晴れ H7012住 の掘 り下げ、H2のセクション面の清掃。

10月 4日  晴れ H7・ 12セ クション図作成ののち、がル ト除去。H4住掘 り下げ。

10月 5日  曇 り H4011の 掘 り下げ、H7床面精査、H9セ クション図、Hl平面図作成。

10月 6日  晴れ H5011014掘 り下げ、H9床面精査、H4セ クション、H12平面図作成。

10月 7日  晴れ H4070809010014写 真撮影、H5セ クション、H809平 面図作成。

10月 8日  雨  H4010平 面図作成、H6011013掘 り下げ、H5住床面精査。

10月 9日  曇 り H8010カ マ ド調査。その他、多 くの住居址の写真撮影。

10月 10日  晴れ H408010エ レベーション図、カマ ドセクション図作成。H7・ 13015の 掘

り下げ、H507の 平面図作成、写真撮影、Hlの カマ ド調査を行 う。

10月 11日  晴れ H7・ 809010012カ マ ド調査、 H ll・ 13写真撮影、H15016の 掘 り下げ。

10月 12日  晴れ H601102・ 13015写真撮影、H6平面図、H9カ マ ド平面図作成。

10月 13日  晴れ H40506カ マ ド調査、H6エ レベーション図作成、Mlの掘 り下げ開始。

10月 14日  曇 り H7・ 8010カ マ ド調査、H14015016平 面図作成、写真撮影。

10月 25日  晴れ H901101の カマ ド調査、H13平面図、H2011エ レベーション図作成。

10月 26日  晴れ H2の カマ ド調査、Mlの人骨取 り上げののち、全体図を作成し、発掘終了。

昭和58年 11月   遺物洗い及び註記、復元作業、遺構図面修正 0ト レスを行な う。

昭Il159年 2月  遺物実測 。トレス、原稿執筆及び害J付を行ない、編集作業の後、報告書刊行。
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H 燎跡の位置と環境

藩富遺跡付通の自然環境 蠅 形地質を中′かとして)

佐久平の北を画している浅間火山 (2560m)は 火山国日本の代表的なコニーデ式二重火口を持つ

活火山で現在も活発な活動を続けており佐久の自然にも人文にも大きな影響を及ばしている。近

代になって噴火災害が南方の佐久地方に及んでいないので活火山の猛威を忘れられ易いが今回の

若宮遺跡の調査やこの附近の地形地質を考察すると佐久市中込原以北の佐久平は浅間火山の噴出

物の堆積地帯であると言い得る。浅間山は標高1000m以上の山腹は傾斜が急で人類居住には適し

ていないが、それ以下は傾斜が緩やかで耕地や村落が拓け南方標高700m内外の佐久平まで平担地

が続いている。この浅間山腹に水源を持つ蛇堀川 0濁川・湯川は何れも南流して佐久平の北半を

灌漑して千曲川に流入している。ところがこれらの川の流域はすべて浅FHD火 山の新しい噴出堆積

による泥流 0火山砂礫 。火山灰 0浮石の分布地帯で流水浸蝕に頗る弱いため火山裾野特有な
い
田

切地形
″が見事に発達している。西方小諸懐古園から東は佐久市安原附近まで浅FH5山頂を中心と

して放射状に大小数十の田切があり、前記の水源の分流や各地からの湧水が田切の谷の底を流れ

て人類生活の適地を作っている。若官遺跡はこの広大な田切地形の中心部の特に大型田切の集中

している小諸 。佐久市の境界に近い佐久市長土呂近津の二つの田切に爽れた丘陵部に立地する。

この若宮附近の地質構成は最下部基盤は洪積層淡水堆積の火山集塊凝灰岩 0火 山灰砂層が厚く

互層しており、その上部の一部には黒斑火山の爆裂火口からの熱泥流の流下残滓物の集塊泥流の

一部が薄 く重なっている部分もある。これはここより南部中佐都塚原を中心として分布する数十

の島山状の流れ山を作っている集塊熱泥流溶岩の塚原泥流が流下通過地に残滓したもので黒斑溶

岩の礫も含んでいる。最上部は層厚約 2m内外の軽石を含む火山灰流が重なって地表を形成して

いる。この火山灰流は第一追分火山灰流と命名されており浅間山南麓に広 く分布する軽石を多量

に含む火山砂礫火山灰の堆積層で黒斑火山の活動期の噴出物で相当長期に亘って堆積しつづけそ

の間に一回の体止期のあった事も今回の発掘地層面が物語っている。即ち発掘地層断面図の地表

より120cm内 外下面第V層 (断面図)は有機質の黒色土主体で極小浮石を含み粘性に富む黒色土層

50cmの堆積層が実証している。

若官遺跡は浅FHl火 山の追分第一火山灰流堆積中に立地している。詳細には追分第一火山灰流の

堆積中期の一時休止期の後に形成された遺跡と言い得よう。

この附近から小諸市三岡駅附近までは火山灰流地帯で昔から赤松の適地で長大直幹赤松の美林

地帯として知られ、幅広い田切内部は水田の最も早 くから拓けた所でもあった。
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―原図作製
白倉承認番号昭50第56号
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遺跡の雁史的環境

若官遺跡の東を流れる濁川・湯川流域は、周防畑 0円生坊 。渋右衛門 0鷺林等、古 くから著名

な遺跡 として知 られた地域である。 これらの遺跡はそのほとんどが、佐久平に特有な田切 り地形

をひかえた台地上に位置 し、若官遺跡 もその例外ではない。

これらの遺跡を時代別に概観すると、縄文時代の遺跡は山麓を控えた北側へ向って徐々に遺跡

数を増カロさせている。小諸市では宮 ノ坂 0大塚原 0池 ノ上 0谷地原 0城下等、佐久市では南近津 。

周防畑・芝官 。下小平 。鳴沢等の遺跡で存在が予想されているが、正式な調査による遺構の検出

例は乏しく、相対的に縄文時代の遺跡が希薄であることが4・

―
lわれる。

弥生時代に入ると遺跡は急激に増加する。

中期は、後半に位置づけられる遺跡が主体を占める。立地は、台地、微高地の先端部に位置す

る傾向があ り、小諸市では城下、佐久市では琵琶坂 0長土呂 。近津 0上の城 0北西久保等の遺跡

が知 られている。特に北西久保遺跡 (1)では40軒 に及ぶ住居量が、台地の先端部を中心 として

全面に展開されていた。また、上の城遺跡群西八 日町遺跡 (2)で も6軒の住居址が検出され、

かつて佐久平では僅少 と言われた中期の資料も漸時増加している。

後期の遺跡は、濁川流路を馬嗜状に取 り囲んで位置する。小諸市では池ノ上 0谷地原 。和田原、

佐久市では芝宮 。近津 0南近津 。西近津・琵琶坂 0長土呂 。周防畑 。栗毛坂 。岩村田・上の城 。

一本柳・下小平 0円正防 。北西久保・西一里塚等の遺跡があげられる。西一里塚遺跡では、環濠

と11軒 の住居址 (3)、 北一本柳遺跡では 7軒 の住居址 (4)、 円正坊遺跡群清水田遺跡では 9軒

の住居址 (5)、 下小平遺跡では 5軒 の住居址 と方形周溝墓 (6)、 周防畑 B遺跡では23軒の住居

址 と円形周溝墓 2基、土壊墓17基 (7)、 西近津遺跡で 1軒の住居址 (8)、 上の城遺跡群西八 日

町遺跡で 1軒の住居l■ (9)、 北西久保遺跡で24軒の住居址等 (10)、 多 くの住居址、墓址が発掘

調査で検出されてお り、当地域が弥生時代において重要な居住空間であったことが推察される。

古噴時代前 0中期の遺跡は下小平遺跡で前期の方形周溝墓 (11)、 北西久保遺跡で前～中期の住

居址、 9基の古墳址 (12)が検出されているが、相対的に遺跡は希小である。尚、北西久保遺跡

は中期 (和泉併行期)の竪穴住居址が主体を占めるが、燃焼施設 として炉址が使用されてお り当

地域におけるカマ ドの出現は現状資料では後期まで待たねばならない。

後期になると上の城遺跡群上の城遺跡で15軒 (13)、 西八 日町遺跡で49軒 (14)、 下小平遺跡で

1軒、東一本柳遺跡で 5軒 (16)清水田遺跡で 3軒 (17)、 北近津遺跡で 4軒 (18)、 西近津遺跡

で 3軒 (19)の住居址、小諸市から佐久市にわたる曽根城遺跡では 1軒の住居II_が 発掘調査され

ている。 これら古墳時代の遺跡も弥生時代 と同様に濁川流路を取 り囲むように分布し、奈良 。平

安時代の遺跡 もこれと重複する。
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後期古墳群は馬喘状に分布する集落群よりも内側に存在する傾向にある。

奈良時代の遺跡は、関東を中心 とした奈良時代土器研究の進行によって、当地域でも、奈良時

代 と認知 される遺跡が漸時増加 している。周防畑 A遺跡で 1軒 (21)、 周防畑 B遺跡で18軒

(22)、 西八 日町遺跡で15軒 (23)、 曽根城遺跡で 6軒 (24)の 住居址が検出されている。また、

上の城遺跡でも正確な軒数 こそ知 り得ないが、相当数の住居址の検出が考えられる (25)。

平安時代の遺跡は上の城遺跡で34軒 (奈 良時代住居址 も含 まれる)(26)、 西八 日町で77軒

(27)、 北西久保遺跡で 9軒 (28)、 北一本柳遺跡で10軒 (29)、 東一本柳遺跡で数軒 (30)、 周防

畑 B遺跡で18軒 (32)、 曽根城遺跡で 6軒 (33)の 住居址が検出されている。特に上の城から西八

日町に至る上の城遺跡群は古墳時代後期～平安時代の竪穴居址の超過密地域 として注 目される。

中世では工城 0黒岩城 0石並城の 3城からなる大井城址 (34)と 上の城址が著名である。

以上のように濁川湯川周辺は特に弥生時代中期後半から平安時代に連綿 と連なる佐久平でも最

も広大で密集 した遺跡群であることが多 くの発掘調査や、分布調査によって明らかになっている。

若宮遺跡 もこれらの成果から、あらかじめ弥生後期～平安時代に至る集落址、墓址の存在が予想

された。

註

(1) 佐久市教育委員会 1980 『北西久保』

(2) 佐久市教育委員会によって昭和58年度調査された。現在、整理作業進行中である。

(3) 臼田武正 1974 『佐久市岩村田西一里塚遺跡発掘調査概報』

(4) 佐久市教育委員会 1972 『岩村田一本柳一佐久市岩村田一本柳遺跡緊急発掘調査概

幸腱』

(5) 佐久市教育委員会 1981 『清水田』

(6) 佐久市教育委員会 1981 『下小平遺跡』

(7) 佐久市教育委員会 1981 『周防畑 B遺跡』

(8) 佐久市教育委員会 1971 『佐久市長土呂西近津遺跡緊急発掘調査概報』

(9) 前掲誼(2)

(10) 前掲註(1)

(11) 前掲註(6)

(12) 前掲註(1)

(13) 佐久市教育委員会 1974 『うえのじょう一佐久市岩村田上 ノ城遺跡調査概報一』

(14) 前掲註(幼

(15) 前掲註(6)

(16) 東京大学によって調査 されたが詳細不明である。
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(17)

(18)

(19)

(20)

(21)

(22)

(23)

(24)

(25)

(26)

(27)

(28)

(29)

(30)

(31)

(32)

(33)

(34)

前掲註(5)

佐久市教育委員会 1972 『北近津 0戸坂』

前掲註181

小諸市教育委員会 1983 『曽根城遺跡』

佐久市教育委員会・佐久考古学会 1979 『周防畑遺跡』

前掲註(η

前掲註(幼

前掲註 (20)

前掲註 (13)

前掲註 (13)

前掲註俄)

前掲註(1)

前掲註(41

前掲註 (16)

前掲註 (21)

前掲註(7)

前掲註 (20)

佐久市教育委員会 1981 『大井城 IIL』
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第 1表  周辺遺跡一覧表

遺 跡 名 所  在  地 立 地

時  代
備 考

縄 文 弥 生 古墳 歴 史

1 宮 ノ 坂 遺 跡 小諸市御影宮ノ坂 徴 高 地 ○ ○

大 塚 原 遺 跡 小諸市御影大塚原 ○ ○

3 池 ノ 上 遺 跡 小諸市御影池 ノ上 ○ ○ ○

4 谷 地 原 遺 跡 小諸市御影谷地原 ○ ○ ○

5 和 田 原 遺 跡 」ヽ諸市和田和田原 ○ ○

6 野 火 付 遺 跡 小諸市御影野火付 ○

7 野 火 付 古 墳 小諸市御影野火付 ○ S56年 度調査

8 曽 根 城 遺 跡 小諸市御影新田西海 ○ S57年度調査

城 下 跡 小諸市和田城下 ○ ○ ○

周 防 畑 遺 跡 群 佐久市長土呂 ○ ○ ○ ○ 佐分No 7

若 宮 遺 跡 佐久市長上呂字若宮 ○ ○ ○ 佐分N117-3 本調査

周 防 畑 A遺 跡 佐久市長土呂字周防畑 ○ 佐分No 7-l S 54年 度調査

周 防 畑 B遺 跡 佐久市長上呂字周防畑 ○ ○ ○ 佐分No 7-2 S55年 度調査

11 前 田 遺 跡 群 佐久市小田井字前田 他 平  地 ○ ○ ○ 佐分No 2

鋳 師 屋 遺 跡 佐久市小田井字鋳師屋 ○ ○ ○ 佐分m)3

曽 根 城 遺 跡 佐久市小田井字曽根城 ○ ○ ○ ○ 佐分No 4

近 津 遺 跡 群 佐久市長土呂字近津 微 高 地 ○ ○ ○ 佐分No 6

北 近 津 遺 跡 佐久市長土呂字北近津 ○ ○ 佐分No 6-l S 46年 度調査

芝 宮 遺 跡 群 佐久市岩村田字芝宮 ○ ○ ○ ○ 佐分No 8

芝官遺跡(第 1～ 3次 ) 佐久市岩村田字芝宮 ○ ○ ○ ○ 佐分No8-1・ 2・ 3・ 4 S54・ 55・ 57年度調査

長 土 昌 遺 跡 群 佐久市長土呂 ○ ○ ○ 佐分No 9

栗 毛 坂 遺 跡 群 佐久市岩村田字栗毛坂 ○ ○ ○ 佐分No10

跡 坂 遺 跡 群 ○ ○ ○ 佐分M)11

西 近 津 遺 跡 群 佐久市長土呂字西近津 ○ ○ ○ ○ 佐分漁)29

西 近 津 遺 跡 佐久市長土呂字西近津 ○ ○ 佐分No29-l S 46年 度調査

円 正 防 遺 跡 群 佐久市岩村田字円正防 ○ ○ ○ ○ 佐分No39

清 水 田 遺 跡 佐久市岩村田字清水田 ○ ○ 佐分No39-l S 53年 度調査

長 主 呂 館 跡 佐久市長土呂字城 ○ 佐分No40

枇 杷 坂 遺 跡 群 佐久市岩村田字枇杷坂 ○ ○ ○ 佐分m41

西 赤 座 遺 跡 佐久市岩村田字西赤座 ○ ○ ○ 佐分No43

大 井 城 跡 佐久市岩村田字古城 ○ ○ 佐分No51 S 54・ 55年 度調査

岩 村 田 遺 跡 群 佐久市岩村田 ○ ○ ○ 佐分NQ52

西 一 里 塚 遺 跡 群 佐久市岩村田字西一里塚 平  地 ○ ○ ○ 佐分No92

西 一 里 塚 遺 跡 佐久市岩村田字西一里塚 ○ 佐分No92-l S 48年 度調査

田 跡 佐久市岩村田字堰向 ○ 佐分漱192-2 S48年 度調査

鳴 澤 遺 跡 群 佐久市根 々井字鳴澤 ○ ○ ○ ○ 佐分No96

北 西 久 保 遺 跡 佐久市岩村田字北西久保 丘  陵 ○ ○ ○ 佐分No98 S 44。 45・ 54・ 57年 度調査

上 砂 田 遺 跡 佐久市岩村田字上砂田 微 高 地 ○ ○ ○ 佐分No101

官 の 後 遺 跡 佐久市岩村田字官の後 ○ ○ ○ 佐分No104

一 本 柳 遺 跡 群 佐久市岩村田字一本柳 丘  陵 ○ ○ ○ 佐分No105

東 一 本 柳 遺 跡 佐久市岩村田字東一本柳 段   丘 ○ ○ ○ 佐分No105-l S 43年度調査

北 一 本 柳 遺 跡 佐久市岩村田字北一本柳 ○ ○ ○ 佐分No105-2 S47年 度調査

上 の 城 遺 跡 群 佐久市岩村田字上の城 ○ ○ ○ ○ 佐分Nol17

上 の 城 遺 跡 佐久市岩村田字上の城 ○ ○ 佐分Nol17-l S 48年度調査

上 の 城 丹 過 遺 跡 佐久市岩村田字丹過 ○ 佐分Nol17-2 S54年 度調査

西 八 日 町 遺 跡 佐久市岩村田字西八日町 ○ ○ ○ 佐分Nol17-3 S58年 度調査

下 信 濃 石 遺 跡 佐久市岩村 L13字下信濃石 ○ 佐分漱1118

34常 田居屋敷遺跡群 35下 蟹澤遺跡 36中久保田遺跡 37新城遺跡 38棧敷遺跡 39上 小平遺跡 41下 小平遺跡 42蛇塚A遺跡 43蛇 塚

B遺跡 44根 井々大塚古墳 45姫 宮塚古墳 46上鳴澤古墳群 1～ 3号古墳 47喜 平治山古墳 48樋 田古墳 49国蔵山古墳 50東一本Jp古

墳 51北 西久保古墳群 52棧 敷古墳 53松 の木遺跡 54岩井堂遺跡 55蛇塚古墳
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序層

若官遺跡は、標高713～ 714mを沢」り、南

西に向って傾斜する。東には濁川、西には

蛇堀川が南流 し、広大な近津 0周防畑 。芝

宮等の遺跡群はこの両河川に挟まれた台地

上に営まれている。 この台地の旧状は察し

難いが、各所で谷が入 り込み、樹枝状を呈

していたことが周防畑 B遺跡等の調査で明

らかになっている。若宮遺跡は、南西に向

う傾斜地上に存 し、更に30m程西方には低

湿地帯が広がっていることを勘案すれば、

旧状では台地の縁辺部、もしくはそれに近

い位置にあったことが推察できる。
第 4図 層序模式図

発掘区における全体層序はほぼ一律で安定していると認められたため、基本層序の抽出は南端

の中央一箇所で行った。各層の説明は下記の通 りである。

第 I層  淡茶褐色土層 (耕作土) 小砂粒 0パ ミスを含み、粘性は極めて弱い。

第H層 暗褐色上層  小砂粒 。パ ミスを含み、粘性は弱い。

第Ⅲ層 茶褐色土層  砂質赤色ローム粒子主体で、小砂粒・パ ミスを含む。粘性は弱い。

第lV層 明茶褐色土層 砂質赤色ローム層。粘性弱くもろい。

第V層 黒色上層   有機質の黒色土主体で極小さいパ ミスを含む。粘性は強い。

第VI層 黄褐色土層  黄褐色ローム層。粘性は極めて強い。

第VH層 砂礫層 砂礫が堅 くしまる。

第 I層耕作上は傾斜に沿って北東で薄 く、南西に向 う程厚 く堆積する。第 H層 は遺構の掘 り込

み面及び遺構覆土の最上層であったと考えられる。第 I層 との半Jrllが 困難である上、耕作による

影響が大きく、第 H層上における遺構確認は不可能であった。このため遺構確認は、第Ⅳ層明茶

褐色土層上で行った。第III層 は当遺跡の竪穴住居 t」「_内覆上の主体上で、ほぼ全遺構に認められた。

第Ш・ IVe V層 は堅穴住居址の壁体、V・ Ⅵ層は床面として利用されている。以上、遺構の構築

はH oIV～ VI層 内において行われ、ⅥI層 砂礫層まで達する遺構はみられなかった。
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IV遣 構 心  物

住層歳 溝状遺構

1)Hl号 住居址

遺構 (第 506図、図版二の 1～ 5)

本住居址は発掘区の中央東寄 りのお 。か 。き…15。 16グ リッド内の緩傾斜地に位置し、全体層

序第Ⅳ層明茶褐色土層上において検出された。

平面形態は南北375cm、 東西420cmの 隅丸方形を塁するが、北西コーナーから西壁の大半にかけ

て攪乱が床面まで達している。主軸方向はN-1°一Eを示す。

:〒

砒鞠′L

713:092111

― C′

覆土は 2層 に分害1さ れ、第

1層は後世の攪乱層、第 2層

は砂質赤色 ローム主体の茶褐

色上である。

確認面からの壁高は35～ 59

cmを測 り、東から西ヘ レベル

を低下させている。壁体は上

位で砂質赤色 ローム層 (全体

層序第Ⅳ層 )、 下位で黒色土

(第 V層 )を利用して堅固に

構築され、床面からはほぼ垂

直に立ち上がる。

壁溝は壁直下をほぼ全周す

る と思 わ れ る。壁 溝 巾 は

12～ 27cm、 深さ 7～ 14cmを淑」

り、断面はU字状を呈する。

床面は黄褐色 ローム層上に

貼床が施される。貼床は砂質

赤色 ロームをベースに灰 。黒

暗灰褐色土 (パ ミス含有)

茶褐色土 (暗褐色土混入)

第 5図 Hl号住居址実測図

(1 :80)

OPl    。
P2

%3   ◎
P4

・9-1
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第 6図 Hl号 住居IILカ マド実浪1図
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色上を混ぜた上で平担かつ極めて堅固に構築される。

ピットは南東 コーナーから 1個、主柱穴 4個 が検出された。南東コーナーのピットは壁溝 と交

わ り、80× 42cmの楕円形を呈し、深さは19cmを演Jる 。主柱穴は比較的整然と配される。Plは 30×

23cmの 円形を呈 し、20cmの深さを有する。断面形はほぼU字形を墨する。P2は 21× 27cmの楕円形

を呈 し、32cmの 深さを有する。底面の径が平面形の径より大きいため断面は台形を呈する。P3は

32× 18cmの楕円形を呈 し、90cmの深さを有する。断面形は長いU字形を呈し、南方向へ若干オー

バーハングしている。P4は 31× 28cmの 円形を塁 し、25cmの深さを有する、断面形は逆台形を呈 し

ている。

カマ ド (第 6図、図版三の 3～ 5)

カマ ドは北壁中央にあ り、焚 口～煙道部までの長さ163cm、 巾79cmを測る。残存状況は良好で構

築状態もほぼ把握できる。煙道部は67× 50cmの舟先状に緩い傾斜で掘 り込み、更に径 9～ 10cm、

長さ40cm程 の子Lを 穿って構築される。火床面は直下の床面を92× 57cmの 長楕円形に30cm掘 り窪め

た後、内部に暗褐色土 (第 8層 )を充填 し、更に砂質 ローム (第 4層 )を平担に敷きつめて形成

したと考えられる。天丼 0袖部及び奥壁底面は、橙褐色粘土 (第 2層 )を構材 として馬喘状に構

築されている。天丼部は崩落しているため、器設部は明らかでないが、袖部の残存状況は良好で

50cm程 の厚 さで台形状に堅国に構築されている。袖部内面、天丼部、煙道部 とも高熱を うけたた

めか赤変が著 しく、長期間にわたる使用が想起される。尚、本址のカマ ドは粘上のみを使用し、

石材等は全 く使用されていない。

遺物の出土状況

遺物の出土量は少なく、分布状況もカマ ド内及びその周辺部に集中する他は散慢である。図化

した第 7図 102・ 405が カマ ド内、第 7図 3が南壁西寄 りの壁溝内、第 9図 8の紡錘車が南

西コーナーの床面上から出上している。

遺物 (第 7・ 8。 9図、図版四の 1～ 4)

本住居址からは土師器片、須恵器片、石製品が検出されている。この うち図化 し得たのは土師

器 6点 、須恵器 1点、石製品 1点である。

土師器の器種には、甕・鉢・甑 0杯がある。甕は第 7図 102が あ り、いずれも器厚が厚 く、

日辺部に最大径を有 し、長胴を呈すると考えられる。外面には縦位のヘラケズ リが施される。鉢

は、第 7図 3がある。婉に近い器形であるが、明確なヘラケズ リが施されることから鉢 とした。

甑 (第 7図 4)は、胴部にヘラケズ リが施される。類例は市道遺跡の第 7号住居址の出土遺物

に見い出す ことができる。

杯には第 7図 5・ 6がある。いずれも口辺部 と底部の境に明瞭な稜を有し、偏平な丸底を塁す

るが、 7-5は 口辺部が直立するのに対し、 7-6は 日辺部が外傾する。
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第 7図 Hl号住居址出土遺物実測図

o     (1 : 4)    10cm

須恵器の器種には、

甕 。蓋がある。

甕はいずれも胴部破

片で、櫛描波状文が施

される (第 8図 1)と

(1 : 4)

第 8図 Hl号住居址出土遺物拓影図

外面に格子 目叩き、内面に円弧文様が見られる (第 8図 2)が

出土している。

蓋 (第 7図 7)は天丼部 と口辺部の境に形骸化 した稜を有す

る。調整は内外面 ロクロヨコナデが施された後、天丼部の上位

に回転ヘラケズ リが加えられる。

石製品は、滑石製紡錘車 (第 9図 1)が出土 している。断面

は歪みの著しい台形状を塁し、器面全体に擦痕がみられ、長期

にわたる使用が考えられる。

本住居址の所産期は、上師器が器厚の厚い長胴甕、と明瞭な

第9図 Hl号住居址石製品実測図  稜を有する杯など鬼高式土器の特徴を有し、須恵器も蓋に陶邑

H期の特徴が見い出せることから、古墳時代後期の中～後半に位置づけるのが妥当であろう。

―Ｉ
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第 2表 Hl号住居l■ 出土遺物一覧表

図
号

挿

番 器 種 法 量 徴特形器 整調 備  考

7-1 甕

(195)

〈2.1〉

最大径 を 回辺部にもつ。胴部は若干ふ くら

むがほぼ長 1同 を塁号
~。

外面  目辺部 ヨヨナデののち胴部に縦位のヘラケズ リを

施す。

内面  目辺部 ヨヨナデののち胴部に横位のヘラケズ リを

施す。

胴下部の調整は磨

滅が著 しいため不

明。 カマ ド内。回

転実測。

7-2 甕

(22,4)

〈9 5〉

口辺部 は「 くJの字状に外反す る。

胴部は若干ふ くらむ。

外面  口辺部 ヨコナデののち胴部縦位 ヘラケズ リ。

内部  口辺部 ヨコナデののち胴部横位 の刷毛調整 を施

す。

胎土は粗い

フク土内。

回転実根J。

7-3 鉢

12.2

10.5

口辺部は僅かに内傾するがほぼ直立する。
胴部～底部はほぼ半円状を塁する。

外面  口辺部 ヨコナデののち胴 ～底部 に斜位のヘ ラケズ

リを施す。

内面  口辺部 ヨコナデののち胴 ～底部にナデを施す。

胎土は粗 く色調 も

暗い。

完全実測。

7-4 甑

口辺部は僅かに外反する。胴部は内湾気味
である。

外面 口辺部ヨコナデののち胴～底部に斜位のヘラケズ

リを施す。

内面 口辺部ヨコナデののち胴部にナデを施す。

胎土は粗 く色調 も

暗い。 カマ ド内。

部分実測。

7-5 杯

(158)

〈6 3〉

外稜径
(16.2)

底部 と口辺部の境に明瞭な稜を有す る。 口

辺部は長 く、ほぼ直立 し、底部は偏平な丸

底を塁す る。

外面  口辺部 ヨヨナデののち底部に横位のヘ ラケズ リを

施す。

内面 黒色研磨。

胎土は比較的精選

さオ■ている。

色調は暗い。回転

実測。 カマ ド内。

7-6 外

(148)

く4 9〉

外稜径

(137)

底部と口辺部の境に明瞭な稜を有する。日

辺部はほぼ直線的で、底部は偏平な丸底を

星する。

外面  口辺部 ヨコナデののち底部は横位のヘラケズ リを

施す。

内面 黒色研磨。

胎土は比較的精選

されている。回転

実測。 フク土内。

7-7 蓋

(須

(13.7)

く4 9〉

外稜径

(135)

天丼部 と口辺部の境に形骸化 した稜を有す

る。 口辺部は、僅かに内湾 し、天丼部は丸

味を帯 びる。

外面 天丼部か ら口辺部にかけて ロクロヨコナデ (左回

転 )。

内面           ″

月台土はきめ糸田かく

精選されている。
天丼部には自然紬
が付着。回転実測。
フク土内。

2)H2号 住居址

遺構 (第10011図、図版四の 5)

本住居址は発掘区の南西端の平担地、け 。こ-20・ 21グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅳ層上

においてH3号住居址 と重複 して検出された。新 1日 関係は本址→H3の順序で、本址はH3に よっ

て南西コーナーから西壁の一部を破壊される。

平面形態は南北334cm、 東西356cmの 整った隅丸方形を呈 し、主軸方向はN-9°―Wを示す。

覆土は 3層 に分割された。第 1層 はパ ミス・灰を含有する暗褐色上、第 2層 は砂質赤色 ローム

を主体 とする茶褐色土によって構成される。第 3層は灰を主体 とし、カマ ドにFrl連する上である。

確認面からの壁高は28～ 59cmを 測る。壁体は上から砂質赤色 ローム層 (第Ⅳ層 )、 黒色上層 (第

V層 )を利用し、平滑で堅固に構築される。また、床面からはほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝は北東 コーナー部 と南壁西半部において検出された。壁溝巾は 8～ 20cm、 深さ 1～ 2 cmを

測 り、断面はU字状を呈する。

床面は黒色土層 (第 V層 )上全面に 3～ 4 cmの 厚さで貼床が施され、東から西へ向って若干傾

斜するがほぼ平担である。貼床は砂質 ロームに黒色土を混ぜた上を叩きじめて堅固に構築されて

いる。また、南壁中央下には灰 と暗褐色土を混ぜた上が16cm程 の厚さで115× 95cmの楕門状に堆積

している。この堆積土は堅 く踏み固められて、床面に密着する様相を呈 していた。 このような現

-16-



０ヽ

１
１

象は住居廃絶後の堆積

とは解 し難 く、使用中

の雄積であることは想

像に難 くない。堆積土

が灰主体と有機質土の

相違点を除けば同様の

例は東京都中山谷遺跡

第 2号住居址 (小田 。

ギダー1975)佐 久市市

道遺跡 (前原 。大橋 。

川島 1976)、東京都南

大谷遺跡 (村田 1982)

等で詳細に観察され報

告されている他、本年

度調査された佐久市西

八 日町遺跡でも認められて

いる。

ピットは北東部から 1個

(Pl)、  F打 7面 モ郭/」 らヽ 1イ固

(P2)、 南東部 か ら 2イ固

(P3・ P4)検 出されてい

る。規模・形態からみて柱

穴 と考 えられ るのは Plの

みで、36× 31cmの不整円形

を塁し、深さは24cmを沢」る。

P2は 86× 51cmの 楕 円形 を

皇 し、深さは17cmを測る。

P3・ P4はそれぞれ27× 22

13cmの 深さを有する。

B―
D―

バ∫
B一

H3号住居l■

一 B′

― D′

一 B′

|

0

第11図 H2号住居址カマド実測図

cm、 25× 18cmの 円形を呈し、15

カマ ド (第 11図 )

カマ ドは北壁中央に位置し、焚口～煙道までの長さ約100cm、

袖部の巾約80cmの 規模を有したと考えられる。本体は既に崩落

鶯淵淵絋冬,つ
o   (1:80)   2m

第10図 H2号住居 l■実沢1図

く

|

1層 黒灰色土(粘土と灰)

2層  茶褐色土(赤色目―ム粒含有)

(1 :30)

第12図

一-17-―



第3表  H2号 住居址出土遺物一覧表

図

号

挿

番
器種 法 量 器 形 の 特 徴 整調 備  考

12--1
高台

付杯

(須 )

14 6
4.3
95
台径
9.5

口k/J劉Sは若十四湾気味で医剛Sは ほほ平底。

台部は逆台形状を塁す。

内外面 ともロクロヨヨナデ調整ののち、外面の 口辺下部

には回転ヘ ラケズ リを施す。更に高台貼付の後、 ヨコナ

デを施す。内面の底部はナデが加えられ る。

胎土は精選 されて

いる。

完全実測。

しているため、旧状は明らかでないが、天丼 0袖部の構材として、黒色粘土と灰を混ぜた上 (第

1層)を用いたと考えられる。火床部にあたる焼土は検出されていない。煙道部は壁体を20cm程 、

掘 り込んで構築され、その直下の床面には深さ10cm程の楕円形の掘 り込みがみられた。

遺物の出土状況

遺物の出土量は極めて少なく、総数でも 8点 しか検出されていない。北西コーナー部の壁際の

覆土上層から第12図 1が検出されている。

遺物 (第12図 。図版五の 1)

本住居址からは土師器片、須恵器片が出土している。

土師器の器種には甕がある。胴部に縦位のヘラケズ リが施される小片が出土 している。

須恵器の器種には甕 。高台付杯がある。高台付杯第12図 1は ロクロヨコナデののち、口辺部下

位に回転ヘラケズ リ (右回転)を施し、丁寧な調整を行っている。甕には外面に格子 目叩き、内

面に円弧文様がみられる胴部破片があるが図化はしなかった。

本住居址の所産期を積極的に肯定する遺物は、須恵器高台付杯 1点にすぎないが、奈良時代 と

考えるのが妥当であろ う。

3)H3号 住居址

遺構 (第13図 。図版五の 4)

本住居址は発掘区の南東端け・ こ-21グ リッド内に位置 し、全体層序第Ⅳ層明茶褐色土層上に

おいて検出された。遺構の東半部は発掘区外のため未調査である。新 1日 関係はH2→本址の順序

で、本址はH2を破壊する。

平面形態は南北370cmを 沢」り、隅丸方形を呈すると考えられる。

覆土は砂質赤色ロームを主体 とする茶褐色土のみによって構成される。

確認面からの壁高は 5～ 30cmを測 り、東から西に向ってレベルを低下させる。壁体は砂質赤色

ローム層 (第Ⅳ層)と H2号住居 ll「_の覆土第 1層 を利用 して構築されるがやや軟弱で緩 く傾斜 し

て立ち上がる。壁濤は検出されなかった。

床面は砂質赤色ローム層 (第Ⅳ層)と H2号住居址の覆上第 1層上の金面にわたって貼床が施

される。貼床は砂質赤色 ロームを主体 として黒色土を混ぜた土を叩きじめて構築されるが、起伏

が激 しく、軟弱である。住居北倶1では 1箇所、中央部では 2箇所の攪乱がみられる。

一…18-一



Ｈ
Ｈ
２
号
住
居
址

茶褐色上(パ ミス、小礫含有)

o   (1180)

ピットは北部 と南部から各 1個ずつ検出された。

住居内での位置、また規模 0形態から柱穴 と規定

することはできない。Plは46× 34cmの楕円形、P2

は32× 30cmの 円形を塁し、それぞれ26 0 10cmの深

さを有する。

カマ ドは検出されていないが、未調査区の北壁

に存在が予想される。

遺物の出土状況

遺物の出土量は極めて少なく、散布する程度で

ある。

遺物 (第14図 0図版五の 3)

本住居址からは土師器片、須恵器片が出上して

いる。

土師器の器種には甕・杯があるがいずれも小片

“ヽ

―

Ｅ
Ｓ
）
”
ｔ

―

“

―

≧

―
“

―

≧

1層

2111

第13図 H3号住居址実測図

で図示できない。

須恵器の器種には甕 0杯がある。

甕には、外面に平行叩き、内面に円弧文様が施される第13図 102と 、外面に平行叩きのみ施さ

れる第13図 3が ある。

杯には、底部の回転糸切 り痕が明瞭な第13図 4がある。

本住居址の所産期は、須恵器の特徴から平安時代前～中頃と考えられる。

繁
Ｈ
国
田
日
日
倒
附
Ｈ
目
川

‐―

一一ヽ一一・．一一一́｝一ｒ
一一　

・

〓●
■
■
一　
ヽ

雛`

日
国
口
Ｈ
口
国
団

――

Ｈ
枷
日
田
い
＝
側
劇
旧
＝
円
――

不
2

二菫コ
==多

〆′

3霙 4

0     (1 : 4)   10cm

第14図 H3号住居址出土遺物拓影図
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茶褐色土(赤色ローム主体)

黒褐色土(地 山黒色土主体)   
。  (1180)_  2p

4)H4号 住居址

遺構 (第15016図、図版六

の 102)

本住居址は発掘区の南西

部け 。こ 。さ-2・ 304

グリッド内に位置 し、全体

層序第Ⅳ層明茶褐色上層上

において検出された。本位

置は発掘区の中でも最も低

位な緩傾斜地である。

平面形態は南北460cm、 東

西508cmの 隅丸方形を呈し、

主軸方 向は N-12° 一Wを

示す。

覆土は 3層 に分害Jさ れ、

プライマリーな堆積状態を

示す。第 1層 は砂質赤色

ロームを主体とする茶褐色

上、第 2層 は砂質赤色ロー

ム層 (第Ⅳ層)を利用した

壁の崩落層、第 3層 は地山

黒色土を主体とした黒褐色

土である。

― ″

層

層

層

茶褐色土 (パ ミス、日一ム粒子含有)

第15図 H4号住居址実測図

確認面からの壁高は42～ 50cmを沢」り、床面からはぼ垂直に立ち上がる。壁体は上から砂質赤色

ローム層 (第IV層 )、 黒色土層 (第 V層 )を利用して平滑に構築されるが、やや軟弱で崩れ易い。

壁濤は南西 コーナーから南壁下のほぼ全域に巡っている。壁溝巾は11～ 16cm、 深さは10cm前後を

波」り、断面はU字状を呈する。

床面は黒色土層 (第 V層 )上に砂質赤色 ロームに茶褐色の粘質土を混ぜた上を叩きじめ、平担

かつ堅固に構築されている。

ピットは主柱穴が 4個整然と検出された。Plは 42× 30cmの楕円形を塁し、西方で一段のテラス

を有する。深さは58cmを 測 り、断面は漏斗状を呈する。P2は 46× 29cmの長楕円形を呈し、深さは

a   
＼ミ壼じ鼻/  

く0)Pl

23  a4

一-20-一



716 092mB′

4層 赤褐色土 (砂質ローム主体)

5層 黒灰色土 (灰 と炭化物)

6層 暗灰褐色土 (米占土、焼土含有)

0   (1 :30) 50cm

67cmを測る。断

面形はU字状を

呈 す る。 P3は

50× 40cmの楕円

形を呈し、深さ

は59cmを測る。

断面形はU字状

を塁する。P4は

35× 40cmの 円形

を塁し、深さは

50cmを測る。断

面形は漏斗状を

呈する。

カマ ド

カマ ドヤまJヒ壁

中央にあ り、焚

口～煙道部まで

の長さ140cm、 袖

部 の 巾145cmの

規模を有する。

残存状況はあま

ヒ
劇
利
憲
ご

1層 茶褐色土 (焼上、灰含有)

2層 茶褐色土(焼土と粘土)

3層 灰褐色土(灰主体)

第16図 H4号住居址カマド実測図

り良好でない。煙道部は壁体を長さ120cm、 巾115cmの半円状に緩い傾斜で掘 り込んで構築する。

火床部は壁下の床面を不整形に24cm程 掘 り込んだ後、灰 0炭化物 (第 5層 )を埋めもどし、更に

黄褐色 ローム (第 4層 )を敷きつめて設けられる。天丼 0袖部は既に崩落しているため旧状はつ

かめないが、粘土 と暗褐色土を混ぜた土 (204層 )に よって構築されたと考えられる。尚、西

側の袖部には大型の角礫がみられ、補強材 として使用されたものと考えられる。

遺物の出土状況

遺物の出土量はあまり多 くない。分布状況はカマ ド内に集中する他は散布する程度である。図

示 した第17図 102が カマ ド内、第 17図 304が フク上内からの出上である。

遺物 (第 17・ 18図 、図版五の 2)

本住居址からは土師器片、弥生土器片が出土している。

上師器の器種には、甕 0杯 。高杯がある。
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一華華恭　一　一
(1 :4) 10cm

第17図 H4号住居l■ 出土遺物実演1図

甕第17図 1は、最大径を胴都中位に有 し、球形胴部を塁する、壷形土器に近い器形である。外

面調整は、口辺部 ヨヨナデの後、胴部は全面にわたって斜 0横位の丁寧なヘラミガキが施され、

光沢を帯びている。内面にはナデが施されたのち、やや粗いヘラミガキが横位に加えられるが、

日辺部は概 して級密で丁寧なのに対し、胴部はより簡略な調整 となっている。甕はこの他、図示

できなかったが、胴部に縦位のヘラケズ リが施される、器厚の薄い長胴甕の小片も検出されてい

る。

杯は、
.口

辺部 と底部の境に稜を有し底部にはヘラケズ リが施される第17図 2と 、素 口縁で丸底

を呈 し、底部にヘラケズ リが施される第17図 3が あるも

高杯第17図 4は 口辺部～底部にかけてはば半円状を呈し、内面には一

段の稜を有する。外面調整は杯部の全面にわたって、横位の丁寧なヘラ

ミガキが施され、光沢を帯びている。脚部は欠損しているが、柱状を墨

するものと考えられる。

‐
　
　
“出址

図
第

第4表   H4号 住居lll出 土遺物一覧表

図
号

挿

番
器 種 法量 器 形 の 特 徴 整調 備  考

17--1 甕

(25.6)
(24.0〉

最大径は胴部中位に有する。

口辺部は外反し、胴部は球形を呈する。

外面 丁寧なヘラミガキが施される。

内面 刷毛調整ののちヘラミガキ。

胎土は精選 されて

いる。回転実測。
カマ ド内

^

17--2 杯

(13.1)
(4.2〉
外稜径
(11.9)

底部と口辺部の境に明瞭な稜を有する。口

辺部は若干内湾気味で外傾し、底部は偏平

な丸底を塁する。

外面 口辺部ヨヨナデののち、底部ヘラケズリ

内面 黒色研磨。

胎土は粗 t

回転実測。

カマ ド内。

17-3 不

(13.3)
〈42〉

素 口縁を呈 し、底部は偏平な丸底 となる。 外面  口辺部 ヨヨナデののち、底部ヘ ラケズ リ

内面 黒色研磨。

胎土は精選 されて

いる。回転実測。
ベル ト内ハ

17--4 高外

(16.6)
〈6.4〉

外部のみ。白辺部～底部にかけてほぼ半円

形を呈する。内面に一段稜を有する。

外面  口辺部 ～底部 まで丁寧 なヘラ ミガキ。

内面 黒色研磨。

胎土は精選されて
いる。回転実測。
lII区 フク土内。

―-22-一



第17図 20304に はいずれも内面に黒色研磨が施 される。

弥生土器は赤色塗彩が施される不片・櫛描波状文が施される甕片 (第18図 1)力 出`土 している。

以上、弥生土器は覆土中からの出土で本址の構築年代 と直接関わるとは考え難い。従って本住

居址の所産期は出土土師器から古墳後期～奈良時代初頭 と考えられる。

5)H5号 住居址

遺構 (第19020図、図版六の3～ 5)

本住居址は発掘区の西端中央か 。き-102・ 3グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅳ層明茶褐

色土層上において検出された。

平面形態は南北408cm、 東西470cmの 隅丸長方形を呈し、主軸方向はN-15° 一Wを示す。

覆土は 4層 に分害1さ れ、プライマリーな堆積状態を示す。第 1層 はレンズ状に堆積する砂質赤

色 ロームを主体 とする茶褐色

上、第 2層 は砂粒の流れ込み

で、第 3層 は壁際に逆三角形

状に堆積する暗褐色上である。

第 4層 は焼上を含有 し、カマ

ドの流出層 と考えられる。

壁高は33～ 51cmを測 り、床

面から緩 く傾斜 して立ち上が

る。壁体は上 か ら砂質赤色

ローム層 (第Ⅳ層 )、 黒色上層

(第 V層 )、 黄褐色 ローム層

(第Ⅵ層)を利用 して構築さ

れるが、やや軟弱で壁面も凹

凸が激しい。壁溝は検出され

なかった。

床面は黄褐色 ローム層 (第

Ⅳ層)の全面にわたって貼床

が施される。貼床は砂質赤色

ロームに茶褐色土を混ぜた上

1層  茶掲色土 (パ ミス含有)

2層  茶褐色土 (砂質)

3層 暗褐色土 (赤色ローム粒含有)

4層 暗褐色土(焼土含む)

第 19図  H5号 住居 Jl実測図

・記

|

勾269癖 B′

一 C′

◎P2     ｀レだ  ◎
Pl

21-1

資1201か 96

―-23-一
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1層 茶褐色土 (焼土含有)

2層  橙褐色土(焼土全体)

3層  白灰色土(灰 と粘土)

4層  黒褐色土 (炭化物主体)

o   (1 :30) 50cm

をたたきじめて平担に構築さ

れるが、カマ ド周辺を除 くと

やや軟弱であった。

ピットは住居四隅から各 l

箇、東壁下中央から 1個、南

壁下中央西寄 りから 1個 、計

6個が検出された。住居四隅

の Pl～ P4は位置関係からみ

て主柱穴 と考 えたいが、規

模・形態に統一性を欠き、深

度 も不充分であることから即

断は避けておきたい。 Plは

25× 25cmの 円形を呈 し、深さ

10Cm、 P2は 25× 24cmの 円形を

呈 し、深さ10cm、 P3は 58× 39

cmの 楕円形を星し、深さ28cm、

第20図 H5号住居llLカ マド実測図

P4は60× 64cmの 円形を呈 し、深さ16cmを測る。断面形は P10P2が U字状、 P3° P4が逆台形状を

塁する。P5は 45× 39cmの 円形を塁 し、深さは 6 cm、 断面形は偏平な円形を呈する。P6は 48× 54cm

の円形を呈し、深さ18cm、 断面形はU字状を塁する。

カマ ド

カマ ドは北壁中央のやや東寄 りにあ り、長さ100cm、 巾115cmの規模を有する。残存状態は非常

に悪い。煙道部は壁体を80× 50cmの半円状に緩い傾斜で掘 り込んで構築され、火床部は壁下の床

面を85× 60cmの 不整形に掘 り窪めた後、灰 (3層 )、 炭化物 (4層 )を埋めもどして設けたと考え

られるが、火床にあたる焼土は検出されなかった。天丼 0袖部は崩壊が激しく1日 状は不明である。

構材は、黄褐色 ローム (2層 )と 灰 と粘上の (3層 )を用いたと考えられる。

遺物の出土状況

遺物の出上量は少ないが、完存品の害1合が高い。分布状況はカマ ド及びその周辺部、住居中央

部の床面上に集中する傾向が看取 される。図示した第21図 207・ 13が カマ ド内及びその周辺部、

第21図 1・ 506・ 9010。 15が住居中央の床面上、第21図 11012が III区覆土内から出上してい

る。

遺物 (第 21・ 22図、図版七の 1～ 8)

本住居址からは土師器片、須恵器片、弥生土器片が出上しており、土師器片の割合が極めて高

―-24-―
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H5号住居址出土遺物実測図
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o      (1 : 4)     locm

第21図

第22図  H5号住居址
′

出土遺物拓影図

い21-3に 分け られ る。

い 。

土師器の器種には甕 0杯 0高不があ り、不の量が非常に多い。

甕には第21図 10203・ 4があり、いずれも器厚が薄 く、

胴部に縦位のヘラケズ リが施される。 日辺部に最大径を有し、

長胴を呈する21-102・ 4と 胴部に最大径を有し、球胴に近

杯には外面にヘラミガキが施される第21図 5と ヘラケズ リが施される第21図 6～ 14が ある。器

形的には素口縁で丸底を塁する21-508、 日辺部 と底部の境に僅かに稜を残す21-607、 日

辺部が内傾 し、偏平な丸底を塁する21-9～ 14に 分けられる。
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第 5表   H5号 住居lll出 土遺物一覧表

挿図
番号

器 種 法 量 器 徴特の形 整調 備  考

21--1 甕

(218)

〈10 2〉

最大径は 口辺部にある。 口辺部は弓状に外

反 し、胴部は軽 くふ くらむ。

外面  口辺部 ヨコナデののち胴部は斜位のヘ ラケズ リが

施 され る。

内面  口辺部 ヨコナデののち胴部はヘ ラケズ リ、更にナ

デが加 え られ る。

胎 土 は精 選 され

る。

回転実測。

21--2 甕

(192)

〈11 0〉

最大径は口辺部にある。口辺部は 1く 」の

字状に大きく外反し、胴部は軽くふくらむ。

外面 口辺部ヨヨナデののち、胴部は縦位のヘラケズリ
(丁寧)力ζ施される。

内面 口辺部ヨコナデ。胴部ヘラケズリののちナデが加
えられる。

胎土は精選 されて

いる。回転実測。

カマ ド内。

1- 3 甕

(206)

〈62〉

最大径は胴部 にあると思われる。

日辺部は短か く外反 し、胴部はふ くらむ と

思われ る。

外面  口辺部 ヨコナデののち胴部は斜位のヘラケズ リが

施 され る。

内面  口辺部 ヨコナデののち胴部はナデが施 され る。

胎上はあまり精選
されていない。回

転実測。フク土。

1--4 甕 く121
46

胴 ～底部のみ。胴部は軽 くふ くらむ と思オ

れ る。底部は平底。

外面 胴部は縦位のヘラケズ リ、底部 もヘラケズ リが施

され る。

内面 ナデが施 され る。

胎土は粗い。

回転実測。

カマ ド付近。

1- 5 杯

(134) 素口縁を塁し、底部は丸底となる。 外面  口辺部 ヨコナデののち、底部は横位のヘ ラケズ リ

が施 され、更に粗いヘ ラ ミガキが加えられ る。

内面  口辺部 ヨコナデののちヘ ラ ミガキが施 され る。

胎土は粗い。

回転実測。

EWベ ル ト内。

21--6 杯

13 0

44
口辺部は外傾す るが直線的で、底部は偏平

な丸底(平底に近 くなる)を呈す る。 口辺部

と底部の境に僅かに稜が残 る。

外面  口辺部 ヨヨナデののち、底部は横位のヘ ラケズ リ

が施 され る。

内面  口辺部 ヨコナデ。胴部はナデが施 される。

胎土は精選 されて

いる。完全実沢U。

EWベ ル ト内。

21--7 杯

(124)

(4 1〉

口辺部 と底部の境 に稜を残す。

口辺部は外傾す るが直線的で底部は偏平な

丸底を塁す る。

外面  口辺部 ヨヨナデののち、底部はヘ ラケズ リが施 さ

れ る。

内面  口辺部 ヨコナデ、底部はナデが施 される。

胎上はあまり精選
されていない。
回転実測。
カマド付近。

21--8 杯

(114)

46
口辺部は短く直線的で、底部は丸底を呈す

る。

外面  口辺部 ヨコナデののち、底部は上半でヘラナデ、

下半でヘ ラケズ リが施 される。

内面 黒色研磨。

胎土は精選 されて

いる。回転実測。

フク上内。

21--9 不

118
4 35

口辺部は内傾 し、底部は偏平な丸底を塁す

る。

外面 口辺部ヨコナデののち、底部は横位のヘラケズリ

を施す。

内面 口辺部～底部にかけてョコナデ

胎土は粗い

完全実測。

21--1 杯

14.1

42
口辺部は僅かに内傾 し、底部は偏平 な丸底

を塁す る。

歪みが著 しい。

外面  口辺部 ヨヨナデののち、底部は横位のヘ ラケズ リ

を施す。

内面  口辺部 ヨコナデ、底部はナデを施す。

胎土は粗い

完全実測。

21--11 不

(126)

〈36〉

口辺部は僅かに内傾し、底部は偏平な丸底

を塁する。

外面  口辺部 ヨコナデののち、底部は横位のヘ ラケズ リ

を施す。

内面  口辺部 ～底部にかけて ヨコナデを施す。

胎土は粗い。

回転実演」。

Ⅲ区 フク土内。

21  1 不

(116)

29
口辺部は僅かに内傾し、底部は偏平な丸底

を塁する。

外面  口辺部 ヨコナデののち、底部は横位のヘ ラケズ リ

を施す。

内面  口辺部 ～底部にかけて ヨコナデを施す。

胎土は粗い。

回転実測。

III区 フク土内。

21--1 杯

10 4

30
口辺部は僅かに内傾し、底部は偏平な丸底

を塁する。

外面  口辺部 ヨコナデののち、底部は横位のヘ ラケズ リ

を施す。

内面  口辺部 ～底部にかけて ヨコナデを施す。

胎土は粗い。

完全実測。

カマ ド付近。

21--14 杯

95
3.3

園辺部は内傾 し、底部は偏平な丸底を塁す

る。

外面  口辺部 ヨヨナデののち、底部は横位のヘラケズ リ

を施す。

内面  口辺部 ～底部にかけて ヨヨナデを施す。

胎土はやや粗 t

回転実測。

1--15 高杯 〈82〉
脚部のみ。柱状を塁する。 外面 縦位、横位のヘラミガキを施す。

内面 ナデを施す。

胎土は精選 されて

いる。

完全実測。

高杯第21図 15は脚部が柱状を呈する。

この他、胴部にヘラミガキを施した甕の小片も出上 している。

須恵器には甕があ り、叩き目をもつ胴部破片が出上 している。

弥生土器は赤色塗彩が施される杯の小片とヘラ描き沈線が施される壼形土器 (第22図 1)が 出

土 している。いずれも弥生時代後期の所産 と考えられる。

本住居址の所産期は奈良時代 と考えられる。

―-26-一



o   (1:80)  2m
l層  茶褐色土 (パ ミス、砂粒含む)

2層 茶褐色土 (赤色ローム壁の崩落)

3層 茶褐色土 (赤色ローム粒主体)

4層 黒色土 (黒色粘土)

第 23図  H6号 住居量実浪1図

6)H6号 住居址

遺構 (第23・ 24図 、図版八の 1・

2、 九の 1)

本住居址は発掘区の北西端 う。え

-3・ 4グ リッド内に位置 し、全体

層序第IV層上において検出された。

平面形態は南北385cm、 東西397cm

の隅丸方形を呈するが、全体的にや

や歪んだプランである。主軸方向は

N-4°一Wを示す。

覆上は 4層 に分害Jさ れ、プライマ

リーな堆積状態である。砂質赤色

ローム粒子を主体 とす る茶褐色土

(第 1層 )と 砂質赤色 ローム層 (第

lV層 )を利用した壁の崩落層 (第 2

層)に よって大方が構成される。第

3・ 4層 はカマ ドの関連層である。

確認面からの壁高は22～ 39cmを測

り、床面から東壁は緩 く、他は急傾

斜で立ち上がる。壁体は上から砂質赤色 ローム層 (第Ⅳ層 )、 黒色土層 (V層 )、 黄褐色 ローム層

(Ⅵ層)を利用して構築 されるが、凹凸が激しく、やや軟弱である。

床面は黄褐色 ローム層 (Ⅵ層)上の全面に貼床が施される。貼床は黄褐色ロームに砂粒、自色

粘上を混ぜた土を叩きじめて平担に構築されるがやや軟弱である。

ピットは住居四隅から4個検出され、主柱穴 と考えられる。Plは 30× 31cmの 円形を墨し、22cm

の深さを有する。断面形は逆台形を呈する。 P2は 21× 27cmの 楕円形を呈 し、48cmの 深さを有す

る。断面は逆台形を塁する。P3は 23× 18cmの 円形を呈 し、16cmの深さを有する。断面は不整なU

字状を呈する。 P4は 29× 27cmの不整円形を呈 し、23cmの深さを有する。断面は逆台形を呈する。

カマ ド

カマ ドは北壁中央にあ り、焚 口～煙道部までの長さ97cm、 袖部巾96cmを測る。残存状況は良い。

煙道は北壁中央を半円形に急傾斜で掘 り込んで構築される。火床部は煙道下の床面を85× 65cmの

楕円状に極僅かに掘 り窪めた後、黄褐色 ローム (第 5層 )を平担に敷きつめて設けられる。天丼

P鱚なゎ
6%確

ら2 お・M″∫
~Pl%・

6r2  0F爵
25-13

7 2縄
0

25512     2g22°
254

P3      C)P4
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一
Ｂ

習
〓

０卜
Ｆ
≧

1層 茶褐色土(パ ミス、灰含有)

2層  淡黄色土(粘土と灰、暗褐色土)

3層  黒褐色土(黒 色粘土主体)

4層  暗褐色土(焼上、灰含有)

5層 橙褐色土(黄 色ローム主体)

第24図 H6号 住居違Lカ マ ド実績1図

部は黒色粘上 (第 3層)を使

用して構築されるが、既に陥

落してお り旧状は届めていな

い。袖部は火床部の両側に直

方体に面取 りされた石材を各

1個ずつ、また煙道部西側に

6個 の自然礫を配して補強材

とし、黒色粘土 (第 3層)を

被覆して構築される。

本遺跡のカマ ドは、ほとん

どが火床部に比較的深い掘 り

込みをもつのに対し、本址の

カマ ドは稀有な例 といえる。

遺物の出土状況

遺物の出上量は極めて多 く、

完存品の害1合 が高い。分布状

0   (1 :30) 50cnl

況は住居llL東半、特にカマ ドを中心とする東北部の床面上に集中する傾向が看取される。図示 し

た第25図 2・ 40506・ 7・ 9。 12013014、 第26図 15016017・ 18・ 19020・ 21022・ 230

24026が住居址東半部、第25図 108010011012014、 第26図 25。 26が西半部より出上してい

る。 この うち、25-12・ 14、 26-26は東半部 と西半部の間で接合関係がみられ、破片が広範囲に

わたって散布 していたことが窺える。

遺物 (第 25・ 26図 、図版九の 2～ 5、 十の 1～ 6、 十一の 1～ 9)

本住居llLか らは土師器片、須恵器片、鉄製品が出土している。須恵器の害1合 が極めて高い。

上師器の器種には、甕 0台付甕 。杯・高台付杯がある。

台付甕第25図 304は 25-3が胴部下位～台部上位、25-4が 台部の破片である。25-3は胴

部がふ くらみ、25-4は 台部が大きく外反する。当地域における台付甕の類例は周防畑A遺跡 (土

屋他 1979)に みられるのみで僅少な資料である。

杯には第25図 5～ 11が ある。日辺部はいずれも内湾気味で、端部で僅かに外反する25-506。

9。 10と 玉縁状を呈する25-708が ある。調整はいずれもロクロヨコナデが施され、底部は全

面に回転ヘラケズ リが施される25-609011と 周縁部のみに施される25-507が ある。尚、

25-5には「大」の文字が 2箇所に、25-6に は「長」 と考えられる墨書が施される。

高台付杯第25図 12は器形的に25-6に近 く、貼付高台される。 日辺部上位にはロクロヨコナデ
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ののち横位のヘラミガキが加えられる。

以上の うち、25-5。 6。 9・ 12は 内面に黒色研磨が施される。

須恵器の器種には、甕 0壷・蓋 。杯がある。第27図以外はいずれもロクロヨコナデが施される。

甕には第25図 13、 第27図 1～ 7がある。25… 13は 口辺部が強 く外反 し、日辺端部で断面三角形

の突帯を有する。最大径は胴部中位の上方にある。第27図 1～ 7は外面に格子 ロロpき 、内面に円

弧文様が施される27-1、 外面に平行叩き、内面に同心円文様が施される27-2、 外面のみに平

行叩きが施される27-4、 板状工具による平行叩きが施される27-5060708と 櫛描波状文が

施される27-3な どバラエティーに富む。

壷には環状耳付長頸瓶 (第25図 14)と 長頸壷 (第26図 15)力 あ`る。長頸壼25-14は最大径が胴

部上位にあ り、器面のほぼ全面にわたって光沢がみられる。環状耳付壷の類例は同市内では市道

遺跡第 1号竪穴状遺構 (藤井 1976)にみられる。長頸壷はほぼ完存する希少な例である。最大

径は胴部上位にあ り、口辺部は上位で外反し、端部に断面三角形の突帯を有する。

蓋には第26図 16017018が ある。26-16・ 17は 、16が一段、17が二段の凝宝珠状を塁し、頂部

が山形に尖 っている。26-18は 口辺部が天丼部から鋭 く屈曲する。   .

杯 には第26図 19～ 26が あ る。日辺部 が内湾気 味 で あ ま り開 か ない26-19と 大 き く開 く

26-20～ 26に分けられる。26-19は底部にヘラケズ リが加えられ、26-20～ 27は回転糸切 りのま

ま未調整である。尚、器形的に大差のない26-20～ 26の 中にもロクロヨコナデが右回転の26-20。

21024・ 25。 26と 左回転の26-22023があ り、更に胎上の粗い26-22023、 精選されている26-240

25。 26の 3様に分けられ、同一住居址内出上の須恵器にも生産窯址に違いのあることを暗示 して

いる。鉄製品第28図 1は刀子の柄部 と考えられる。

以上、本住居址からは極めて多量の完存品に近い遺物が検出された。焼失家屋以外でこのよう

に多量の完存品が検出された例は当該期においては僅少で、極めて良好な一括資料 となろう。

遺物を個々に検討すると、26-9の須恵器杯に代表 されるように奈良時代的な様相が見い出せ

る土器があるものの、須恵器蓋や、その他の杯には平安時代の特徴を有するものが多い。従って、

本住居址の所産期は、平安時代でも前葉 と考えるのが妥当であろう。

尚、市道遺跡の報告では、 1号竪穴状遺構出上の環状耳付長頸瓶を11世紀前半 とし、他の伴出

遺物 との年代隔差が大きいことが指摘 された。環状耳付長頸瓶の所産期については当地域では漢

然 と 11世紀代 と考えられてきたが、本址の伴出例によって、同系統の環状耳付長頸瓶の年代が

確実に 9世紀代まで遡る可能性が強いことが首肯された意義は大きい。

7)H7号 住居址

遺構 (第29030図 、図版十二の 102)
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第 6表   H6号 住居址出土遺物一覧表 く1〉

挿図

番号
器種 法 量 徴特形器 整調 備  考

25--1 甕

20 2

〈60〉

口辺部 は緩 く外反 し、胴部は軽 くふ くらむ

と思われ る。

外面  口辺部 ヨコナデののち胴部は縦位のヘ ラケズ リを

施す。

内面  口辺部 ヨコナデ、胴部はヘラケズ リの後ナデc

胎土は粗い。

回転実測。

lII区 フク土内。

25--2 甕 〈22〉

44

底部のみ。 外面 ヘ ラケズ リを施す。

内面 ヘ ラケズ リを施す。

胎土はやや粗 t

完全実測。

IV区 フク上内。

25-3 台付

甕
〈117〉

胴部はふくらみをもち台部は「く」の字状

に強く夕1反
‐
l~る 。

外面 胴部か ら台部にかけて丁寧なヘ ラナデを施す。

内面  ヘ ラケズ リののちナデを加える。

胎上はやや粗ヽ

完全実測。

フク土内。

25--4
台 751

甕

〈4 1)
台径
10 3

台部のみ。台部は強 く大 きく外反す る。 内外面 ともヨコナデ。台部貼付の後、 さらにナデを加え

る。

胎土は精選 されて

いる。台部は貼付。

完全実測。フク上。

25--5
不
豊

13 9

39
61

口辺部は内湾 し、端部で外反す る。底部は

平底。 日辺部中位の 2箇所に「大」の字の

墨書がみ られ る。

内外面ともロクロヨコナデを施す。外面は底部を回転糸

切りの後、周縁部にヘラケズリを加える。内面は黒色研

磨されている。

胎土はやや粗 t

完全実測。

25-―
-6 杯

(:::E言 3,

(167)

45
(81)

口辺部は僅かに内湾 し、端部で外反す る。

底部は平底。

口辺部中位に「長」と考 えられ る墨書あ り。

内外面 ともロクロヨコナデを施す。外面は底部にヘ ラケ

ズ リを加 え、内面は黒色研磨 されている。

胎土はやや粗 t

回転実測。

5--7 不

(179)
40
(40,

口辺部は内湾気味に大 きく外傾 し、端部で

玉縁状 となる。

内外面 ともロクロヨコナデを施す。外面は底部を回転糸

切 りののち、周縁部にヘ ラケズ リを加 える。内面はヘラ

ミガキが施 され る。

胎上は精選 されて

いる。回転実測。

カマ ド内。

25--8 杯

(182,

〈35〉

口辺部は内湾気味に大 きく外傾 し、 日縁端

部は屈曲 して玉縁状 となる。

内外面ともロクロヨコナデを施す。内面にはヘラミガキ

が加えられる。

胎土はやや粗 t

回転実測。

Ⅲ区 フク土内。

25--9 外

(136)

46
66

口辺部は中位で内湾 し、上部で僅かに外反

する。底部は平底。

内外面 ともロクロヨコナデ(右回転 )を 施す。外面の底部

には回転糸切 りの後、回転ヘ ラケズ リ(右 回転 )が 加 えら

れ る。内面は黒色研磨 され る。

胎土はやや粗 t

回転実測。

25‐-10 外

(15.0)

〈39〉

目辺部は中位で内湾し、上部で僅かに外反

する。

内外面 ともロクロヨコナデ(右回転 )を 施す。内面にはヘ

ラ ミガキが加えられ る。

胎土はやや粗ヽ

回転実測。

Ⅲ区 フク土内。

25--11 杯 く24〉

66

口辺部の下位は内湾気味。

底部は平底。

内外面 ともロクロヨコナデ(左回転 )を 施す。外面の底部

は、回転ヘ ラケズ リ(左回転 )が加えられ、内面はヘ ラ ミ

ガキが加 えられ る。

胎上はやや粗 t

完全実測 c

III区 フク上内。

25--12
付 杯

17 3

56
台径
74

口辺部は内湾気味で底部は平底。高台は逆

台形 を塁する。

内外面 ともロクロヨコナデ(右回転 )を 施す。外面の 口辺

部上部にはヘ ラ ミガキが加えられ、高台貼付の後、 ヨコ

ナデが施 される。内面は黒色研磨 され る。

胎土はやや粗し

高台は貼付。
完全実測。
IV区 フク上内

^

25--1
甕

(須 )

(223
く22 0

口辺部は緩 く外反 し端部に逆三角形の突帯

を有す る。胴部は上位で大 きく張 り、最大

径を有 して、内湾す る。

内外面 ともロクロヨコナデ(右回転)が施 される。 胎土はやや粗し

回転実測。

25--14

環状
耳付
長頸
瓶

〈227〉

台径
12 0

胴部は大きくふくらみ中位に最大径を有

す。1同上位には、一箇所に把手が認められ

る。

内外面 ともロクロヨコナデ(右回転 )を 施す。外面は高台

貼付のの ら、 ヨコナデが加えられる。

胎上はやや粗 t

完全実測。
II区 フク土内。
カマ ド内。

26--15

長頸

(須 )

5.3

〈23 1〉

10 5

最大径は胴上部にある。 口辺部は端部に断

面三角形の突帯を有 し、短 く強 く外反す る。

頸部は直立 し、胴部は上位で強 く張 る。

内外面 ともロクロヨコナデ(左回転 )を 施す。

外面の胴部下位はヘ ラナデが加えられ る。

胎 上 は 精 選 され

る。完全実測。

26--16
蓋

(須 )

摘み

(36)
〈1.8〉

摘み部は凝宝珠状を呈し、頂部をL臓 形に尖

らせる。

内外面 ともロクロヨコナデを施す。外面は天丼部に回転

ヘ ラケズ リ(右 回転 )を 加える。

胎土はやや粗 t

回転実測。

6--1
蓋

(須 )

摘み

46
く11)

摘み部は二段の凝宝珠状を塁し、頂部を山

形に尖らせる。

コナデが施 され る。 胎土は粗い

回転実測。

26--18
(須

〈20〉
口辺部
(16.2)

天丼部は直線的で 日辺部は鋭 く、短 く屈曲

する。

内外面 ともロクロヨコナデ(左回転)が施 される。 胎上は精選 されて

いる。回転実測。

IV区 フク土内。

26--19
杯

(須 )

(13.0)

45
(66)

口辺部は僅かに内湾す る。底部は平底 とな

る。

内外面 ともロクロヨコナデ(左回転 )を 施す。底部は切 り

離 しののち、ヘ ラケズ リが加えられる。

胎土はやや粗 t

回転実測。
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第 7表  H6号 住居址出土遺物一覧表 (2〉

図

号

挿

番
器 種 法量 器 形 の 特 徴 整調 備  考

26--20
杯

須

“

９

１

‐３

３
．
“

口辺部はほぼ直線的に大きく開く

底部は平底。

内外面ロクロヨコナデ(右回転)を 施す。底部の外面は回

転糸切り。

胎土はやや糧い。

内外面に十字の火手

綴あり。完全実測。

26--21
外

須

135
39
61

口辺部はほぼ直線的に大 きく開 くが 口辺端

部で緩 く外反す る。底部は平底。

内外面 ロクロヨコナデ(右 回転)を施す。底部の外面は回

転糸切 り。

胎土はやや粗い。

内外面に十字の火手

綴あり。完全実測。

26--22
外

須

136
39
64

口辺部はほぼ直線的に大 きく開 く

底部は平医。

内外面 ロクロヨコナデ(左回転 )を 施す。底部の外面は回

転糸切 り。

胎土はやや粗ヽ

完全実測。

26--2
不

須

141
37
67

口辺部はほぼ直線的に大 きく開 く

底部は平底。

内外面 ロクロヨコナデ(左回転 )を 施す。底部の外面は回

転糸切 り。

胎土はやや粗し

完全実測。

26--24
不

須

13.8

38
62

口辺部は僅かに内湾 して大 きく開 き、端部

でやや外反す る。底部は平底。

内外面 ロクロヨコナデ (右 回転 )を 施す。底部の外面は回

転糸切 り。

胎土はやや粗 t

完全実測。

26--2
不

(須 )

(124)
49
60

口辺部は僅かに内湾 して大 きく開 き端部て

やや外反す る。底部は平底。

内外面 ロクロヨコナデ(右回転)を施す。底部の外面は回

転糸切 り。

胎土は精選 されて

いる。 II、 III区 フ

ク上内。回転実測。

26--26
外

須

13 1

36
60

口辺部はほぼ直線状に大 きく開 き、端部で

僅かに外反す る。 底部は平底。器形は歪み

が著 しい。

内外面 ロクロヨヨナデ (右 回転 )を 施す。底部の外面は回

転糸切 り。

胎上は精選 されて

いる。 H区 フク上

内。回転実測。

ヽ 4, ¬ ′

(1:2)

第28図  H6号 住居ll_出 土鉄器実測図〈2〉

本住居址は遺跡の中央西南寄 りの

く。け 。こ 。さ-6070809グ

リッド内に位置し、全体層序第Ⅳ層

明茶褐色土層上において検出された。

平面形態は南北825cm、 東西800cm

の方形を呈 し、
1本

遺跡中最大級の規

模を有する。主軸方向はN-5°一 E

を示す。

覆土は 4層 に分割されたが大方は砂質赤色ロームを主体 とする第 I層茶褐色上によって構成さ

れる。第 2層 はカーボンを含む黒褐色上で床面に薄 く付着 している。また第 304層 は砂質赤色

ローム (第Ⅳ層 )、 黒色土層 (第 V層 )を利用した壁の崩落 と考えられる。

壁高は41～ 61cmを 測 り、東から西に向って若干傾斜する。壁体は上から砂質赤色ローム層 (第

Ⅳ層 )、 黒色土層 (第 V層 )、 黄褐色 ローム層 (第Ⅵ層)を利用して構築され、床面からはほぼ垂

直に立ち上がる。壁面はおおむね堅国で平滑であるが南壁は凹凸が激しく、東半部の下位で一段

の稜を有する。壁溝は、南壁中央の一部 と北壁のカマ ドの東倶Jを 除き住居をほぼ全周する。壁溝

巾は、15～ 20cm、 深さ 3～ 12cmを測 り、断面はU字形を呈する。

床面は黒色土層上 (第 V層 )全面に貼床が施される。貼床は茶褐色上 (粘 質)に砂粒を少量混

ぜた土を叩きしめ、平担で堅固に構築される。特にカマ ド周辺は堅緻であった。

ピットは主柱穴が 4個整然と検出された。 Plは 60× 55cmの 円形を呈し、60cmの 深さを有する。
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1 茶褐色土
(パ ミス、小礫含む)

2 黒褐色土
(カ ーボン含み粘性強)

3 茶褐色土
(赤色ローム壁の崩落層)

4黒色土
(黒 色ローム壁の崩落層)

第29図  H7号 住居 l■ll実浪1図
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層

層

層

層

―
―
く

茶褐色土(焼上、灰含有)

暗灰褐色土 (灰 と淡褐色の粘土)

赤褐色土 (砂質ローム)

明褐色土 (灰、炭化物含有)

(1 :80)

第30図 H7号 住居址カマ ド実測図

断面形はほぼU字形を呈する。P2は 54× 47cmの楕円形を塁 し、60cmの深さを有する。断面形は逆

台形状を塁する。 P3は 55× 53cmの 円形を呈 し、52cmの 深さを有する。断面形は逆台形状を塁す

る。 P4は 59× 65cmの楕円形を呈 し、45cmの深さを有する。断面形はU字形を呈する。

カマ ド

カマ ドは北壁中央の西寄 りにあ り、焚口～煙道までの長さ240cm、 袖部の巾160cmの規模を有す

ると考えられる。煙道は壁体を125× 90cmの 舟先状に浅 く掘 り込み、火床部は壁下の床面を90× 77

cmの 楕円状に掘 り窪めた後、灰 0炭化物 (第 4層 )を埋めもどし、更に砂質 ローム (第 3層)を
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第31図  H7号 住居址出土遺物実測図
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第32図 H7号 住居址出土遺物拓影図

憮畑
(1 : 4) 10cm

(1 : 3)        locm

平坦に敷きつめて構築

している。袖部は崩落

しているため形状は明

らかでないが、灰 と淡

褐色の粘上を混ぜた土

(第 2層 )に よって構

築されたと考えられる。

天丼部にあたる土層は

u 5cm

第33図  H7号 住居j■石器実測図〈2〉

確認されなかった。

カマ ドの左袖部の両側から80× 60cmの楕円状の浅い掘 り込みが検出されたが、カマ ドに関連す

る施設 と考えられるものの、性格については明らかにできなかった。

遺物の出土状況

遺物の出土量は多いが、遺構全体の分布状況はカマ ド内及び周辺部に集中がみられるのみで、

他は特に集中する箇所は見 られない。図示した第31図 105・ 607が カマ ド内及びその周辺部、

第31図 3・ 4010011012016が 住居東半部、第31図 17が住居西半部から出土している。

尚、31-7は、H9号住居址40-18と 接合関係にある。

遺物 (第31032033図 、図版十二の 1～ 8)

本住居址からは、土師器片、須恵器杯、石製品が検出されている。

土師器の器種には、甕 。鉢 。杯がある。

甕はいずれも口辺部に最大径をもつが、胴部が球形に近い第31図 1、 ほぼ長胴を呈 し、口辺部

が緩 く外反する第31図 2、 前者にくらべ強 く外反する第31図 3に分けられる。31-1にはヘラミ

ガキ、31-203に は縦位のヘラケズ リが施される。

鉢第31図 5は胎上が精選された土器で、日～底部にかけて逆台形状を塁する。

杯は素 口縁を呈する31-6と 、外反する口辺部をもつ31-7が あり、いずれも偏平な丸底を呈

する。31-6に はヘラケズ リ、31-7に はヘラミガキののち複雑な暗文が施される。
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第 8表  H7号 住居址出土遺物一覧表

挿図
番号

器 種 法 量 器 徴特の形 整調 備  考

31--1 甕

(315)
〈24 0〉

最大径は 日辺部にある。

口辺部は短 く外反 し、胴部は球形 に近 し

外 面 口辺部 ヨヨナデののち、胴部は縦位のヘラケズ リ

が施 され、 口辺部に横位、1同部に斜位、縦位の粗
いヘラ ミガキが施 され る。
日辺部 ヨヨナデののちヘラ ミガキ、胴部ナデ。内面

胎土は粗い

回転実測。

31--2 甕

(21.6)

〈6.3〉

最大径は 口辺部にある。 口辺部は緩 く外反

す る。胴部はほぼ長胴 を塁す と考 えられる

外面  口辺部 ヨコナデののち、胴部は縦位のヘラケズ リ

が施 され る。

内面  口辺部 ヨコナデ、胴部はヘラケズ リののち、ナデ

が施 され る。

胎上は粗い

回転実測。

フク土内。

31--3 甕

(21.2)

〈63〉
最大径は口辺部にある。

日辺部は外反 し、胴部は長胴を呈す ると考

えられ る。

外面 口辺部 ヨコナデののち、胴部上位は横位のヘラケ

ズ リが施 される。

内面  口辺部 ヨコナデ、胴部はナデが施 される。

胎土はやや粗 し

回転実測。

IV区 フク土内。

1-―
-4 甕 〈2.2:

(6.0)

底部は平底を塁し、大きく外傾して開く 外面 胴部はヘ ラケズ リが施 される。

内面 ナデが施 され る。

胎土はやや粗 t

完全実測。

I区 フク上内。

31-5 鉢

(235)
11 0

口～底部にかけて逆台形状に湾曲す る。 外面 口辺部 ヨコナデののち、胴部は縦位のヘラケズ リ

底部は横位のヘ ラケズ リが施 され る。

内面 横位の刷毛調整ののち、 日辺部 ヨコナデが施 され

胎土は精選 されて

いる。回転実漂1。

カマ ド内。

31--7 外

8.0

61
口辺部は短 く、僅かに外反 し、底部は偏平

な丸底を塁す る。

外面  口辺部 ヨコナデののち、底部はヘラケズ リを施 し

口辺部に横位のヘ ラ ミガキを加 える。

内面 ヘ ラ ミガキののち複雑な暗文を施す。

胎土は精選 されて
いる。完全実測。
H9、 40-18と 接
合す る。

1--6 不
15 8

4.9

素口縁を呈し、底部は偏平な丸底を塁する 外面  口辺部 ヨヨナデののち、底部はヘ ラケズ リが施 さ

れるが摩滅著 しい。

内面  口辺部 ヨコナデ、胴部はナデが施 される。

胎土は粗い。

完全実測。

I区 フク上内。

1‐
…8

甕

(須 )

(239)
く61〉

口辺部は外反し、端部に断面三角形の突帯

を有する。

内外面 ロクロヨコナデ(左回転)が施 される。 自然紬付着 胎土は粗い。

回転実測。

EWベ ル ト内。

31--9
甕

(須 )

(12.3)

〈35〉

口辺部は僅かに外傾し、端部は鋭角的に尖

る。

内外面ロクロヨコナデ(左回転)が施される。自然紬が付

着する。

胎土は粗い。

回転実測。

EWベ ル ト内。

31--1
蓋

(須 )

〈3.0〉

摘み径
(5.6)

天丼部から口辺部にかけて丸味をもつ。つ

まみは中央部が凹み、内面はかえりを有す

る。

内外面 ロクロヨコナデ(右回転)が施 される。天丼部の上

位は回転ヘラケズ リが施 された と考 えられ るが、焼成不

良のため明確でない。

胎土はやや粗 t

回転実測。

I区 フク土内。

31--11
蓋

(須 )

(15,7)

く31〉

天丼部は上位で内湾するがほぼ直線的。口

辺部は強く屈曲して直立する。

内外面ロクロヨコナデ(左回転)が施される。天丼部の上

位は回転ヘラケズリ(左回転)が施される。

胎土は粗い。

回転実測。

I区 フク土内。

31--12
杯

須

(115)
〈4.6〉

口辺部は長 く僅かに外反す るc底部はほぼ

平底を呈す る。

内外面 ロクロヨコナデ(右回転)が施 される。 胎土はやや粗 し

回転実測。

Ⅳ区 フク土内。

1-1〔
杯

(須 )

(13.0)

〈3 9〉

(8.8)

口辺部は長く僅かに外反する。底部はほぼ

平底を塁する。

内外面 ロクロヨコナデ(右回転)が施 される。底部はヘラ

ケズ リが加えられる。

胎土はやや粗し

回転実測。

IV区 フク土内。

31--14
不

(須 )

(14.2)

く32〉

口辺部は直線的で大 きく開 く 内外面 ロクロヨコナデ(右回転)が施 される。 胎土はやや粗 t

回転実測。

フク土内。

31--1
杯

(須 )

12.6

36
9.0

口辺部は直線的に開く。底部は平底を塁す

る。

内外面ロクロヨコナデ(左回転)が施される。外面の口辺

部下位、底部には回転ヘラケズリ(左回転)が施される。

月台土は精 i塞 さオtて

いる。

完全実測。

31--16

高台

付外

(須 )

〈18〉

(10 6)

台部は逆台形状を塁す る。 内外面 ロクロヨコナデののち、底部外面は回転ヘ ラケズ

リが施 され る。高台貼付ののち、 ヨコナデが加えられる

胎土はやや粗し

回転実測。

I区 フク土内。

1--17

高台

付杯

(須 )

〈1.3〉

台径
(92)

嘆部 は平底で、台部は僅かに開 く 内外面 ロクロヨコナデののち、底部外面は回転ヘ ラケズ

リが施 される。高台貼付ののち、 ヨコナデが加えられる

胎土はやや粗 t

完全実測。

Ⅲ区 フク上内。

この他、図示できなかったが、甕の胴部破片が非常に多く出土している。

須恵器の器種には、甕 0蓋・杯 。高台付杯があり、第32図 の遺物以外はいずれもロクロヨコナ

デが施される。

甕にはロクロヨコナデが施される第31図 809と 、叩き目が施される第32図 1～ 5が ある。
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31-8は端部に断面三角形の突帯を有する大型品、31-9は端部が尖る小型品である。32-1～ 5

は、外面に板状工具による平行叩き、内面に円弧文様が施される102・ 3、 外面に平行叩きが

施される32-5、 櫛描波状文が施される32-4な どがあり、32-2に は横走1沈線が加えられる。

蓋は中央部が凹むつまみで、内面にかえりを有する第31図 10と 口辺部が鋭 く屈曲して直立する

第31図 11がある。

杯には、口辺部が僅かに外反し、底部がほぼ平底を呈する第31図 12013、 口辺部が直線的で平

底を皇する第31図 15、 日辺部が大きく開く第31図 14が ある。31-15には口辺下位と底部に回転へ

ラケズリが施される。

高台付杯は第31図 16017があり、底部から口辺部にかけて垂直に近い角度で立ち上がると考え

られる。

石製品には砥石と磨製石鏃があり、砥石は砂岩製、磨製石鏃は粘板岩製で一子しを有する。

本住居址の所産期は奈良時代と考えられる
.。

8)H8号 住居址

遺構 (第 34035図 、図版十四

の 102)

本住居址は発掘区の中央西  島乱lι

寄 りのお 。か-708グ リッ

ド内に位置 し、全体層序第Ⅳ

層明茶褐色土層上において検    
『

出された。

平面形態は416× 485cmの 隅

丸長方形を呈 し、主軸方向は

N-4°一Wを示す。      FD´

覆土は 3層 に分害1さ れ、プ

ライマ リーな堆積状態を示す。

第 1層 は砂粒を多 く含む暗褐

色上、第 2層 は砂質赤色 ロー

ム主体の茶褐色土、第 3層 は

カーボンを含む黒褐色土であ

る。

壁高は34～ 54cmを 測 り、ほ

2層 茶褐色土(赤色ローム主体)

3層 黒褐色土(小砂粒、カーボン含有)

第34図  H8号 住居l■実浪1図

O.  ° Pl

?13.392;99t

1層  暗褐色土 (砂粒、パ ミス含有)
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1層 茶掲色上

(焼上、粘土含有)

2層  黒褐色土

(粘土主体)

3層  灰褐色土

(灰 主体)

第35図  H8号 住居llLカ マド実測図

ぼ垂直な立ち上が りを示

す。壁体は上から砂質赤

色 ローム層 (第lV層 )、 黒

色土層 (第 V層 )を利用

して平滑に構築されるが

やや軟弱である。璧溝は

検出されなかった。

床面は黒色土 (第 V層 )

上全面に貼床が施される。

貼床は砂質赤色 ロームに

粘上を少量混ぜた土を叩

きじめて10cm前後の厚さ

で平担に構築されている

がやや軟弱である。

1(1:3の  1

一

ざ

∫副
ｑ
卜
、

713 392m B′

｀
ヽ Ml~/2

ピットは主柱穴が 4個検出された。

Plは40× 38cmの 円形を呈し、46cmの

深さを有する。P2は 42× 36cmの 円形

を塁し、50cmの深さを有する。P3は

40× 36cmの 円形を皇 し、36cmの深さ

を有する。P4は40× 38cmの 円形を呈

し、32cmの深さを有する。断面形は

Pl° P2が逆台形状、 P3° P4が U字状を

塁する。

カマ ド

カマ ドは北壁中央にあ り、長さ100cm、

巾120cmの 規模を有する。残存状況は極め

て悪い。煙道は北壁を50× 45cmの 半円状

に掘 り込んで構築し、火床部にあたる焼

土は確認されなかったが、壁下に設けら

れたことは、角錐状に面取 りされた軽石

の支脚が直立 した状態で出上しているこ

とから明らかである。天丼、袖部は崩落

0       (1 : 4)     10cm

ノ
′
ヽ
ヽ

第36図 H8号 住居七L石器実測図

⑤
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第 9表   H8号 住居址出土遺物一覧表

図

号

挿

番
器種 法 量 器 形 の 特 徴 整調 備   考

36--1 甕

(17.9)

く10.6〉

口辺部に最大径 を有す。 日辺部は「 く」の

字状に外反 し、胴部は軽 くふ くらむ。

外面  口辺部 ヨコナデののち、胴部に縦位のヘ ラケズ リ

を施す。

内面  口辺部 ヨコナデののち、胴部はナデを施す。

胎土は粗い。

回転実測。 H区 フ

ク上、ベル ト内。

36--2 甕 〈19〉

(63)

平底の底部から胴部は大きくふくらむと考

えられる。

面

面

外

内

胴～底部ヘラミガキ。
ナデ。

胎土は精選 されて

いる。完全実測。

フク土内。

36-- 3 不

(129)
〈20〉

口辺部は僅かに内傾す る。底部は偏平な丸

底を呈す る。

外面  口辺部 ヨコナデののち、底部にヘ ラケズ リを施す

内面 ナデ。

胎土はやや粗ヽ

回転実測。

EWベ ル ト内。

36--4
杯

須

99
〈27〉

外稜径

(12.2)

口辺部 と底部の境に明瞭な稜を有す る。底

部は丸味を帯 び、 日辺部は内傾す る。

外面  ロクロヨコナデ(右回転 )の のち、天丼部上部は回

転ヘ ラケズ リ(左回転 )。

内面  ロクロヨコナデ(右回転 )。

胎土はやや粗 t

回転実測。

床上。

しているため、形状は全 くつかめないが、黒褐色の粘土 (第 2層 )を構材 として設けられたと考

えられる。また、煙道部の東側には長さ60cm、 巾60cm程 の地山の突出があ り、天丼 。袖部の構築

と何 らかの関わ りがあったと思われる。

遺物の出土状況

遺物の出土量は極めて少なく、分布の傾向も極めて散慢である。

図示 した第36図 1～ 4は覆上内から出土し、36-4は 47-13と 接合関係にある。

遺物 (第 36図、図版十四の 3)

本住居址からは土師器片、須恵器片、弥生土器片、砥石が出土している。

上師器の器種には甕 0杯がある。

甕第36図 1は、口辺部に最大径を有し、ほぼ長胴を墨する。36-2は底部のみで、外面にヘラ

ミガキが加えられる。

杯第36図 3は 口辺部が内傾し、底部は偏平な丸底を呈する。

須恵器の器種には、甕・不がある。

甕には胴部の大型破片があるが図示はできない。

杯第36図 4は 口辺部 と底部の境に明瞭な稜を有する。陶邑H期 に見られるものである。

砥石は凝灰岩製で333gを計る。

弥生土器は赤色塗彩の施される壷の破片が出上 している。

本住居址の所産期は36-4が混入品と考えられる為、36-1～ 3を もって奈良時代 としたい。

9)H9号 住居最

遺構 (第37048図、図版十四の 405、 十五の 1～ 3、 十六の 102)

本住居 l■ は発掘区の中央西寄 りの南端 さ 。し-809010グ リッド内に位置 し、全体層序第IV

層、明茶褐色土層上において検出された。遺構の南半部は発掘区外のため未調査である。
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平面形態は東西666cmを 測ることから、大型の隅丸方形か長方形と考えられる。主軸方向はN

-6°一Wを示している。

覆土は 4層 に大別された。図示した第 1層は耕作上、第 2～ 4層が住居l■覆上でプライマリー

な堆積状態を示す。第 2層は小砂粒を多く含む暗褐色土、第 3層は地山赤色ロームを主体とする

茶褐色土、第 4層は粘性の強い暗褐色土、第 5層はカマ ドの関連層である。

確認面からの壁高は58～ 72cmを測 り、床面からはぼ垂直に立ち上がる。(住居の確認層位は先述

した第Ⅳ層であるが、土層観察によって、東壁の立ち上がりは、第Ⅱ層から掘 り込まれているこ

とが認められた。また、西壁の立ち上がりは耕作土の影響によって第Ⅳ層で認められた。従って

往時の壁高は更に10～ 20cm高 かったと考えられる。)壁体は砂質赤色ローム (第Ⅳ層)、 黒色上層

(第 V層 )、 黄褐色ローム層 (第Ⅵ層)を利用して平滑で竪固に構築されている。壁溝は壁下をほ

ω

― C′

0    (1 :80)    2m

1層 淡茶褐色土 (小砂粒・パミス含有、粘性極めて弱)

2層 暗褐色土 (小砂粒・パミス含有、粘性弱)

3層 茶褐色土 (1ヽ砂粒・パミス・地山赤色ローム粒子・カーボン含有、粘性]う )

4層 暗褐色土 (赤色ローム粒子含有、粘性。しまり強)

5層 明褐色土 (焼上、灰混ざる、カマ ドの流出層)

第37図 H9住居址実測図
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(1 :30)

―
ｌ
ｋメ嘆

事 3~

1層  明褐色土(住居址層序 5層 )

2層 淡橙掲色土 (粘土主体、堅くしまる)

3層  淡橙褐色上(粘土主体、しまり弱)

4層  明褐色土 (カ ーボン・灰含む、粘1生あり)

第38図 H9号住居llカ マド実測図

5層  赤褐色土 (砂質ロームの崩落)

6層  橙掲色土 (黄色ローム)

7層  黒灰色土 (灰主体、暗褐色土混入)

8層  住居の貼床

13■9■ 3:
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ぼ全周すると考えられる。壁溝巾は 9～ 23cm、 深さ 1～ 6 cmを 測 り、断面はU字状を呈する。

床面は黄褐色 ローム層 (第Ⅵ層)上のほぼ全面に 4～ 5 cmの 厚さで貼床が施される。貼床は、

粘上 。茶褐色± 0黒色土を混ぜた上を叩きしめて構築され、平担かつ堅固である。

カマ ド

カマ ドは北壁中央にあ り、焚 口～煙道部までの長さ152cm、 巾92cmを測る。残存状態は極めて良

好である。煙道部は壁体を長さ90cm、 巾80cmの舟先状に掘 り込んだ後、壁外から径30～ 43cm程 の

煙 り出し用の穴を残して、橙褐色粘土 (第 3層 )を被覆して構築される。火床部は壁下の床面を

95× 55cmの楕円状に40cm程掘 り込んだ後、灰 と暗褐色土 (第 7層 )を埋めもどし、更に黄褐色 ロー

ム (第 6層 )を敷きつめて設けられる。火床部中央には方柱状に面取 りされた軽石を直立させ、

支脚 としている。火床部下のピットは、住居使用時において奴何に機能 したかは不明であるが、

上面に貼床 (第 8層 )が被覆していることから考えて貯蔵用等の機能は考え難い。天丼部は陥落

してお り、器設部は把握できないが、橙褐色粘土 (第 3層 )を使用したことは明らかである。袖

部も橙褐色粘上 (第 2層 )を使用して馬喘状に構築される。前部には、直方体に面取 りした石材

を配 し、補強材 としている。尚、左袖の石材には (第39図 5)が被覆されている。当カマ ドは袖

部内面、天丼部が強い熱を うけて赤変してお り、長期にわたる使用が考えられる。

遺物の出上状況

遺物の出土量は極めて多 く、完存品の割合も高い。分布状況は特にカマ ド内及びその周辺部の

壁際に集中する。図示した第39図 102・ 3040506・ 7・ 8、 第40図 9014016・ 190200

21が カマ ド内及びその周辺部、第40図 9が P2付近の床面上、第40図 10011012・ 13015016018

が覆土内からの出上である。尚、40-18は H7号住居址31-7と 接合関係にある。

遺物 (第39040図、図版十六の 3～ 8、 十七の 1～ 4)

本住居址からは土師器片、須恵器片、弥生上器片が出上 し、土師器の害1合 が極めて高 く、須恵

器は 1点のみである。

上師器の器種には甕 0小甕・杯 0高杯がある。

甕にはヘラミガキが施される第39図 1・ 2と ヘラケズ リが施される第39図 3～ 8、 第40図 9が

ある。39-102は 胴部に最大径を有 し、球形胴部を呈する。 1に くらべ 2の方が肩部の張 りが

強い。39-3～ 8、 40-9は胴部に最大径を有 し、球形胴部に近 くなる39-3・ 4と 口辺部に最

大径を有 し、長胴を呈する39-5～ 8、 40-9が ある。長胴甕は器厚が薄 く、日辺部が大きく外

反する39-5、 短 く、強 く外反する39-6、 器厚が厚 く、口辺部が外反する39-8、 日辺部が強 く

外反 し、胴部～底部は砲弾状を塁する40-9な どバラエティーに富む。尚、39-7は 口辺部の形

態から甑 とも考えられる。小甕 (40-10)は 内外面に丁寧なヘラミガキが施される。

杯には第40図 14～ 19が あり、14が平底、他は丸底か偏平な丸底を塁する。

―-44-一
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第40図  H9号 住居l■l出 土遺物実測図
0  (1:4)  10cm

40-14は 類例の僅少な器形で、日辺部内面にヘラミガキが施される。40-15～ 19は 口辺部 と底

部の境に僅かに稜が残る40-15016、 素 口縁で丸底を呈する40-17、 口辺部が短 く外反 し底部が

偏平な丸底を塁する大型品の40-19が ある。40-15016は 内面に黒色研磨が施され、40-15018

には暗文が加えられる。また、40-19に は内外面に丁寧なヘラミガキが施された後、内面に複雑

な暗文が施 される。

高杯第40図20は 日辺～底部にかけて丸味を帯び、内面は黒色研磨が施される。 この他、高杯で

は、柱状を呈する、脚部の小片が検出されている。

――-46-一



第10表   H9号 住居t■ 出土遺物一覧表 〈1〉

挿図
番号

器種 法 量 徴特形器 整調 備   考

39-1 甕

(23.0)

〈19.7〉
最大径は胴部中位にある。 日辺部は強 く外

反 し、胴部はふ くらんで球形に近い。

外面  口辺部 ヨコナデののち、胴部はヘラケズ リを施 し

更にヘ ラ ミガキを加える。

内面  口辺部は ヨヨナデの後、ヘラ ミガキ。胴部 ナデ。

胎土はやや粗し

回転実測。

カマ ド内。

39--2 甕

21.0

〈72〉

最大径 は胴部 にあ る。 口辺部 は胴部 か ら

「 く」の字状に屈曲 して、緩 く外反す る。

胴部は球形を呈す ると考 えられ る。

外面  口辺部 ヨコナデののち胴部はヘ ラケズ リを施 し、

更に 口～胴部にかけて横位、斜位のヘ ラ ミガキを

方缶―l‐ 。
内面  口辺部ヘラ ミガキ、胴部ヘラケズ リの後ナデ。

胎土はやや粗し

完全実測。

39--3 甕

(182)
〈84〉

最大径は胴部にある。 口辺部は短 く、強 く

外反す る。胴部はふ くらんで球形を塁す る

と考 えられ る。

外面  口辺部 ヨコナデののち、胴部に斜位 のヘラケズ リ

を施す。
内面  口辺部 ヨコナデ、胴部はヘ ラケズ リののち、ナデ

を施す。

胎土はやや粗 t

回転実測。

39--4 甕

(21.2)

〈10 0〉

最大径は胴部にある。日辺部は強く外反す

る。胴部は軽くふくらむ。

外面 口辺部 ヨコナデののち、胴部は縦位 のヘラケズ リ

(ヘ ラ ミガキに近い )を 施す。
内面  口辺部 ヨコナデののち、胴部はヘ ラケズ リを施 し

ナデを加える。

胎土は粗い

回転実測。

カマ ド内。

39‐-5 甕

22 1

37 7

63

最大径は 国辺部にある。 日辺部 は強 く、長

く外反す る。 月同部は僅かにふ く らむがほぼ

長胴を塁 し、底部は平底 となる。

外面  園辺部 ヨコナデののち、lllHl部 は縦位 のヘラケズ リ

を施す。底部はヘ ラ切 りを施す。

内面  口辺部 ヨコナデののち、胴 ～底部はヘ ラケズ リを

施 し、ナデを加 える。

胎土は精選されて

いる。

完全実測c

39-6 甕

(204)
〈30 1)

最大径は口辺部にある。口辺部は短く、強

く外反し、胴部はほぼ直線的で長胴を塁す

外面  口辺部 ヨコナデののち、胴部は縦位のヘラケズ リ

を施 し、ナデを加 える。

内面  口辺部 ヨコナデ、胴部はナデを加える。

胎土はやや粗し

完全実測。

39--7
甕

(甑 )

(21.6)

〈86〉
最大径は 日辺部にある。 口辺部は緩 く外反

し、 月同部はほぼ直線的。

外面  口辺部 ヨコナデののち、胴部はヘラケズ リ(ヘ ラ ミ

ガキに近い)を施す。

内面  口辺部 ヨコナデののち、胴部はナデを施す。

胎土は粗い。

回転実測。 H区 フ

ク上、 カマ ド内。

39-8 甕

(229)
〈13 0〉

最大径は 口辺部にある。 日辺部は強 く外反

し、胴部は僅かにふ くらみをもつ。

外面  口辺部 ヨコナデののち、胴部は縦位ヘ ラケズ リ(ヘ

ラ ミガキに近い)を施す。

内面  口辺部 ヨコナデののち、胴部は横位のヘラケズ リ

を施 し、ナデを加える。

胎土は粗い。回転

実測。 I、 H区 フ

ク上、 カマ ド内。

40--9 甕

18.0

28.7

42

最大径は 口辺部にある。 口辺部は短 く、強

く外反 し、僅かにふ くらみ、長胴を塁す る

底部は先端が尖 り気味である。

外面  口辺部 ヨコナデののち、胴部は叩 きによって成形

ののち、ヘラケズ リ(ヘ ラ ミガキに近 い)を施す。

内面 目辺部 ヨコナデののち、胴部はナデを施す。

胎土はやや粗 t

完全実測。

40--lC Jヽ 甕

(105)
く42〉

最大径は日辺部にある。口辺部は緩く外反
し、 1同 部は僅かにふくらむ。

外面  口辺部 ヨコナデののち、 日～胴部にかけて、ヘラ

ミガキ (横 位、斜位 )を施す。
内面  口辺部 ヨコナデののち、 日～胴部にかけて、横位

のヘ ラ ミガキを施す。

胎土は精選 されて

いる。回転実測。

H区 フク土内。

40--11 甕 〈42〉

7.1

底部のみ。丸底気味である。 外面 ヘ ラケズ リを施す。

内面  ヘ ラケズ リののちナデ。

胎土は粗い

完全実測。

フク土内。

40--12 甕 〈4.6)

(58)

胴部下位～底部。平底の底部から胴部はふ

くらむ。

外面 ヘラケズ リを施す。

内面 ヘ ラケズ リののちナデを施す。

胎土は粗い。

回転実測。

H区 フク土内。

40--1〔 甕 〈2.8〉

4.0

胴部下位～底部。平底の底部から大きく開

く。

外面 ヘ ラケズ リを施す。

内面 ヘ ラケズ リののちナデを施す。

胎土は精選 されて

いる。完全実測。

H区 フク上内。

40--14 不

105
45
4、 8

口辺部は内湾 して外反す る。底部は平底で

極めて厚い。

外面 口辺部ヨコナデ、底部ヘラナデを施す。

内面 口辺部～底部ヨコナデののち、日辺部上位にヘラ

ミガキを施す。

胎土は粗い

完全実測。

40--1 外

(100)
3.5

口辺部は僅かに外反 し、底部は偏平な丸底

であるが平底に近 くなる。 日辺部 と底部の

境に僅かに稜が残 る。

外面  口辺部 ヨコナデののち、底部はヘ ラケズ リを施す

内面 黒色研磨。放射状の暗文 を施す。

胎土は精選 されて

いる。回転実測。

H区 フク土内。

40--1 杯

13 5
5.3

外稜径
11.5

口辺部はほぼ直線的に外傾 し、底部は偏平

な丸底を呈す る。 口辺部 と底部の境に僅か

に稜が残 る。

外面  口辺部 ヨコナデののち、底部はヘラケズ リを施す

内面 黒色研磨。

月台土は精選 さオ■て

いる。

完全実測。

0--17 外

(115)
44

素 口縁で底部は丸底を塁す る。 外面  口辺部 ヨコナデののち、底部はヘ ラケズ リを施す

内面 黒色研磨。

胎土はやや粗 t

回転実測。

H区 フク上内。

40--18 外 〈29〉

8.0

底部のみ。偏平な丸底を塁するが平底に近

くなる。

外面 底部はヘ ラケズ リを施す。

内面 底部 ナデを施 した後、放射状の暗文を加える。

月台土は精選 さオιて

いる。完全実測。

H区 フク上内。

40--19 杯

18,0

6.1

口辺部は短 く、僅かに外反 し、底部は偏平

な丸底を呈す る。

外面  口辺部 ヨコナデののち、底部はヘ ラケズ リを施 し

口辺部に横位のヘ ラ ミガキを加える。

内面 ヘ ラ ミガキののち、複雑な暗文を施す。

胎土は精選 されて

いる。完全実測。

H7317と 接合。

一-47-一



第11表   H9号 住居址出土遺物一覧表 く2〉

挿 図

番号
器種 法量 器 形 の 特 徴 整調 備   考

40--2C 高杯

15 5

く47〉
外部のみ。口辺～底部にかけて丸味を帯び

る。

外面 斜位、横位のヘ ラ ミガキが施 され る。

内面 黒色研磨。

胎土はやや粗し

完全実測。

40‐-21
題

須
〈58〉

3.1

口辺部は欠損。胴部は不整楕円形を皇 し、

中位に一子L穿 った後、粘土貼付によって注

目部を形成す る。底部は平底。

内外面 ロクロヨコナデののち、外面胴部中位に横走沈線

を 2本施 し、その区画内に櫛歯状工具を斜位に押捺 して

文様帯を構成す る。底部は回転糸切 り。

胎土は粗い。

完全実濃t。

カマ ド付近。

須恵器の器種には駆がある。魃第40図21は 口辺部が欠損し、胴～底部は不整楕円形を塁する。

ロクロヨコナデののち、回転糸切 りが施され、胴部中位には 2本 の横走沈線が巡る。その区画内

に櫛歯状工具を斜位に押捺し、文様帯を構成した後に、胴部中位の粘土貼付を行い、円形の孔を

穿って注目部を形成する。胎土は粗 く、焼成も不良である。

本住居址の所産期は、出圭土器の大半が古墳時代的様相を示すが、39-5の上師器の薄手の長

胴甕に代表 されるように奈良時代的な土器も伴出しているため、奈良時代初頭と考えるのが妥当

であろう。

10)H10号 住居址

遺構 (第41042図、図版十八の 1～ 3)

本住居址は発掘区のほぼ中央お 。か-9010グ リッド内に位置 し、全体層序第Ⅳ層明茶褐色土

層上において検出された。

平面形態は382× 370cmの 方形を呈 し、主軸方向はN-6°一 Eを示す。

覆土は 3層 に分害Jさ れ、プライマ リーな堆積状態である。第 1層 は砂粒を含む暗褐色土、第 2

層は砂質赤色 ローム主体の茶褐色上、第 3層 は砂質赤色 ローム層を利用した壁の崩落層、第 4層

はカマ ド構築粘上の崩落層である。

壁高は50～ 73cmを 測 り、床面からほぼ垂直に立ち上がる。壁体は上から赤色 ローム層 (第Ⅳ

層 )、 黒色土層 (第 V層 )、 黄褐色 ローム層 (第Ⅵ層)を利用 して平滑で堅国に構築される。壁溝

は住居址をほぼ全周する。壁溝巾は11～ 25cm、 深さ 1～ 2 cmを 測 り、断面はU字状を呈する。

床面は黄褐色 ローム層 (第Ⅵ層)上の全面に砂質赤色 ロームに茶褐色上、粘上を混ぜた土を平

坦に叩きじめて貼床が施される。カマ ドの周辺は堅固であるが、全体的にはやや軟弱である。

ピットは主柱穴が 4個検出された。Plは 20× 17cmの 楕円形を呈 し、10cmの 深さを有する。P2は

23× 22cmの 円形を呈 し、12cmの深さを有する。 P3は20× 22cmの 円形を呈 し、20cmの 深 さを有す

る。

P4は 23× 22cmの 円形を塁 し、16cmの深さを有する。断面形は P10P3° P4が U字状、 P2が逆台形

状を塁する。
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カマ ド

カマ ドは北壁の中央

にあり、長さ120cm、 巾

100cmの規模を有する。

残存状況は非常に悪い。

煙道部は壁体を50× 40

cmの 半円状に掘 り込ん

で設けられる。火床部

は壁下の床面を100×

60cmの不整形に浅 く掘

り窪めた後、砂質 ロー

ム (第 6層 )を埋めも

どして構築される。火

床部の中央奥壁寄 りに

は、方柱状に面取 りさ

れた軽石を直立させ、

支脚 として い る。天

井 。袖部は崩落が激 し

いため旧状は把握でき

ないが、淡橙褐色の粘

土 (第 1層 )を用いて

1層  暗褐色土

(小砂粒含有)

2層 茶褐色土

(赤色曇―ム粒含有)

3層 茶褐色土

(砂質)

4層 淡橙褐色土

(粘土)

第41図  H10号住居l■実測図

構築された と考えられる。

なお右袖部には直方体に面取 りした安山岩を配置し、補強材 としている。

遺物の出土状況

遺物の出土量は割合に少ない。分布状況も特に集中する箇所は認められない。図示した第43図

1が カマ ド内、第43図 2が北西コーナーの床面上、第43図 3～ 6が覆圭内から出土している。

遺物 (第43044図、図版十八の 4)

本住居llLか らは、上師器片・須恵器片が出上している。

上師器の器種には、甕 。杯がある。甕は図示できなかったが、胴部に縦位のヘラケズ リをもつ

小片が出土 している。

外には第43図 1～ 4が ある。 口辺部 と底部の境の稜が消失する43-1と 、日辺部が内傾し、偏

平な丸底を塁する43-3～ 4がある。43-1に は内面に黒色研磨が施されている。

°P3   0P4
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1層 淡橙褐色土 (米占土と暗褐色土)

2層 明褐色土(粘土粒子微量含有)

3層  明褐色上 (砂粒含有)

―一B′

(1:30)

4層  明褐色土(焼土含有)

5層 灰褐色土(灰全体)

6層  赤褐色土 (砂質ロームが焼けた土)

ｍ
・

第42図  H10号住居l■ カマド実測図

須恵器の器種には、甕 0蓋があり、第44図の上器以外はいずれもロクロヨコナデが施される。

甕には第43図 5と 第44図 1～ 3がある。43-5は 口辺部の先端が鋭角的に尖る小型品である。

第12表   H10号住居址出土遺物一覧表

挿図

番号
器種 法 量 器 徴特の形 整調 備   考

43--1 杯

(135)
5.0

口辺部は外傾 してほぼ直線的に開 き、底部

は偏平 な丸底を塁す る。 日辺部 と底部の境

の稜は消失す る。

外面  口辺部 ヨコナデののち底部はヘ ラケズ リが施 され

る。

内面 黒色研磨。

胎土はやや粗し

回転実測。

カマ ド内。

43--2 杯

(138)
42

口辺部は内傾し、底部は偏平な丸底を塁す
る。

外面  口辺部 ヨコナデののち底部はヘ ラケズ リが施 され

る。

内面 ナデが施 される。

胎土はやや粗し

回転実測。

43-3 杯

(13.0)

〈2.8〉

口辺部は内傾し、底部は偏平な丸底を塁す
る。

外面  口辺部 ヨヨナデののち底部はヘ ラケズ リが施 され

る。

内面 ナデが施 され る。

胎土はやや粗 t

回転実測。
ベル ト内。

43--4 杯

(114)
く20〉

口辺部は内傾し、底部は偏平な丸底を呈す
る。

外面 口辺部ヨコナデののち底部はヘラケズリが施され

る。

内面 ナデが施される。

胎土はやや粗し

回転実測。
ベル ト内。

43--5
甕

(須

(16.0)

〈5.0〉

口辺部は「く」の字状に強く外反し、端部
で鋭角的になる。胴部はふくらみをもつと

考えられる。

内外面右回転 ロクロヨコナデが施 され る。 胎土は極めて粗い

回転実測。 I区 フ

ク土内。

43--6
蓋

(須

(16.0)

く50〉

口辺部は直立 し、天丼部は丸味を帯びる。 内外面左回転 ロクロヨコナデが施 され る。

天丼部上位に回転ヘ ラケズ リが加えられ る。

胎土は粗い

回転実演り。
ベル ト内。

―-50-一
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第43図  H10号住居j」L出土遺物実測図

ノ ノ

o     (1 : 4)    10cm

第44図  H10号住居址出土遺物拓影図

44-1～ 3に は叩き目が施される。44-1に は外面に格子 目叩き、内面に円弧文様、44-2に は

外面に平行pllき 、内面に同心円文様 と円弧文様、44-3に は外面に平行叩き、内面に門弧文様が

施される。

蓋第43図 6は 日辺部が直立し、天丼部は丸味を滞びる。天丼部の上位には回転ヘラケズ リが加

えられ、つまみはもたないと考えられる。胎土はやや粗いが、焼成は良好で、搬入品の可能性が

3菫 い。

本住居址の遺物は、43-1の 上師器杯や、陶邑Ⅱ期後半 と考えられる須恵器43-506が 出土

してお り、古墳時代的様相が認められる。 しかし、日辺部が内傾し、偏平な丸底を呈する43-3

～ 4は、当地域において奈良時代土器のメクルマールとされている(1)。 従って、本住居址の所産期

は、新 しい様相を示す43-3～ 4の上器をもって奈良時代 として位置づけるのが妥当かと考える。

(1)小諸市教育委員会 1982 『曽根城遺跡』 花岡弘氏の指摘による。
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11)H ll号住居址

遺構 (第45046図、図版十九の 102)

本住居址は発掘区の北端中央い 。う-70809グ リッド内に位置 し、全体層序第Ⅳ層明茶褐

色土層上において検出された。

平面形態は南北507cm、 東西603cmの 隅丸長方形を呈 し、主軸方向はN… 18° 一Wを示す。

覆土は 5層 に分害1さ れた。堆積状態は第 3層砂質の茶褐色上の存在で示されるように、南側か

らの流れ込みが優勢である。第 1層 は砂質赤色 ローム主体の茶褐色土、第 2層 は粘性の強い暗褐

色土、 304層 はカマ ドの関連層である。

壁高は48～ 72cmを測 り、床面からは急傾斜で立ち上がる。壁体は上から砂質赤色 ローム層 (第

Ⅳ層 )、 黒色上層 (第 V層 )、 黄褐色 ローム層 (第VI層)を利用して平滑に構築されるが、砂質赤

′Э一

71389壇 ,

＞

―

1層  茶褐色土

(パ ミス含有)

2層 暗褐色土

(粘質)

3層 暗褐色土

(砂質)

4層 暗褐色土

(パ ミス、灰含有)

5層 茶褐色土
(粘土塊含有)

B「 一
≧

D一

第45図  H ll号住居llL実 測図
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た

o  (1 :30)  50cm

1層 茶僑邑土 (パ ミス、灰含有)

2層  白灰色土 (白灰色粘土主体)

3層  灰鶴簿土 (灰 と白灰色粘土主体)

4層 黒燭色土 (強い熱をうけてもろい)

5層 橙褐色土 (ロ ーム主体)
0   (1 :30) 50cm

第46図  Hll号住居l■ カマド実測図

色 ローム層 (第IV層 )の害1合 が高いため、崩れ易 く軟弱である。壁溝は住居址の壁下をほぼ全周

する。壁溝巾15～ 40cm、 深さ 1～ 1lcmを測 り、断面はU字状を塁する。

床面は黄褐色 ローム層 (第Ⅵ層)上の全面に貼床が施される。貼床は砂質赤色 ロームに粘上 0

灰を混ぜた上を堅固にたたきじめ、 レベルを均一化して構築されている。特にカマ ド周辺部は堅

固である。

ピットは主柱穴が 4個整然 と検出された。 Plは 33× 28cmの楕円形を呈 し、深 さは29cmを 測る。

P2は44× 32cmの楕円形を呈し、深さ40cmを 測る。 P3は 33× 33cmの 円形を呈 し、深 さ42cmを 測る。

P4は40× 30cmの楕円形を呈し、深さ62cmを 沢Jる 。断面はいずれもU字状を呈する。

カマ ド

カマ ドは北壁中央のやや東寄 りにあ り、煙道～焚口部までの長 さ125cm、 袖部の巾95cmの 規模を

有する。煙道は壁体を87× 50cmの半楕円状に急傾斜で掘 り込み、もろい奥壁の崩落を防止するた

めに、大型の角礫を全面に宛って、自色粘土を貼 り付けて固定 している。火床部は壁直下の床面

を浅 く掘 り窪め、黄褐色 ローム (第 5層 )を平担に敷きつめて、60× 60cmの範囲で設けられてい

―
―
＞
、
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11

色粘土 (第 2層 )を被覆 して袖部が構築される。

本量のカマ ドは、火床部下の地山まで強い熱を受け続けたためか赤変してお り、長期間にわた

‐―

回
＝
日
閣
口

‐―

モ
:十■

イ
 |

o (1 : 4)5ρ m

7

3

0     (1 : 4)    10Cm

第47図  Hll号住居址出土遺物実沢1図

る。また、火床中央には方柱状に面取 りした軽石を直立させ、支

脚としている。天丼部は既に崩落し、1日 状を届めないが、住居中

央に向って床面上に流出している灰と白色粘土 (第 3層 )力 構`材

となっていた可能性が強い。袖部は煙道部と同じく大型の角礫が

両側に配置され、先述した煙道部の石材と接続する。これに、自

第4雪
h遭場鯖

址

|

―-54-一



第13表   H ll号住居址出土遺物一覧表

挿図
番号

器 種 法量 器 徴特の形 整調 備   考

7--1 甕

(230)

〈19 3〉
最大径は 口辺部にある。 口辺部は大 きく外

反 し、胴部は僅かにふ くらむがほぼ長月同を

呈す る。

外面  口辺部 ヨコナデののち、胴部は縦位のヘ ラケズ リ

が施 される。

内面 口辺部 ヨコナデののち、胴部はォデが施 される。

月台」Lは帝島い。

回転実測。

H区 フク土内。

47--2 甕

20 4

〈14 4〉

最大径は 日辺部にある。 日辺部は外反 し、

胴部は軽 くふ くらむが、ほぼ長胴を塁す。

器形の歪みが著 しい。

外面  口辺部 ヨコナデののち、胴部は縦位のヘ ラケズ リ

が施 される。

内面  口辺部 ヨコナデののち、胴部は刷毛状工具による

ナデが施 され、更にナデが加 えられる。

胎土は粗い。完全

実測: 1、  IVttCフ

ク上、 カマ ド内。

47--3 甕

(23.2)

(10 8〉

最大径は 口辺部にある。 口辺部は長 く、強

く外反 し、1同 部は底部に向 って僅かに収縮

す る。

外面 口辺部 ヨコナデののち、胴部は縦位のヘ ラケズ リ

が施 され る。

内面  口辺部 ヨコナデののち、胴部はナデが施 される。

胎土は粗い。

回転実測。

H区 フク上内。

47--4 甕

(206)

く30〉

口辺部は強 く外反す る。 内外面 口辺部 ヨコナデが施 される。 胎土はやや粗し

回転実測。

I区 フク土内。

7--5 小甕

(146)

く80〉

日迦部は「く」の字状に外反し、胴部はふ

くらみをもつ。最大径は口辺部にある。
外面  口辺部 ヨコナデののち、胴部は縦位のヘ ラケズ リ

が施 される。

内面 口辺部 ヨコナデ、胴部はナデが施 され る。

胎土はやや粗 t

回転実測。

H区 フク上内。

47--6 甕 〈34)
7.2

底部は、平底であ るがやや丸味を帯 びる。 外面 ヘ ラケズ リが施 される。底部中央にはヘ ラ状工具

に よる沈線が施 さオtる。

内面  ヘ ラケズ リののちナデ。

胎上は粗い。

完全実測。

IV区 フク上内。

47--7 外

(134♪

39

口辺部は眠部から僅かに直立した後、大き
く外傾して内湾気味に立ち上がる。底部は
偏平な丸底を呈する。口辺部と底部の境に
稜を有する。

外面  口辺部 ヨコナデののち、底部はヘラケズ リが施 さ

'■

る。

内面  口辺部 ～底部にかけてナデが施 される。

胎土は精選 されて

いる。回転実測。

カマ ド内。

7--8 不

134
4.3

口辺部 と底部の境 に稜を有す る。 国辺部は

底部か ら僅かに直立 した後、大 きく外傾 し

て内湾気味に立ち上がる。底部は偏平な丸

底を塁す る。

外面
~由

辺部 ヨコナデののち、底部はヘラケズ リが施 さ

れ、ヘ ラ ミガキが加 えられ る。

内面  口辺部 ～底部にかけてナデが施 され、ヘ ラ ミガキ

が加えられる。

胎土は精選 されて

いる。完全実測。

H区 フク土内。

47--9 外

12 8

47
口辺部は直線的に開き、底部は丸底を皇す

る。

外面  口辺部 ヨコナデののち、底部はヘラケズ リが施 さ

れ、 日辺部にヘ ラ ミガキが加えられる。

内面 黒色研磨。

胎土はやや粗ヽ

完全実測。

47--1 外

(126)

46
口辺部は短か く、内湾気味で、丸底の底部

にいたる。

外面  口辺部 ヨコナデののち、底部はヘ ラケズ リが施 さ

れ、上位に横位のヘ ラ ミガキが加えられる。

内面 黒色研磨。

胎土はやや粗 t

回転実測。

カマ ド内。

47--11 不

166
67

口辺部は僅かに内湾 し、底部は九底 (平底

に近 くなる)を塁す る。

外面  口辺部 ヨコナデののち底部はヘラケズ リが施 され

口～底部上位にかけてヘ ラ ミガキが加えられ る。

内面  口辺部 ～底部にかけてヘ ラ ミガキが施 される。

胎土は精選 されて

いる。完全実測。

H区 フク上内。

47--1 杯

(16.4)

く31〉

口辺部は内傾し、底部は偏平な丸医を塁す

る。

外面  口辺部 ヨコナデののち、底部はヘラケズ リが施 さ

オtる 。

内面 ナデが施 される。

胎土はやや粗 t

回転実測。

Ⅳ区 フク土内。

47--13
不

(須 )

(104)

〈27〉

口辺部と底部の境に明瞭な稜を有する。日

辺部は内傾し、底部は丸味を帯びる。

内外面  ロクロヨコナデ(左回転 )が施 され る。 胎土はやや粗し

回転実測。

Ⅲ区 フク土内。

る使用が考えられる。

遺物の出上状況

遺物の出土量は少なく、分布状況も特に集中する筒所はみられない。図示 した遺物の中には、

広範囲にわたって接合関係が看取できるものもあ り、同一個体の上器片が住居内の各所に散布 し

ていたことが伺える。図示 した第47図 10207・ 10が カマ ド周辺、第47図 1・ 20304050

60809011・ 12・ 13が覆土内から出上している。

遺物 (第47048図、図版二十の 1～ 8)

本住居 l■「_か らは、土師器片 。須恵器片が出上している。

土師器の器種には、甕 0杯がある。
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甕には第47図 1～ 6があり、いずれも日辺部に最大径を有 し、胴部に縦位のヘラケズ リが施さ

れる。47-1～ 4は長胴を呈すと考えられ、日辺部が外反する47-102、 強 く大きく外反する

47-3・ 4に分けられる。47-5はやや小型の甕で日辺部は外反 し、llFl部 はふ くらみをもつ。尚、

本址の甕は全般的にやや器厚が厚い。

杯には第47図 7～ 12が あ り、ヘ ラケズ リが施 され る47-7・ 12、 ヘ ラ ミガキが加 えられ る

47-809010011が ある。器形的には、日辺部が内湾し、底部は偏平な丸底を呈する47-70

8、 素口縁で丸底を塁する47-9、 日辺部は内稜が消失して広が り、丸底を呈する47-10・ 11、

日辺部が内傾 し、偏平な丸底を塁する47-12が ある。尚、47-9。 10は 内面に黒色研磨が施され

る。

須恵器の器種には、甕・不がある。

甕には外面に格子 目叩き、内面に円弧文様が施される第48図 1がある。

蓋は、天丼部 と口辺部の境に明瞭な稜を有する第47図 13と 、天丼部から口辺部にかけて鋭 く屈

曲し、直立する口辺部をもつものがある。

本住居址の所産期は出上した土師器 。須恵器の様相から古墳時代後葉 と考えられる。

12)H12号 住居址

遺構 (第49050図 、図版二十一の 1～ 4)

本住居址は発掘区の中央南東寄 りのく。け 。こ-12013014グ リッド内に位置し、全体層序第

Ⅳ層明茶褐色上層と一部は第V層黒色土層上において検出された。

平面形態は南北610cm、 東西661cmの 方形を呈し、主軸方位はN-1°一Eを示す。

覆上は 4層 に分割され、プライマリーな堆積状態を示す。第 1層 は砂質赤色ローム主体の茶褐

色土、第 2層 は炭化物・焼上を含む暗褐色上、第 3層 は砂質赤色ローム層 (第Ⅳ層)を利用した

壁の崩落層、第 4層 はカマ ドの関連層である。

確認面からの壁高は34～ 52cmを沢Jり 、床面からは急傾斜で立ち上がる。壁体は上から砂質赤色

ローム層 (第Ⅳ層)、 黒色土層 (第 V層 )、 黄褐色ローム層 (第Ⅵ層)を利用して平滑かつ堅固に

構築される。壁溝は南壁中央で一部断絶するが、住居をほぼ全周する。壁溝巾は9～ 34cmを測り、

10～ 1lcmの深さを有する。断面はU字状を呈する。

床面は黄褐色ローム層 (第Ⅵ層)上の全面に貼床が施される。貼床は 2面構成され、上位の貼

床は住居使用過程に形成されたと考えられる。カマ ド前から住居の中央に向って 3m程の広がり

をもち、カマ ド付近で 4～ 5 cmの 厚さを有する。床面の状態は、砂質の茶褐色上を主体とし、黄

褐色ローム粒子、焼上、灰を混ぜた上が踏みしめられ、極めて堅緻である。下位の床面には焼土。
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L`滞雛ι

1層

2層

3層

4層

茶褐色土
(赤色ローム粒子全体 )

暗褐色土

(炭化物、焼土含有)

茶褐色土

(ロ ーム壁の崩落)

暗灰褐色土

(灰 と暗褐色土)

o   (1:80)  2m

第49図  H12号 住居址実沢1図

灰が含まれず、堅固で平担な作 りとなっている。

ピットは主柱穴が 4個 (P10P4)、 北東 コーナーの壁溝上から 1個 (P5)、 南壁下中央から 2

個 (P7° P8)、 P4付近から 1個 (P9)、 カマ ド周辺から5個 (P6° P10～ P13)、 計13個 が検出さ

れている。主柱穴は整然 と配置され、Plは 43× 36cmの 円形を呈 し、40cmの深さを有する。P2は 37×

22cmの長楕円形を呈 し、36cmの深さを有する。 P3は 41× 24cmの長楕円形を呈し、70cmの深さを

有する。P4は 38× 40cmの 円形を塁し、40cmの 深さを有する。断面形は、Pl・ P2が逆台形状、P3°

P4が U字状を呈する。尚、 P4は西側の上端部に礫が配 されていた。 P5は42× 40cmの 円形を塁
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(1 :30)
71製

茶褐色土 (灰 含有)

灰褐色土

(灰全体、焼土、炭化物含有)

-1■
0

轟

7  で⊂
'11

Pl

C一

t_/

こ

―一B′

1層 茶褐色土 (小礫と灰含有)

2層  淡褐色土 (粘土、灰、暗褐色土)

3層  灰褐色土 (灰 )

4層  橙褐色土(黄色ロームの焼けて赤変した土)

5層  黒褐色土 (炭化物主体)

6層  暗灰褐色土(灰 と焼土による貼床)

7層  赤褐色土 (焼土主体)

8層  赤褐色上 (焼土、灰含有)

第50図  H12号住居址 カマ ド実測図
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し、16cmの 深さを有する。 P7・ P8は断絶する壁溝の前に整然 と配置され、 P7は 13× 13cmの 円形

を呈 し、深さ21cm、 P8は 15× 21cmの 円形を塁し、深さ 7 cmを測る。 P9は 18× 16cmの 円形を呈し、

8 cmの 深さを有する。カマ ド周辺のビット (P6・ P10～ P12)については後述する。

カマ ド

カマ ドは北壁中央にあ り、焚 口～煙道部までの長さは135cm、 袖部の巾90cmの 規模を有する。煙

道部は壁体を77× 80cmの 舟先状に緩らかな傾斜で掘 り込み、火床部は壁下の床面を40× 50cmの 楕

円状に 6～ 7 cm掘 り込んだ後、灰混じりの茶褐色土 (第 1層)を埋めもどし、更に黄褐色ローム

(第 4層 )を 10cm前後の厚 さで敷きつめて構築される。天丼部は既に崩落しているが、袖部 と同

じ第 2層 を使用 して構築 され、激しい熱を受けたためか、著 しく赤変した状態であった。袖部は、

灰 。粘土 。暗褐色土を混ぜた土 (第 2層 )を用いて構築され、残存状況は良好である。補強材に

は、直方体に面取 りした安山岩を東西に 3個ずつ配置している。

火床部の前からは60× 38cmの不整形を呈 し、深さ13cmを測る P llが検出されている。カマ ドの土

層断面では P ll内 には、灰 0焼土 (第 5・ 6層 )が充填された後、火床部 (第 4層 )、 貼床 (第 8

層)が被覆していることが看取 され、住居使用時において蚤ピットは直接利用されていなかった

と考えられる。この他、上位の貼床上からP6、 下位の貼床上からP9、 貼床下からP10が検出され

ている。P6は 97× 68cmの 不整形を塁 し、一段のテラスを有する。深さは25cmを測 り、完掘すると

底部を 2箇所有する。P9は Plの 西側にあ り、62× 70cmの不整円形を塁し、深さ30cmを測る。埋没

土は 2層 に分割されるがいずれも灰を含有 し、所謂「灰落し」 として機能 した可能性が強い。但

し、当ピットは上位に貼床が施されていることから長期間にわたる使用は考え難い。P10は 55× 34

cmの 楕円形を呈 し、深さ13cmを測るが、性格については不明である。

遺物の出土状況

遺物の出土量は極めて多 く、分布状況は特にカマ ド内及びその周辺部に集中する傾向が看取さ

れる。図示 した第51図 2・ 304・ 50607・ 8、 第52図 9015017が カマ ド内及びその周辺

部、第52図 11012016が 床面上、第51図 1、 第52図 10013014が覆土内から出上している。

遺物 (第 51・ 52053図、図版二十二の 1～ 9)

本住居址からは、土 llli器 片 0須恵器片・弥生土器片が出上 している。

土師器の器種には、甕 。小甕 0鉢 。高杯がある。

甕には、胴部に最大径を有 し、球胴を呈する第51図 1～ 3と 口辺部に最大径を有 し、長胴を呈

する第51図 4～ 7が ある。球胴を墨する51-1～ 3は、ヘラミガキが施される51-1・ 2と 、ヘ

ラケズ リが施 される51-3に分けられる。長胴を呈する51-4～ 7は いずれも胴部に縦位のヘラ

ケズ リが施され、51-4の み器厚が厚 く甑 とも考えられる。

小甕第51図 8は胴部に最大径を有 し、横位 。斜位の丁寧なヘラミガキが施される。
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第51図  H12号住居址出土遺物実潰1図 〈1〉
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14                16

第52図  H12号住居tlL出 土遺物実沢1図 〈2〉

o      (1 : 4)    10cm

第53図  H12号住居址出土遺物拓影図

鉢第52図 9は、口辺部は僅かに内傾 し、底部～胴部にかけては半円状を呈する。胴部には縦位、

底部には横位のヘラケズ リが施される。尚、底部が欠損しているため明らかにできなかったが子L

を有する甑であることも考えられる。

不には、口辺部 と底部の境の稜が消失 し、ヘラミガキが施される第52図 10と 、図示できなかっ

たが口辺部が内傾 し、偏平な丸底を呈するものがある。

高杯第52図 11・ 12は杯部が素 口縁を呈 し、丸味を滞びる。胴部は柱状を呈し、裾部は屈曲して

大きく開 くが、52-11は短 く、52-12は長 く、スリムな器形である。

須恵器の器種には、甕 。蓋 。不がある。

甕は第52図 3・ 第53図 1～ 4がある。52-3は丸底を呈 し、底部にヘラナデが加えられる。53-1
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第14表   H12号住居l■ 出土遺物一覧表

図
号

挿
番

器種 法 量 徴特器 整調 備   考

51--1 甕

(29.6)

〈16 0〉

最大径はHn帽

`中

位にある。日辺部は大きく
「く」の字状に外反し、胴部は丸く球形を塁
す。内面の口辺部と胴部の境には稜を有す
る̂

外面 斜位、縦位のヘラミガキが施される:

内面 横位のヘラミガキが施される。

胎土は粗い。

回転実測。

I区 フク土内。

51--2 甕

22 0

(21 0〕

最大径は胴部中位にある。 日辺部は外反 し

上半で強 く屈曲す る。胴部は球形を塁す る

外面  口辺部上半は縦位の粗いヘラ ミガキ。 日辺部下半
～胴部上半は横位のヘ ラミガキ、胴部下半は斜位
のヘ ラ ミガキが施 され る。

内面  口辺部はヘラ ミガキ、胴部はナデが施 される。

胎土はやや粗 t

完全実測。

51--3 甕

(185)
〈15.0〉

最大径は胴部中位にある6口 辺部はほぼ直

立 して上半部で外反する。胴部は球形を塁

す る。器形の歪み著 しい。   '

外面  口辺部 ～胴部上位 は ヨコナデ及びヘラナデが施 さ
れ、胴部中位 ～下位は斜位のヘ ラケズ リが施 され
る。

内面  口辺部 ヨヨナデ、胴部 ナデが施 され るハ

胎土はやゃ粗 t

回転実測。

51-4 甕

(甑 )

(24.6)

〈24 0〉

最大径は口辺部にある。口辺部は緩く外反
し、胴部は底部まで僅かに収縮して直線的
に下がる。

外面  口辺部 ヨコナデののち胴部は縦位のヘ ラケズ リが

施 され、中位にナデを加える。

内面  口辺部 ヨコナデ、胴部はナデ。

胎土は粗い。回転

実測。 カマ ド、 I
H区 フク土内。

51--5 甕

(208)
く25 5〉

最大径は 口辺部にあると思われ る。 口辺部

は「 くJの 字状に強 く外反す る。胴部は上位

で僅かにふ くらむがほぼ長胴を皇す。

外面  口辺部 ヨコナデののち胴部は縦位、斜位のヘ ラケ

ズ リが施 され、中位 にナデを加える。

内面 ナデ。

胎土はやや粗し

回転実測。

カマ ド内。

1--6 甕

(236)
〈50〉

最大径は日辺部にあると思われる。日辺部
は強く外反し、胴部は上位で軽くふくらむ

外面  口辺部 ヨコナデののち胴部はヘ ラケズ リが施 され

る。

内面  口辺部 ヨコナデ、胴部はナデが施 され る。

胎土はやや粗し

回転実測。

カマ ド内。

51--7 甕

(21.8)

〈66〉
最大径は口辺部にあると思われる。日辺瀧
は自く」の字状に外反し、胴部は僅かにふく
らむ。

外面  口辺部 ヨコナデののち胴部は斜位のヘラケズ リが

施 され る。

内面  口辺部 ヨコナデ、胴部はナデが施 される。

胎土は粗い

回転実測。

カマ ド内。

51--8 小 甕

(14.6)

〈8.6〉

最大径は胴部にある。 口辺部は緩 く外反 し

胴部は軽 くふ くらむ。

外面  口辺部 ヨヨナデののち、胴部は横位、斜位のヘラ

ケズ リが施 され る。

内面  口辺部 ヨコナデののち、胴部はナデが施 され る。

胎土は粗い。

回転実測。

カマ ド付近。

52--9 鉢

(24.8)

〈16 1〉

口辺部は短 く内傾 し、胴部 との境で稜をも
つ。胴部は内湾気味に収縮す る。

外面 口辺部ヨコナデののち、胴部は横位、縦覆のヘフ
ケズリが施される。

内面 口辺部～胴部中位までヨコナデ、下位でナデが施
さオ■る。

胎土はやや粗 t

回転実測。

52--10 杯

(146)
〈50〉

口辺部は直線的に外lL■する。口辺部と底部
の境の稜は消失する。

外面  口辺部 ～底部 まで、横位のヘラ ミガキが施 される

が、ヘ ラケズ リの痕跡 も残る。

内面 口辺部 ～底部 まで斜位のヘラ ミガキが施 され る。

胎土はやや粗ヽ

回転実測。

H区 フク土内。

52--11 高杯

9.0

72
82

外部は素 口縁で、丸みをおびる。柱状部は

短 く、僅かに広が り、裾部で外反す る。

外面 外部は 口辺部 ヨコナデののち、ヘラナデが施 さオl

脚部は粗いヘ ラ ミガキが施 される。
内面 外部は黒色研磨、脚部はヘラケズ リ、ナデが施 さ

れ る。

胎土はやや粗 t

完全実測。

52-1乏 高 杯

12 8

9.2

(8.4)

不部は素 口縁で丸みをおびる。柱状部はほ

ぼ直線的に広が り、裾部で大 きく外反す る

外面 外部は上部～下部までヘラナデが施され、脚部は
柱状部でヘラミガキ、裾部でヘラナデが施される

内面 外部黒色研磨、内面ヘラケズリが施される。

胎土はやや粗 t

完全実測。

52--1
甕

(須
〈34

底部のみ。丸底を皇す る。 内外面 ともロクロヨコナデ(左回転)が施 される。外面は

、ラナデが施 され る。

胎土は粗い

完全実測。

フク上内。

52--14
蓋

(須

11 5

〈24〉
内面の天丼部 と口辺部の境にかえ りを有す

る。天丼部は丸味を帯び、 日辺部は僅かに

内湾す る。摘み部は欠損のため不明。

内外面 ともロクロヨコナデ(左回転)が施 される。天丼部

の外面は回転 ヘ ラケズ リ(右回転 )が 加えられる。

胎土は極めて粗 t

回転実測。

Ⅳ区 フク上内。

52-15
蓋

(須 )

11 8

く2.3〉

内面の天丼部 と口辺部の境にかえ りを有す

る。天丼部は丸味を帯び、 口辺部は僅かに

内湾す る。摘み部は欠損のため不明。

内外面 ともロクロヨコナデ(左回転)が施 され る。天丼部

の外面は回転ヘ ラケズ リ(右回転 )が 加えられる。

胎土は極めて粗 t

回転実測。

カマ ド内。

52-1
(須 )

(160)
〈32〉

天丼部か ら口辺部にかけて丸味をおびる。 内外面 ともロクロヨコナデ(左回転)が施 される。天丼部

の外面は回転ヘ ラケズ リ(右回転 )が 加えられる。

胎上は精選 されて

いる。回転実測。

床上。

2--1
不

(須 )
く12〉

(12 6)

底部の・7x。 平底。 内外面ロクロヨコナデののち外面に回転ヘラケズリを加
える。

胎土はやや粗ヽ

完全実測。

カマ ド内。

～ 4は、櫛描波状文が施される53-1、 外面に平行叩き、内面に円弧文様が施される53-2、 外面

に格子 目叩き、内面に円弧文様が施される53-3、 外面にのみ平行叩きが施される53-4が ある。

蓋には、内面にかえりを有する第52図 14015と 、日辺部から天丼部にかけて丸味を滞びる第52図
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16が ある。いずれも天丼部に回転ヘラケズリが施される。

不は底部に回転ヘラケズリが施される第52図 17が ある。

弥生上器は、頸部に櫛描横走沈線が施される赤色塗彩の壺形土器第53図 6が出土している。

本住居址の出土土器は、土師器 。須恵器に古墳時代的様相が強く認められるが、51-5～ 7の

上師器の長胴甕、52-17の須恵器杯に奈良時代の要素を見い出せる。従って本住居量の所産期は

奈良時代初頭と考えたい。

13)H13号住居址

遺構 (第 54図、図版二十三の 1)

本住居llLは発掘区の北端中央東寄 りのい 。う0え-12・ 13014グ リッド内に位置し、全体層序

第Ⅳ層明茶褐色土層、一部は第V層黒色土層上において検出されたも遺構の北半部は発掘区外の

ため未調査である。

平面形態は東西701cmを 測 り、大型の方形か長方形を呈する住居址と考えられる。

覆土は、砂質赤色ロームを主体とする茶褐色± 1層 で構成される。

確認面からの壁高は38～ 55cmを測 り、床面からはほぼ垂直に立ち上がる。壁体は上から砂質赤

色ローム層 (第Ⅳ層)、 黒色土層 (第 V層 )、 黄褐色ローム層 (第Ⅵ層)を利用して、平滑で堅固

4、

二―B′

″%"

第54図  H13号住居址実測図

茶褐色土 (パ ミス、

―-63-―
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に構築される。壁溝は西壁の一部を除 く壁下から検出された。壁溝巾は 8～ 38cmを測 り、東壁か

ら南壁にかけては巾広い。深さは0、 5～ 1lcmを測 り、断面はU字状を塁する。

床面は黄褐色 ローム層 (第Ⅵ層)上の金面にわたって貼床が施 される。貼床は砂質 ロームを主

体とする土を薄 く叩きしめて構築されるが、やや軟弱で崩れ易い。

ピットは主柱穴が 2個検出された。 Plは 40× 36cmの楕円形を呈 し、深さは24cmを測る。 P2は

42× 32cmの楕円形を塁 し、24cmの深さを有する。断面形はいずれもU字状を呈する。尚、P2付近

には、礫が配されていた。

カマ ドは未調査の北半部の北壁にあることが推察される。

遺物の出土状況

本住居址の遺物の出土量は少ない。また、特に集中する箇所 も見られないが、P2の 周辺に若干

偏在する傾向が看取 される。図示 した第55図 1が南東 コーナー壁溝上、第55図 2が Pl南側の床面

0      (1 : 4)     10cm

第55図  II1 13号住居l■ 出土遺物実測図
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第56図
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H13号住居址出土遺物拓影図

―-64-―



第15表   H13号 住居ll出 土遺物一覧表

挿図
番号

器種 法量 器 徴特の形 整調 備  考

55‐-1 甕

(268)
〈11 5〉

口辺部は短 く、強 く外反 し、胴部は軽 くふ

くらむ。最大径は 口辺部にある。

外面  口辺部 ヨコナデののち、胴部は斜位のヘラケズ リ

内面 省焼轟」 倉♭ デ、 1同 部 ナデののち、 日辺部に丁寧

な、胴部に雑なヘ ラ ミガキが施 され る。

胎土はやや粗 t

回転実測。

55--2 甕 〈56〉

64

胴都下位 ～底部のみ。胴部下位はふ くらみ

底部は平底を皇す る。

外面  ナデが施 される。

内面  ヘ ラケズ リののち、ナデが施 される。

胎土はやや粗し

完全実測。

55--3 Jヽ甕

(126)

〈68〉

口辺部は外反 し、胴部は軽 くふ くらむ。 外面  口辺部 ヨコナデののち、胴部は横位のヘラ ミガキ

が施 され る。

内面 黒色研磨。

胎土はやや粗 t

回転実測。

フク上内。

55--4 椀

(107)
62

口辺部は僅かに内傾 し、底部は九底を塁す

る。

外面
 目遜獣こ属在F機黒た沐量雰嵩λ員ちで募草響為
える。

内面 横位のヘラミガキ。  _

胎土はやや粗ヽ

回転実測。

フク土内。

55‐-5 高杯 く52
柱状部のみ。裾部 に向って広がる。 外面 縦位のヘ ラ ミガキを施す。

内面 粗いヘ ラナデを施す。

胎土はやや粗し

回転実測。

フク土内。

55--6
(須 )

〈25〉
台径
10 8

否部は大きく開き、1同部は内湾気味に立ち

上 が る。

内外面 ロクロヨコナデ(右回転 )の のち、高台貼付によっ

て ヨコナデを施す。

胎土はやや粗ヽ

完全実測。

フク土内。

55--7
蓋

(須 )

11.7

く47〉

天丼部 か ら口辺部 にかけて丸味を帯びるカ

天丼部の上位で偏平 となる。

内外面 ロクロヨコナデ(右回転 )の のち、天丼部は回転ヘ

ラケズ リ(左回転 )が施 され る。但 し回転ヘ ラケズ リは粗

雑で未調整部分 も多い。

胎土はやや粗 t

回転実測。

フク上内。

55--8
不

(須 )

(127)

〈48〉

(70)

口辺部はあまり開かず、僅かに内湾し、端

部で外反する。底部は平底。

内外面ロクロヨコナデ(右回転)の のち、底部にヘラナデ

を施す。

胎土はやや粗 t

回転実測。

フク上内。

上、他は覆土内から出上 している。

遺物 (第 55・ 56図、図版二十三の 2～ 5)

本住居址からは、土師器片 0須恵器片が出上した。

土師器の器種には、甕・小甕 0婉 0不 。高不がある。

甕第55図 1は 口辺部に最大径を有し、胴部はふ くらみをもち、斜位のヘラケズ リが施される。

甕はこの他にBFpl部 にヘラミガキが施され、球胴を呈すると考えられるもの、縦位のヘラケズ リが

施され、長胴を呈すると考えられるものが出土している。第55図 2は底部破片である。

小甕第55図 3は 口辺部が外反する器形で外面にヘラミガキ、内面に黒色研磨が施される。

婉第55図 4は 口辺部が内傾し、丸底を呈する。内外面にはヘラミガキが施される。

不には、日辺部が内傾 し、偏平な丸底を呈する小片が出上している。

高不第55図 5は、脚部の柱状部の破片でヘラミガキが施される。

須恵器の器種には、壷 。甕 0蓋 0不があり、第56図 の上器以外はいずれもロクロヨコナデが施

される。

壷第55図 6は高台部を有する。

甕第56図 1～ 4は、櫛描波状文が施される56-1、 内面に円弧文様が施される56-2、 外面に

平行叩き、内面に同心円文様が施される56-3、 外面に平行叩きが施される56-4な どがある。

蓋第55図 7は、天丼部 と口辺部の境の稜がほぼ消失 し、天丼部は丸味を滞び、日辺部はほぼ直
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立する。

杯第55図 8は器高が高 く、日径 と底径の差が少な

い器形で、底部は全面にヘラナデが加えられる。

本住居址の所産期は奈良時代 と考えられる。

14)H14号 住居址

遺構 (第57図 、図版二十四の 1～ 3)

本住居址は、発掘区の北東部 う。え-18019グ リッ

ド内に位置 し、全体層序第 V層黒色土層上において

検出された。

遺構の東部が削平されているため、正確な平面形

態は把握できないが、南北320cm、 東西400cm程 の長

方形を呈すると考えられる。

覆土は、砂質赤色 ロームを主体 とする茶褐色± 1

30cmの深さを有する。断面形はい

ずれもU字状を塁する。尚、P10

P4は床面が削除 された東部か ら

検出されたため、旧状では現状の

計測値 よりも若干高い深度を有し

ていた と考 えられ る。北西 コー

ナーの ピットは P5が 30× 28cmの

円形、P6が 37× 30cmの楕円形を呈

し、深さはそれぞれ 9 cm。 14cmと

得

層で構成される。

確認面からの壁高は 0～ 13cmを測 り、床面からは急傾斜で立ち上がる。壁体は黒色上層 (第 V

層)を利用 して構築されるがやや軟弱で凹凸も激しい。壁溝は西壁下から検出された。壁濤巾 3

～13cm、 深さ 3～ 6 cmを 測 り、断面はU字状を呈する。

床面は黒色土層 (第 V層 )上の全面に砂質 ロームを薄 く叩きじめて貼床が施される。極めて起

伏が激しく、軟弱な構築状態である。

ピットは主柱穴が 4個、北西コーナーの P2付近から2個、計 6個検出された。主柱穴 Pl～ P4

の規模は Plが 40× 39cmの 円形を呈 し、30cmの 深さを有する。P2は 26× 23cmの 円形を呈し、32cmの

深さを有する。 P3は 32× 32cmの 円形を塁 し、20cmの 深さを有する。 P4は 42× 37cmの 円形を塁 し、

｀`
く(IIIIIEL」::1:::=:Ξ II三l`′

′/

0      (1 : 4)    10cm

第57図  H14号住居址実測図

第58図  H14号住居l■ 出土遺物実測図
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第16表   H14号 住居址出土遺物一覧表

図

号

挿

番
器種 法 量 器 形 の 特 徴 調 整 備   考

58-1 杯 〈16〉

8.0

平底の底部 c 内外面 ロクロヨコナデ(右回転)が施 される。底部は回転

糸切 り。

胎土はやや粗 t

完全実測。

フク土内。

58--2
杯

須

14.5

3.8

8.6

口辺部は内湾気味で、端部で僅かに外反す

る。底部は平底。器形は歪みが著しい。

内外面ロクロヨコナデ(左回転)ののち、底部は回転糸切

り。

胎土はやや粗 t

完全実測。

床上。

浅い。

カマ ド

カマ ドは北壁下の中央のやや東寄 りに位置するが、ほとんどが削除されてお り、遺構確認当初

から、火床部が露出していた。火床部は深さ10cmの 57× 40cmの 不整楕円形の掘 り込みに黄褐色ロー

ム (熱を受けて赤変している)を埋めもどして設けられる。火床部の東西両側には角礫が配置さ

れ、カマ ドの袖部の構材 として機能 した可能性が強い。煙道については全 く不明であるが、本遺

跡の他の住居址のカマ ドに一様にみられた壁体への掘 り込みは確認されなかった。

遺物の出土状況

遺物の出土量は極めて少なく、散布する程度である。図示 した遺物は第60図 1が覆土内、第60

図 2が P2近 くの床面上から出土している。

遺物 (第58図、図版二十四の 4)

本住居址からは、土師器片 0須恵器片が出上 している。

土師器の器種には、甕 。杯がある。

甕は器厚が薄 く、胴部にヘラケズ リが施される小片が出土している。

杯第58図 1は底部に回転糸切 りが施され、未調整である。

須恵器の器種には、甕 。蓋 。杯がある。

甕には叩き目の施される破片と、 ロクロヨコナデの施される破片が出土 している。

杯第58図 2は 口辺部が僅かに内湾 し、底部に回転糸切 りが施される。

本住居址の所産期は平安時代前業 と考えられる。
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15)H15号住居址

遺構 (第 59図、図版二十五の

1)

本住居llLは 発掘区の北東部

い 0う -17・ 18019グ リッド

内に位置 し、全体層序第V層

黒色土層一部は第Ⅳ層明茶褐

色土層上において検出された。

遺構の北半部は発掘区外のた

め未調査である。

平面形態は東西457cmを測

り、方形か長方形を呈する住

居址 と考えられる。

覆土は 4層 に分割された。

第 1層は砂質赤色 ロームを含

む暗褐色土、第 2層 は砂質赤

暗褐色土 (赤色ローム含有

茶褐色土 (赤色ローム主体 )

黒掲色土 (黒色土壁の崩落)

灰褐色土 (灰全体) 0 °
1ゆ  2m

殉
i讐

"

層

層

層

層

第59図  H15号住居llL実 沢1図

色 ローム主体の茶褐色上、第 3層 は黒色土

層 (第 V層)を利用した壁の崩落層である。

灰を主体 とする第 4層 は、北壁に存在が予

想されるカマ ドの流出層 と考えられる。

確認面からの壁高は37～ 51cmを測 り、床

面からはほぼ垂直に立ち上がる。壁体は上

から黒色土層 (第 V層 )、 黄褐色 ローム層 (第Ⅵ層 )、 一部で砂質赤色ローム層 (第lV層 )を利用

して、平滑で堅固に構築される。壁濤は調査範囲の壁下をほぼ全周する。壁溝巾は12～ 30cm、 深

さ2.5～ 9 cmを 測 り、断面はU字状を呈する。

2

0     (1 : 4)    10cnl

第60図  H15号 住居 l■_出土遺物実測図

第17表   H15号 住居 l■ 出上遺物一覧表

挿図

番号
器種 法 量 器 形 の 特 徴 整調 備   考

60--1 外

11 4

3.6

口辺部はほぼ直立し、底部は偏平な丸底を

皇する。

外面  口辺部 ヨコナデののち、底部はヘ ラケズ リが施 さ

れ る。

内面  口～底部 までナデが施 される。

胎土はやや粗 t

完全実測。

60--2
一笠
須

88
52

最大径は胴部上位にある。 国辺部は広 口で

若干外 llIし 、肩部は強 く張 る。

内外面 ロクロヨコナデ (右 回転 )の のち、底部は回転ヘラ

ケズ リ(左回転)が施 される。

胎土は精選 されて

いる。自然紬付着。

完全実測。

一-68-一



床面は、黄褐色 ローム層 (第VI層 )上の全面に施される。貼床は砂質 ロームを叩きじめておお

むね平担で堅固に構築される。

ピットは主柱穴が 2個検出された。Plは 37× 22cmの楕円形を呈 し、23cmの深さを有する。P2は

27× 29cmの 円形を呈 し、23cmの深さを有する。断面形はいずれもU字状を塁する。

カマ ドは土層断面第 4層 から、北壁に位置すると考えられる。

遺物の出土状況

遺物の出土量は少なく、散布する程度である。図示 した第60図 1が南壁下東寄 りの床面上、第

60図 2が南西コーナーの壁溝上から出上 している。

遺物 (第60図、図版二十五の 2～ 3)

本住居址からは、土師器片 0須恵器片が出上している。

上師器の器種には、甕 0不がある。

甕は長胴を呈す と考えられる胴部にヘラケズ リが施される器厚の厚い小片が出上している。

杯第60図 1は 口辺部が直立 し、偏平な底部を有する。その他、内面に黒色研磨が施される破片

も検出されている。

須恵器の器種には、壼・蓋がある。

壷第60図 2は広 口を墨 し、口辺部から肩部が強 く屈曲して張 りをもち、丸底の底部に至る。底

部には回転ヘラケズ リが施される。

甕はロクロヨコナデが施される破片、蓋は天丼部に回転ヘラケズ リが施される破片が出土して

いる。

本住居址の所産期は、奈良時代 と考えられる。

16)H16号 住居 tlL

遺構 (第61図 、図版二十五の 4、 二十六の 1)

本住居l■ は発掘区の北東端い 。う-19020・ 21グ リッド内に位置し、全体層序第IV層黄褐色土

層上において検出された。遺構の北半部は発掘区外のため未調査であるが、現状ではため池が造

られてお り、破壊 されている可能性が強い。

平面形態は東西628cmを 測ることから大型の方形か長方形を塁する住居であったと考えられる。

覆上は 3層 に分害|さ れたが東半部は攪乱を うけているため全容は把握できない。第 1層 は砂質

赤色 ロームを主体 とする茶褐色上、第 2層 は砂質赤色 ロームを多量に含む茶褐色土、第 3層 は黒

色土 (第 V層 )を利用した壁の崩落層 と考えられる。

確認面からの壁高は 1～ 25cmを測るが、第 3層 の存在から往時は更に高い壁高を有 していたこ

とは確実である。壁体 も黄褐色 ローム層 (第Ⅵ層)を利用するが、黒色土 (第 V層)も 利用した
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と考えられる。壁面は

南壁で凹凸が激しいが、

他は平滑で堅固な構築

状態である。壁溝は南

西コーナーの壁下から

検出された。壁溝巾は

1～ 21cm、 深さ2.5～ 6

cmを 測 り、断面はU字

状を呈する。

床面は黄褐色 ローム

層 (第Ⅵ層)上の全面

に砂質 ロームを叩きし

め、平担に構築される

がやや軟弱である。

ピットは主柱穴が 2

71」
普P

1層  茶褐色土 (赤色ローム含有)

2層 茶褐色土 (赤色ローム多量に含有)

3層 黒褐色土 (黒色上の崩落)
0   (1:80)   2111

第61図  H16号住居llL実 測図

個検出された。 Plは 49× 30cmの楕円形を塁 し、深 さは33cmを 測る。 P2は 59× 40cmの 楕円形を塁

し、深さは53cmを 測る。断面形はいずれも逆台形状を呈する。

カマ ドは北壁に存在すると考えられる。

遺物の出上状況

遺物の出土量は少いが、完存品の害」合が高い。分布状況は特に、南壁中央部の床面上に集中す

第18表   H16号住居llL出 土遺物一覧表

図

号

挿

番
器種 法 量 徴特の形器 整調 備   考

32-1 甕 (122〉

10.6

洞部は球形 に大 きくふ くらむ。 外面 1同 部はヘ ラナデののち、ヘラ ミガキが施 され る。

内面 胴部はヘ ラナデののち粗雑なヘ ラ ミガキが施 され

る。

胎土はやや粗 t

回転実測。

62--2 甕

18.2

〈20 0〉
最大径は 口辺部にある。胴部は僅かにふ く

らむがほぼ長胴 を呈す。

外面 口辺部 ヨコナデののち、胴部は縦位のヘ ラ ミガキ

を施す。

内面  口辺部 ヨコナデ、胴部はナデが施 され る。

胎土はやや粗 t

完全実測。

62--3 甕

17 0

25.1

6.8

最大径は胴部 にある。 口辺部は外反 し、胴

部は軽 くふ くらむが、ほぼ長胴 を皇する。

外面 口辺部 ヨコナデののち、胴部は縦位のヘ ラ ミガキ

を施す。

内面  口辺部 ヨヨナデ、胴部はナデが施 され る。

胎土はやや粗し

完全実測。

62--4 甕

18.2

21 2

68

最大径は胴部中位 にある。 日辺部は外反 し

胴部はふ くらんで球形に近 くなる。

外面 口辺部 ヨヨナデののち、胴部は縦位のヘラケズ リ

が施 され、 日辺部は横位、胴部は縦位の粗いヘラ

ミガキが施 され る。

内面 外面 と同 じ。

胎土はやや粗 t

完全実測。

62--5
小甕

(鉢 )

(128)
98
7.2

口辺部は内傾 し、胴部は内湾す る。 外面  口辺部 ヨコナデののち、胴部はナデが施 され る。

内面  口辺部 ヨコナデ、胴部はヘ ラケズ リののち、ナデ

が施 さオtる 。

胎土はやや粗 t

回転実測。

32-6 付杯

(須 )

く3、 2〉

脚部は大 きく開 き、長ヽ 外面  ロクロヨコナデののち、高台を貼付け、 ヨコナテ

を加 えている。

胎土は精選 されて

いる。

完全実測。
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第62図  H16号住居址出土遺物実浪1図

る傾向が看取 される。図示 した第62図 1・ 203,405が 南壁下中央の床面上、第62図 6が南

壁 とPlの 中間の床面上から出土している。

遺物 (第62図、図版二十六の 2～ 5)

本住居址からは土師器片・須恵器片が出土している。

土師器の器種には甕 0鉢がある。

甕はいずれも器厚が厚 く、ヘラミガキが施される。胴部が球形を呈する第62図 1と 、長胴を呈

する第62図 203、 胴部がふ くらんで球形に近 くなる第62図 4が ある。

鉢第62図 5は 口辺部が内傾 し、胴部は内湾する。

≠賀|11
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須恵器には高台付杯がある。

高台付杯第62図 6は台部が長 く外反する。

本住居l■ の所産期は、ヘラミガキの施される同系統の甕の類例に乏しく、他に積極的に年代を

首肯する器種も出土していないため、半」断にとまどうが、器形的な特徴から奈良時代と考えてお

きたい。

17)Ml号溝状遺構

遺構 (第64図 )

―一―A′

一―…B′

1層 茶褐色土 (小礫、パ ミス、砂粒含む )

2層  明褐色土 (地 山の黒色・黄色・赤色 ロームの崩落 )

9            ( 1  : 20())        5:11

A一

B_,|

第63図 Ml溝 状遺構実測図
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0      (1 : 4)    10cm

第64図  Ml号 溝状遺構出土遺物実浪1図

本遺構は発掘区のほぼ中央、い・

う。え 0お 。か 。き eく 0け 。こ 0

さ-11012グ リッド内において、遺

跡を 2分するような状態で検出され

アこ。

溝巾200cm～ 225cm、 全長27m20cm

を没」る直線的な溝で、発掘区外の南

北両方向に更に長 く伸びるものと考

えられる。断面はおおむね半楕円状

を呈するが、南部において両側に一

段のテラスを有する。底面は、北か

ら南へ向って徐々にレベルを低下させ、北端 と南端の比高差は40cmを測る。

覆土は 2層 に分害1さ れた。第 1層 は、小礫、パ ミス、砂粒を含む茶褐色士、第 2層は地山の黒

色 。黄色 0砂質赤色 ロームの崩落層である。断面図を見ると明らかなように層序の主体はほぼ第

1層 によって占められてお り、非常に急激な埋没であったことが想起される。

溝内からは、ピットその他の施設は検出されなかった。

遺物の出土状況

遺物の出土量は少なく、ほとんどの遺物が第 1層 内から出土している。分布状況も極めて散慢

で、特に集中する箇所は見 られない。尚、濤南部の底面近 くから、15歳前後 と考えられる人骨が

検出されている。詳細については鑑定報告を待って別稿で記 したい。

遺物 (第64図 1～ 4)

本遺構からは、土師器片、須恵器片、陶器片、時期不明の素焼 きの上器片が検出されている。

土師器の器種には高台付杯 (第64図 1)力 あ`る。 口辺部の下位は緩 く内湾し、台部は端部で尖

第19表   Ml号 溝状遺構出土遺物一覧表

挿図

番号
器種 法 量 器 形 の 特 徴 整調 備  考

64--1
高台

付外
く23〉

(6 4)

底部は平底で、 口辺部の下位は緩 く内湾す

る。台部は端部で尖 り気味 となる。

内外面 ロクロヨコナデ(右回転 )が 施 され る。高台貼付の

後、 ヨコナデが加えられ る。

胎土はやや粗 t

回転実測。

フク土内。

64--2
甕

須
〈25〉

(12 5)

底部は平底、台部は先端が尖 り気味 となる 内外面 ロクロヨコナデ (左 回転 )が 施 さノtる 。高台貼付の

後、 ココナデが加えられ る。

胎上はやや粗い。

外面に自然紬付着

回転実濃比フク土内。

54-3
甕

須
く38:
(9,7,

底部は平底で台部は、不整方形を呈す る。 内外面 ロクロヨコナデ(左回転 )が 施 され る。高台 lll付 の

後、 ヨコナデが加えられ る。

胎土は粗い。外面

に自然紬付着。回

転実測。フクJ■ 内。

64--4 く81
下書:は ほぼ直立 し、外傾 して上部に至 るc

L部 と 下部の境には断面三角形の突帯を有

す る。

内外面 ヨコナデが施 される。 ココナデ前に菱形の押形が

施文 されている。

胎土は精選 されて

いる。回転実泄1。

フク土内。
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第65図 若宮遺跡表採土器実測図

り気味となる。調整は

内外面にロクロヨコナ

デが施されている。

須恵器の器種には甕

(第64図 2・ 3)力 あ`

る。いずれも高台を有

する。

第64図 4は、時代的

にまた器種の面でも不

明の上器片である。胎

土は精選され、固く焼

きしまっている。

本遺構の所産期は出土遺物に年代的な隔た りが大 きいため、判然としないが、廃絶は中世以降

と考えるのが妥当であろう。

18)グ リッ ド及 び表採遺物 について

遺物 (第65図 102)

本遺跡のグ リッド及び表採遺物は、いずれも重機による耕作上の除去の際中において検出され

た。弥生上器片、土師器片などがある。

弥生上器の器種には、甕 。高杯がある。

甕は図示 しなかったが、明瞭な櫛描波状文が施される頸部破片が出上 している。

高不 (第65図 1)は、脚部が大きく開き、杯部の中央に焼成後の穿孔がみられる。外面は赤色

塗彩、内面には櫛歯状工具による横位の調整が施されている。

土師器の器種には、甕・杯 0高杯がある。甕 0杯片は小片のため図示 しなかった。

高杯 (第65図 2)は、脚部のみの破片で、柱状を呈 して裾部で軽 く開 く。外面には縦位のヘラ

ミガキが施されている。古墳～奈良時代の所産 と考えられる。

第20表  若官遺跡表採遺物一覧表

図

号

挿

番
器種 法量 器 形 の 特 徴 整調 備   考

55-1
生

堺

弥

高
〈192)

(23 8)

脚部は、大 きく開 く。外部の底部中央には

焼成後の穿孔がみ られ る。

外面 赤色塗彩、縦位のヘラミガキが施される。

内面 櫛歯状工具による横位の調整が施される。

胎土はやや粗 t

回転実測。

表採。

35-2
師

堺

上

高
く9.7〉

脚部のみ。柱状部は軽 く開 く 面

面

外

内

縦位のヘラ ミガキが施 される。不部内面は黒色研磨。

扶 り取 るようなヘ ラケズ リが施 され、裾部には横

位のヘ ラ ミガキが施 され る。

胎土はやや粗 t

完全実測。

表採。

一-74-―



播総V

若官遺跡において検出された遺構、遺物の詳細は前章の如 くである。

検出された遺構は、竪穴住居址16軒、溝状遺構 1基で、所産期はいずれも古墳時代後期～平安

時代に求められた。

一方、出上遺物は、弥生土器、土師器、須恵器、陶器、鉄製品、石製品などがあるが、遺構に

伴出する遺物は土師器、須恵器が主体を占めた。

以下、古墳時代後期～平安時代の遺構 0遺物を中心として、本遺跡のまとめを行いたい。

遺構

竪穴住居址の所産期は古墳時代後期 (H1011号 住居址 )、 奈良時代 (H2040507080

9010012013・ 15・ 16号住居址 )、 平安時代 (H306014号 住居址)の三時期に大別される。

この うち、古墳時代後期 と奈良時代の住居址は、時代的に極めて近接すると考えられる。

濁川・湯川流域における古墳時代後期の住居l■_は、北近津
(1)。 西近津

(2)。 清水田°)。 下小平
(° 0

曽根城
(5)。 上の城

00西八 日町°)0東一本柳
(助等の遺跡で多数検出されているが、周防畑遺跡群中

においては、過去三度の調査では未検出であった。今後の調査によって該期の住居址が増加する

可能性が強いものの、本遺跡の古墳時代後期の住居址の存在は、近接する南近津、西近津遺跡の

古墳時代後期 (前 ～中葉)の住居址群 との連なりも、考えられるのではなかろうか。一方、奈良

時代の住居址は、周防畑 A・ B遺跡のいずれにも検出されてお り191(10)、 南北に長 く展開する周防畑

遺跡群中において、奈良時代の集落が広範囲にわたって相当数営まれていたことが推察される。

平安時代の集落も同様で、南端の周防畑 B遺跡において超過密化することが確認 されている(11)。

住居址の形態は、隅丸方形か方形を呈するものが主体を占めるが、南北軸にくらべ、東西軸が

若干長い傾向が認められる住居址が多い。また、住居址の規模は古墳時代後期～奈良時代の住居

址は一辺350cm前後の小型のものから、一辺800cmを 超える大型のものまで、バラエティーに富む

が、平安時代の住居ljl_は 概 して小型で一辺400cmを 超えるものは認められなかった。古墳時代後期

～平安時代に移行するに従って住居址の規模が縮少化する傾向は、関東地方を中心 とする研究に

よって指IElさ れてきたが、佐久平においてもこの傾向は首肯できそ うである。 この問題は、現在

整理進行中の樋村 0西八 日町遺跡において検出された、総数400軒 を超える住居 l■ の分析によっ

て、ある程度結論が得 られるであろう。

その他、付属施設については、主柱穴は、 4本を基本とするが、H205号 住居址の主柱穴は
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不明確であった。また、H12号住居址からは所謂「灰落 し」 ピットの他、カマ ド周辺から多数の

ピットが検出されていることが注 目される。カマ ドは、13軒 の住居址から検出され、遺存状態が極

めて良好なものも認められるため、詳細は別項を設けて記 したい。

○佐久平におけるカマ ドについて

佐久平におけるカマ ドを有する住居址は和泉期では認められず、現状では樋村遺跡、五ケ城遺

跡等に見 られる鬼高期前葉の住居 l」 Lに カマ ドの初現が認められる。但し、今後の資料増加によっ

て、初現期が若千遡る可能性はある(12)。 以下、舞台場(13)。 三塚(14)。 三塚鶴田(15).市
道

(16)。
跡部町

田(17).三塚町田(1?。 上桜井北(19)。 儘田(20)。 後沢°1)0樋本ザ
22)。 上の城ψ3).西 八日町(24)。 戸坂(25).

西近津(26)。 北近津(2つ 。北一本柳(28)。 今井西原°9)。
下小平(30)。 周防畑A(31)。 周防畑 B“

2).清 水田°3).

北西久保(34).蛇塚 B椰
5)。

兵士山(36).和田上南(37)。 関口B(38)。 宮ノ北9° 0五ケ城(40。 曽根城(11)。 犬

飼(42)等 、非常に多くのカマドが調査されているにもかかわらず、カマ ドが内包する諸々の問題は

第21表  若宮遺跡住居址一覧表

洩退

構

平 面 プ ラ ン
主軸方位 カマ ド ピ  ッ  ト 時 期 備   考

形  態 東西 南北 面積

Hl 隅 丸 方 形 375
(16.2)

N-1°一E 北壁中央
(残存良好 )

主柱穴  4個 古墳後期
北西部破壊
壁溝あ り

H2 隅 丸 方 形 11.3 N-9°一VV 北壁中央
主柱穴  1個
他    3個 奈良時代

Ｈ

る

権
¨

加

３

に
溝

Ｈ

３
壁

H3 隅 丸 方 形 370 く5.0〉 北壁(?) ピ ッ ト  2個 平安時代
H2と 重複
H3を破壊する

H4 隅 丸 方 形 22.1 N-12°=W 北壁中央 主柱穴  4個 奈良時代 壁溝あり

H5 隅丸長方形 470 18.2 N-15°一W 北壁中央
(東寄 り)

固
固
固

穴
下
下

柱
壁
壁

主
東
南

奈良時代

H6 隅 丸 方 形 397 14.4 N-4° W 北璧中央
(残存良好 )

主柱穴  4個 平安時代

H7 方 形 825 61.2 N-5°一E 北壁中央
(東寄 り)

主柱穴  4個 奈良時代
壁溝あり
最大の住居址

H8 隅丸長方形 17.9 N-4°一W 北壁中央 主柱穴  4個 奈良時代

H9
形
形

方
方

丸
長

隅

か
666 〈14.7〉 N-6°一VV

北壁中央
(残存良好 )

主柱穴   2個 奈良時代
壁溝あり
南半部未調査

H10 方 形 370 12.9 N-6°一E 北壁中央 主柱穴  4個 奈良時代 壁溝あり

H ll 隅丸長方形 603 28.4 N-18°一W 北壁中央 ´
(東寄 り)

主柱穴  4個 古墳時代 壁溝あ り

H12 方 形 37.4 N… 1° 一E 北壁中央
(残存良好 )

主 柱 穴
灰 落 し (

イ也

間

固

固
奈良時代 壁溝あり

H13 か
形

形
方

方
長

〈18.4〉 北壁(?) 主柱穴  2個 奈良時代
壁溝あり
北半部未調査

H14 長 方 形 (400) (12.6) 北壁中央
主柱穴
他

固

固 平安時代
壁溝あり
東部破壊

H15 か
形

形
方

方
長

457 〈12.8〉 Jヒ 星遊 主柱穴  2個 奈良時代
壁溝あ り

北半部未調査

H16 か
形

形
方

方
長

628 〈15.1〉 北壁(?) 主柱穴  2個 奈良時代
壁溝あり
北半部未調査
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第66図 若官遺跡遺構全体図
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全 く追求されていない。これは舞台場遺跡に象徴されるように、従来調査されてきたカマ ドの大

半が、残存状況不良のため、旧状を適確に把握することができず、問題を考求するに足る資料 と

な り得なかったからに他ならない。今回の調査によって若宮遺跡からは旧状を復元することが可

能なカマ ドの資料を得ることができた。調査の軒数が少なく、住居址相互の時期的な隔た りも少

ないため、形態の変遷を追求するには限界があるが、立地など自然環境に左右される地域的な特

性や、機能面等の問題についてはある程度論求できる。過去の調査資料 も参考にしながら、本遺

跡のカマ ドを位置づけ、更に佐久平全般のカマ ドについて考えてみたい。

まず、前提作業 として本遺跡 とその他佐久平の遺跡のカマ ドの調査例を略述する。

若宮 (本)遺跡

佐久市長土呂に所在 し、13軒 の住居址のカマ ドが調査 され、総べてが北壁中央に設けられてい

る。古墳時代後期～奈良時代住居址 (H10204・ 5070809010011012号 住居址)の

カマ ドは煙道部を舟先あるいは半円状に掘 り込み、粘土構築を基本とする。この うち、H4090

10・ 11012号住居 ll「_の カマ ドには石材が補強材 として使用されている。石材は直方体に面取 りさ

れた安山岩が多用される傾向にあるが、H ll号住居址は割石が用いられている。粘土も橙褐色の

粘上が主体であるが、H7・ 11号住居址には灰白色粘上、H12号住居址には灰白色粘土 と暗褐色

土を混ぜた上が使用されてお り、構築土も遺構によって差異が認められる。また、H ll号 住居址

を除 くほとんどの住居址の火床下に円形状の掘 り込みがあ り、灰 。炭化物を主体 とする上が充填

されている。

平安時代の住居址のカマ ドはH6014号住居llLで 認められる。H6号住居tlLの カマ ドは、煙道

部を半円状に掘 り込み、直方体に面取 りした安山岩 と角礫を補強材に、黒色粘上を用いて構築さ

れている。 H14号住居llLの カマ ドは大半が削平されているため、 1日 状は把握できないが、袖部の

補強材に石が用いられたことは確実である。いずれも火床下の掘 り込みは極めて浅い。

以上、若宮遺跡のカマ ドは、粘土構築を基本とし、袖部には補強材 として直方体に面取 りした

安山岩を多用するが、煙道まで用いられる夕1は少なく、天丼及び器設部まで石材を利用する所謂

「石組み」 カマ ドは全 くみられなかった。また、構材 となる粘土は統一性を欠 くことが看取され

た。

以下、他遺跡のカマ ドの概要については第22～ 25表に記すこととするが、その他の資料につい

ても簡単にふれておきたい。

周防畑 B遺跡  佐久市長土呂に所在 し、奈良～平安時代の住居址 11軒 のカマ ドが調査された。

構築位置は北壁のもの 8軒、東壁のものが 3軒 (東壁の南方隅に構築される住居址もあ り、平安

時代後～末に比定される。)で あ り、残存状況は大半が不良である。構築材は砂質粘上のみの住居

址が主体であったが、直方体に面取 りした安山岩を袖部の補強材 とする例も認められた。
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第22表  佐久平カマドー覧表 〈1〉

遺 跡 所  在 時  期 遺構 構築位置 構  築  材 煙道の形態 備 考

儘   田

佐久市

野 沢

平  安 Hl 北壁中央 粘上、河床礫 (袖 )

平 安 H3 北壁中央 粘上、石組 煙道突出

平 安 H4 北壁中央 鳥居状石組(磯岩)

舞 台 場

佐久市

岸  野

古 。後 Hl 北壁中央
東壁中央

粘土、石組

古 。後 H4 北壁中央 支脚あり

奈  良 H5 東壁(南 ) 天丼 。袖に礫利用

古 。後 H7 北壁中央 礫(袖 ) 支脚あり

奈  良 H8 北  壁

奈  良 H9 北壁中央 地山粘質土、礫

奈 良 H10 東壁(南 ) 礫(煙道入口) 壁外突出

奈  良 H ll 北壁中央 礫 (煙道入口) 壁外突出

奈  良 H12 北壁中央 壁外突出

古 。後 H13 北壁 (東 ) 河床礫 (袖 )

平 安 H14 北壁(東 )

平 安 H15 東壁中央

古 。後 H16 北壁 (東 )

古 。後 H18 北  壁

古・後 H19 東壁中央

平  安 H20 北壁中央

古 。後 H24 北壁中央 安山岩 。小礫

奈  良 H37 北壁中央 河原石

平 安 H38 北壁中央 火床窪む

塚

佐久市

三 塚

古 。後 Hl 北壁中央 直方体加工の砂岩

平 安 H2 北壁中央

古 。後 H3 北壁中央 土器 (袖 ) 支脚あり

塚

田

佐久市

三 塚

平  安 Hl 北壁中央 河原石

平  安 H3 北壁中央 河原石
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第23表  佐久平カマ ドー覧表 〈2〉

遺  跡 所  在 時  期 遺構 構築位置 構 築 材 煙道の形態 備  考

三塚町田 三  塚 古 。後 Hl 北  壁

市   道

佐久市

三 塚

古 。後 l住 北壁中央 砂質粘土 舟先状

古 。後 7住 北壁中央 砂質粘土 舟先状

古 。後 9住 北壁中央 砂質粘土、河原石

跡 部

町
´

田

佐久市

跡 部

古 。後 Hl 北  壁 黄褐色上、河床礫(袖 ) 舟先状

古 。後 H2 東  壁 粘上、鳥居状石組

古 。後 H3 北  壁 地山粘質上、灰 支脚あり

古 。後 H4 北  壁 地山粘質土、河床礫(灰 ) 支脚あり

古 。後 H5 北  壁 地山粘質土 支脚あ り

上桜井北

佐久市

桜 井

古 。後 Hl 北  壁

平  安 H2 北  壁 河床礫 壁外突出

古 。後 H3 北  壁 河床礫

古 。後 H4 北  壁 砂質粘上、河床礫 舟先状

平 安 H5 北  壁 河床礫

平 安 H6 東  壁 河床礫(天丼、袖、煙道) 舟先状

古 。後 H8 北  壁 地山粘質土、河床礫

古 。後 H9 北  壁

古 。後 H10 北  壁 礫

平  安 Hll 北  壁 礫

古 。後 H12 北  壁 安山岩

古 。後 H14 北  壁 粘土、凝灰岩(直方体)

平  安 H15 北  壁 粘 土

平 安 H16 (東 壁 ) 石組み(安山岩)

古 。後 H17 壁 )

平 安 H18 (東 壁 ) 礫利用

戸   坂

佐久市

新子田

平  安 Kl 北壁中央 粘土、石組み 半円状

平 安 H3 北壁中央 粘土、安山岩、河床礫
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第24表  佐久平カマドー覧表 〈3〉

遺  跡 所  在 時  期 遺構 構築位置 構  築  材 煙道の形態 備  考

北 近 津

佐久市

長土呂

古 。後 Hl 北壁中央 黄色粘土 壁外突出 支脚石あり

古・後 H2 北壁中央 粘 土

井

　

原

△
η
　
　
西

佐久市

根 々井

古 。後 H2 北壁中央 粘 土
火床下掘 り
込み

古 。後 H3 北壁中央 石組み(河床礫 ) 壁体へ掘 り込み

平  安 H4 北壁中央 紫黒色上、石組み

平 安 H5 北壁中央 紫黒色上、石組み

下 小 平 岩村田 古 。後 Hl 北壁中央 黄色粘土 舟先状

周防畑A

佐久市

長土呂

平 安 Hl 北壁中央 石組み(軽石 ) 半円状

平  安 H2 北壁中央 石組み、粘土 方形状

平  安 H3 北壁中央 粘土、礫 舟先状

平  安 H4 北壁中央 半円状

奈  良 H5 北壁中央 粘土、土器 (煙道 ) 舟先状
煙道残存良
好

蛇 塚 B

佐久市

新子田

平 安 Hl 南東隅 害1石

平  安 H2 北壁中央 礫 (袖 )

平  安 H3 南東隅 礫 (袖 )

平  安 H4 南東隅

平  安 H5 北壁中央

関 口 B
小諸市

関 口

平  安 H3 南東隅 地山黄色ローム、灰色粘土 半円状

平  安 H4 北壁(東 ) 凝灰岩(袖 ) 半円状

奈 良 H5 北壁中央
地山造り出し、河床礫(袖 )

灰白色粘上、土器

平  安 H6 北壁中央 砂質粘土

官 ノ 北

小諸市

耳 取

古 。後 Hl 北壁中央 地山造 り出し

平 安 H2 東壁中央 灰白色粘土

平  安 H3 東南隅 粘土

古・後～奈 H4 北壁中央 粘上、河原石(鳥居状 )

平  安 H5 北壁中央 粘土、河原石

平  安 H6 北壁中央
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第25表  佐久平カマドー覧表 〈4〉

遺 跡 所  在 時 期 遺 構 構築位置 構 築 材 煙道の形態 備  考

官 ノ 北

小諸市

耳 取

奈  良 H7 北壁中央 粘土、河原石 楕円状

平  安 H9 北壁中央

五 ケ 城

小諸市

耳  取

平  安 H3 北壁 (西 ) 粘土、礫

平  安 H4 北壁中央 礫

古・後 H5 北東隅 礫

平  安 H7 北壁 (東 ) 灰白色粘上、河原石

平  安 H8 礫

平  安 H9 東壁中央 粘上、砂岩、河原石

平  安 H10 北壁中央

平  安 H ll 東壁 (北 ) 粘土、河原石(袖 )

平 安 H12 東壁中央 粘土、河原石

古 。後 H14 北壁中央 灰白色粘土、河原石

平  安 H15 北壁中央 地山造 り出し

曽 根 城

小諸市

御 影

佐久市

小田井

平  安 Hl 東壁 (南 ) 河原石

音 。後 H2 北  壁 地山造 り出し 舟先状

平  安 H3 北  壁 灰白色粘土、礫(袖 )

奈  良 H4 北壁中央 灰白色粘土、礫 舟先状

平  安 H5 東壁 (南 ) 河原石、軽石 半円状

奈  良 H6 北壁中央 灰色粘土 舟先状

奈  良 H7 北壁中央 灰白色粘上、軽石 舟先状

平  安 H8 北壁中央 灰白色粘上、河原石 舟先状

奈  良 H9 北壁中央 粘 土 舟先状

奈  良 H10 北壁中央 灰白色粘土 舟先状

奈  良 H ll 北壁中央 粘 土 壁体掘 り込み

平  安 H12 東壁(南 ) 半円状

平  安 H13 北壁 (西 ) 石 組

横  尾 川上村 平  安 Hl 西壁 (北 ) 石組 (カ マ ド)
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清水田遺跡  佐久市岩村田に所在し、古墳時代後期の住居址 3軒のカマ ドが調査された。構

築位置はいずれも北壁中央で、石材が多用され、ほぼ完全な石組カマ ドもみられる。

上の城遺跡  佐久市岩村田に所在 し、古墳時代後期～平安時代の住居址49軒が検出された。そ

のほとんどがカマ ドを保有する。調査概報ではカマ ドの形態分類が行われている。

A形態 直方体加工の砂岩質凝灰岩を両袖の芯に使用し、そのまわ りを粘質性灰または粘土で

堅固に構築し、北壁のほぼ中央に位置する傾向をいう。

B形態  北壁中央に位置 し、カマ ドの袖部 (ほ とんど煙道まで)に凝灰質角礫岩を加工 した

害J石 を使用する。

C形態  東南隅に位置 し、 Bと 同じ害」石を使用するが使用範囲が部分的となる。

D形態  AoBoCに 属さないもの。

A形態は古墳時代後期、 B形態は奈良～平安時代前半、C形態は平安時代後～末期において多

く認められる形態である。また構築上には砂質粘上が多用されるが遺存状態は概 して悪 く、石材

のみが旧状を届めていることが多い。

西八 日町遺跡  佐久市岩村田に所在 し、先述の上の城遺跡 とともに上の城遺跡群の一画を形

成する。古墳時代後期～平安時代の住居址146軒が調査され、大半がカマ ドを保有する。現在、整

理進行中のため、詳細は不明であるが、カマ ドの様相は上の城遺跡 と酷似する。

西近津遺跡  佐久市長土呂に所在 し、調査された 3軒の住居址はいずれもカマ ドを保有する

が詳細は不明である。

樋村遺跡  佐久市平賀に所在 し、古墳時代後期～奈良時代を中心 とする300軒 を超える大集落

址が調査された。ほとんどの住居址からカマ ドが検出され、遺存状況が極めて良好なものが多い。

構築位置は北壁中央に偏在する傾向にあ り、袖部は地 lllの 強粘土を造 り出すか、版築 して馬喘状

に構築されるものが主体を占める。補強材 として河床礫を用いる夕1も あるが、多 くは認められな

い。煙道は舟先状のものと、地山を円柱状に長 く掘 り込んだもの (佐久平ではほとんど認められ

ていなかった)が認められる。また、古墳時代後期の前葉 と考えられる住居址も検出されてお り、

佐久平のカマ ドの初現形態が明らかにされる可能性もある。

兵士山遺跡  佐久市香坂に所在 し、平安時代の住居llL l軒からカマ ドが検出された。煙道部

は舟先状に掘 り込まれ、天丼、袖部は、大型の石材によって堅固に構築される典型的な石組みカ

マ ドである。構築位置は北壁中央で、斜面の上方にあたる。

北西久保遺跡 佐久市岩村田に所在 し、弥生時代中期後半 (栗林期)及び古墳時代中期 (和泉

併行期)の住居址群 と、古墳址で著名な遺跡であるが、平安時代の住居址群も検出されている。

そのほとんどが平安時代でも後～末期に比定され、カマ ドの構築位置は東南隅に偏在する傾向に

ある。
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和国上南遺跡 佐久市瀬戸に所在 し、平安時代の住居 j」L2軒からカマ ドが検出された。いずれ

も北壁にあ り、粘上に灰、砂質 ロームを混ぜて構材 とする。H2は袖に石材を多用している。

この他、中道 。北一本柳 。東一本柳 0後沢等の遺跡でもカマ ドを付帯する住居址が検出されて

いるが、内容は不明である。

以上、佐久平のカマ ドを概観すると次のような傾向を指摘できる。まず、構築位置について、

本遺跡 と表記 された遺跡から統計をとると、古墳時代後期では北壁に設けられる例が37軒、東壁

が 3軒、奈良時代では北壁が21軒、東壁が 2軒、平安時代では北壁が39軒、東壁が 8軒、東壁で

も南方の隅、あるいはその付近に設けられる例が 8軒、西壁が 1軒 となり、北壁に偏在する傾向

が看取される。特に古墳時代後期～奈良時代にかけては実に 9害」以上の害1合 を占め、該期におけ

るカマ ドは北壁 (の 中央)に構築されるのが一般的と言えそ うで本遺跡もその例にもれない。平

安時代では北壁に構築される例がやは り多いが、これは前半期においてみられる特徴で、時代が

推移するにつれて東壁や東壁の南方隅に設けられる例が増加する傾向にある。当地域における歴

史時代土器の編年が確立されていない段階であるため、この傾向の変遷過程は明確に把握できな

いが、上の城 。西八 日町 。北西久保等統計化しなかった遺跡でも、灰釉や「かわ らけ」質の上器

を出土する平安時代後～末期の住居址は、東南隅にカア ドをもつ例が多いことが確認されている。

以上、カマ ド位置の変遷についても、各時代の好資料が連綿 とする上の城。西八 日町の分析によっ

て、歴史時代土器編年 とともに、一応の結論が得 られるであろう。

次に、カマ ドの構築位置が時期的に北壁あるいは東壁 0東南隅に偏在する傾向は何に起因する

のか、考えてみたい。蛇塚 B遺跡の報文では、兵士山遺跡Hl号 。川上村横尾遺跡Hl号 。後沢

遺跡H9号 0和 国上南遺跡H102号 住居址を例にあげ、傾斜面のほぼ上方にカマ ドが設けられ

る傾向を指摘 した(45)。 本遺跡の場合 も、南西へ向か う傾斜面に対して反対方向 (北方)に構築さ

れてお り、傾斜地上に位置する遺跡に関しては、この指摘はある程度首肯されるものである。但

し、上の城 。西八 日町・樋村遺跡等ほぼ平担地に存する遺跡でも、構築位置の規則性は認められ

るところであ り、短絡的に地形的な要因のみによって構築位置が決定されるとは考え難い。当時

の社会的 0自 然的要因を勘案して解決される問題であるが、今回はその指摘のみに届め、樋村・

上の城 。西八 日町遺跡の集落単位の資料を検討 して再考 したい。

カマ ドの構材について

カマ ドの構材は、石材については佐久平全般の遺跡にわたってほぼ統一性のある所見が得 られ

ている(46)が
、構築土については報告者各自の所見の相違によって千差万別な記載を行ってしまう

場合が多い。従って、極めて巨視的なまとめを行 う結果 となってしまった。地質的な条件から見

て使宣上、千曲川西岸地域 (野沢 0岸野地区等 )、 千曲川東岸の滑津川流域 (平賀地区中心 )、 湯

川 0濁川流域 (岩村田 。長土呂 0新子田地区等)の 3地域に分けて検討 してみたい。
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まず、千曲川西岸地域の地山は、酸性の強い級密な粘質土をベースとし、こぶし大の河床礫を

多量に含有する。当地域内のカマ ドはこの地山を有効に利用し、地山の粘質土と、河床礫を利用

する例が多 くみられる。その他の構材は、安山岩 (上桜井北遺跡H102号 、舞台場遺跡H20

4号 )、 直方体加工の砂岩 (三塚遺跡Hl号 )、 直方体加工の凝灰岩 (上桜井北H14号 )な どの利

用が稀に見 られる程度である。

千曲川東岸の滑津川流域の地山は、西岸地域よりも更に強粘質の酸性土が主体で、河床礫はあ

まり含まない。この地域内での調査例は樋村遺跡のみであるが、広大な調査面積であるため、当

地域内の代表例 として掲げて大過ないと思われる。樋村遺跡のカマ ドは先述したように地山の粘

質土を構材に用い、その多 くが造 り出しによって構築される点に特徴があ り、石材の利用は僅少

である。 これは当然、地山の粘質土のみで、補強材を必要 としない程強固なカマ ドが構築できた

からに他ならない。

千曲川東岸の湯川 。濁川流域は、第一 。二追分火山灰流によって覆われる地域
“
のであるため、

地山は火山灰土を基本 とする。この地域のカマ ドは、砂質粘上をベースとして、袖 0煙道などの

補強材に石材を多用する傾向にある。砂質粘土は黄色 。黒色 0紫黒色 。灰白色 0橙色等があり、

この地域内で採取できるものは少ない。従って、カマ ドの構築土は他の地域に依存 していたと考

えられ、また、粘土がバラエティーに富む傾向にあるのは、供給地が一箇所に限られていなかっ

たことを想起させる。若宮遺跡でもみられた構築粘上の不統一性は、これを象徴するものと言え

よう。石材 と河床礫、凝灰岩、安山岩、軽石など多 くの種類がみられるが、河床礫の比率が高い。

但し、千曲川西岸地域 と異なるのは、直方体に加工 された安山岩 も、多用される傾向にあること

で、上の城 。西八 日町 。本遺跡などでは特に顕著である。構材 としての上器利用は、周防畑A遺

跡H5号で煙道に、小諸市関口B遺跡H5号 。西八 日町遺跡H28号で袖部に使用されているが、

全体的には極めて僅少な例 と言える。

このように、カマ ドの構材は地質の条件に制約される傾向にあ り、佐久平では大略的に 3つ の

地域で異った様相を示すことが看取 された。今回は、形態が明確に把握 される調査資料が不足し

ていたため、時代考証を無視 した各地域の大略的なカマ ドの構材のみのまとめに終始してしまっ

たが、今後、良好な資料の集積を待って、古墳時代後期～平安時代にわたるカマ ドの形態の変遷

を追求して行かねばならない。

蛇足 関東など他の地域でカマ ドの袖の芯に多用されることのある土器 (特 に長胴甕)は、佐

久平では、どの地域においてもle_少 であ り、その要因が何であったか興味深い。

○機能面について

本遺跡で調査された古墳時代後期～奈良時代住居址のカマ ドはいずれも次のような過程で構築

されたと考えられる。
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1.煙道部の形成 北壁体を舟先状に緩 らかな傾斜で掘 り込む。

2.火床部の決定 壁下の床面を円形、不整円形状に掘 り窪める (H llを除 く)。

3.補強材の配置 袖 0煙道部に石材を配置する。(H409010012の み)

4.火床部の形成  2の掘 り込みに灰 0炭化物を充填 し、砂質 ロームを敷きうめる。

5.袖 0天丼部の形成 粘土を用いて袖部を馬喘状に構築 し、同質の粘土を高架して天丼部

(カ マ ドの完成) を形成する。

また、いずれのカマ ドの形態についても大過はみられないので、一番遺存状態が良好なH9号

住居llLの カマ ドを中心 として機能面の考察を行いたい。

H9号住居址のカマ ドは全長 152cm、 袖部「l192cmを 測る大型のものであることは、第Ⅳ章で記 し

た。火床面から天丼部までの高さは、当カマ ド内出土の40cm近 い器高を有する長胴甕 (39-5)

と、支脚石の高さ18cmを加えると55～ 65cm程 の規模を有 していたことが推測される。他のカマ ド

については、住居址の大小に比例 して若干規模の大小が認められるが、同時代の長胴甕を使用す

るためにはH9号住居址相当の高さを必要 としたことは想像に難 くない。従って同期のカマ ドは、

平面的な規模ばか りでな く、空間的な規模 も大きかったことが推察できる。(こ れはあくまで早計

な推測であるが、漠然 と認識されている奈良時代及びその前後の住居址の壁残高が、他の時期に

比 して高いとい う傾向は、カマ ドに使用される長胴甕の隆盛が一因となっているように思われる。

今後、良好な資料の増加を待って該期のカマ ドと他時期のカマ ドの形態を比較 し、土器の形態変

化 とカマ ド及び住居形態の変化についても有機的に関連づけてみたい。)

最後に、本遺跡の多 くの住居址の火床下にみられた円形、不整円形状の掘 り込みについて考え

てみたい。この掘 り込みは深さ15cm前後の規模を有するものであるが、砂質 ローム及び、貼床に

覆われてお り、カマ ド使用中に直接的な機能を果したとは考え難いものであることは、各遺構の

報文でも再二記載 した。では、どのような役害1を果 したのであろうか。一つには、水分を意識 し

た行為であったと考えられる。若宮遺跡の層序は第Ⅲ章に記 したごとくで、第 I～Ⅵ層までは比

較的水分の吸収が良い。ところが第VH層 の砂礫層は堅 くしまっているため、この層で吸収はス トッ

プされてしまい、結果的には水はけの悪い土地 となっている。従って、竪穴住居址が第ⅥI層 直前

まで掘 り込まれる本遺跡では、水はけの悪い地盤に適応 したカマ ドを構築する必要があり、火床

下に灰及び炭化物を使用する行為は燃焼 した際、火床下から上昇して くる水分を断つことが目的

だった(48)、 とみるのが妥当ではなかろうか。もう一つは、構築技法上、必要な行為であったとも

考えられるが半」然 としない。同様に火床下に掘 り込みをもつ現象は、周防畑B。 西八 日町遺跡な

ど近隣の遺跡でもみられ、同一資料の集積及びその比較検討が急務である。

濤状遺構については性格を把握できなかった。
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遺物

弥生時代の遺物は遺構が皆無であるにもかかわらず、住居址覆土内、表土内から割合多量の土

器 0磨製石鏃が出土した。 これらは、遺跡の西側に集中して分布する傾向にあ り、この近隣に弥

生時代の遺構が存在する可能性が高い。弥生上器の所産期は、ほとんどが後期 (吉 田～箱清水期)

に比定され、H7号住居址の覆土内から出上した磨製石鏃もほぼ同時期の所産 と考えられる。

古墳時代後期～奈良時代では、良好な資料が出土している。第Ⅳ章の記載でも再三触れたが、

同一住居址出上の土器に古墳時代的な古い様相 と奈良時代的な新 しい様相がみられる。この土器

群の詳細については後述する。

石器はHl号住居址から滑石製紡錘車、H7号住居址から砂岩製、H8号住居址から凝灰岩製

の砥石が出上している。

平安時代では、H3・ 6・ 14号住居址から土師器 0須恵器が出土したほか、H6号住居址から

刀子が出上 している。H3・ 14号住居址の遺物は量的に極めて僅少であるため、H6号住居址出

上の上師器 0須恵器を中心にまとめてみたい。

土師器では甕 0台付甕 。杯 。高台付杯がある。杯は底部の周縁部に回転ヘラケズ リが施される

ものと、全面に施 されるものがあり、内面は黒色研磨 されるものが多い。25-5に「大」、25-6

に「長」 と考えられる墨書が施されている。

須恵器では壷 。甕・蓋 。杯があ り、環状耳付長頸瓶 (25-14)、 長頸壷 (26-15)は 、佐久平の

同期の竪穴住居址内出土の資料では初見のもので、土器組成を考える上で興味深い。杯は底部に

ヘラケズ リ調整が加えられているものが 1点、他の 7点はすべて回転糸切 りのまま未調整である。

H14号住居址出土の不 (58-2)は H6号住居址のものと器形及び調整 とも類似しており、ほぼ

同一の所産期が求められよう。

以上、本遺跡の平安時代住居址は、土師器 と比 して須恵器の出土量が極めて高いことから平安

時代でも前半期 と位置づけられることは確実である(4"が 、奈良時代の特徴が見い出せる須恵器杯

(26-19)が 伴出することなども勘案して前半期でも初期 と考えておきたい。

古墳時代後期～奈良時代の上器について

前述 したように本遺跡ではH709。 12号住居址を中心に、H2040508010013・ 150

16号住居址から良好な奈良時代の土器が出土し、H1011号住居址からは、これに近接すると考

えられる古墳時代後期の上器が出土している。従来、佐久平における奈良時代土器の研究は花岡

弘氏の功績が大きく、「曽根城」遺跡の報告では奈良時代上器の細分案が呈示された(50。 本遺跡で

得 られた奈良時代土器は、曽根城遺跡出土資料よりも若干先行する要素が看取されるため、器形。

調整を中心に形態分類を行ない、佐久平における奈良時代土器編年の検討を試みたい。尚、H16

号住居址の土器は、他に類例を見ないものであるため、分類の対象から除外した。
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土師器は甕をA～ D形態、鉢をA・ B形態、甑をA・ B形態、婉をA・ B形態、杯をA～ F形

態、高杯をA形態、須恵器は壷をA形態、蓋をA～ D形態、杯をA～ D形態、高台付杯をA形態、

魅をA形態に器形を基本 として大別 し、器形の細部及び調整に相違が認められる場合は、Al類、

A2類、Dl類、D2類 として細別を行った。

土師器

甕 A形態  球形胴部を呈するもの

Al類  最大径は胴部にあ り、日辺部は外反する。外面調整は口辺部 ヨコナデののち、

横位、斜位のヘラミガキが施される。(18-1、 39-102、 51-102)

A2類  最大径は口辺部にあ り、日辺部は外反する。外面調整は日辺部 ヨコナデののち、

胴部に横位、斜位のヘラミガキが施される。(31-1)

A3類  最大径は胴部にあ り、器形的にはAl類 に近いが、胴部にはヘラケズ リが施され

る。 (39-3、 51-3)

B形態  球形に近い胴部を塁するもの

Bl類  最大径は口辺部にあ り、日辺部は短 く外反する。外面調整は口辺部 ヨコナデの

のち、胴部に斜位のヘラケズ リが施される。内面は口辺部に横位のヘラミガキ

が施される。(55-1)

B2類  最大径は胴部にあ り、口辺部は外反する。日辺部はヨヨナデ、胴部には斜位の

ヘラケズ リが施される。(21-3)

C形態  長胴を呈するもの。最大径はいずれも口辺部にある。

Cl類  口辺部が「 く」の字状に外反 し、胴部は軽 くふ くらむ。外面調整は口辺部 ヨコ

ナデののち、胴部は上位で斜・横位の、それ以下は縦位のヘラケズ リが施され

る。器厚 は概 して薄 く、奈 良時代 を象徴す るものであ る。(21-102、

31-3、 36-1、 39-5、 51-5・ 607)

C2類  口辺部は短 く、強 く外反 し、胴部に縦位のヘラケズ リが施される。器厚は薄い。

(39--6)

C3類 の 1 日辺部は外反 し、胴部は軽 くふ くらむ。外面調整は口辺部 ヨコナデののち、

胴部に縦位のヘラケズ リが施される。Cl類 と比べ、日辺部の外反度が緩 く、器

厚 も厚い。所謂「鬼高式土器」の延長線上の上器と考えられる。(7-1・ 2、

31-2、 39-8、 47-1・ 2)

C3類 の 2 口辺部は大きく外反 し、外面調整は口辺部 ヨコナデののち、縦位のヘラケズ

リが施される。器厚はやはり厚い。(47-304)

C3類 の 3 口辺部は強 く外反 し、胴～底部にかけて砲弾形を塁する。外面調整は日辺部
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ヨヨナデののち、胴部は縦位のヘラケズ リが施される。

D形態  小形甕

Dl類   口辺部は「 く」の字状に外反 し、胴部はやや大きくふ くらむ。外箇調整は日

辺部 ヨコナデののち、胴部に縦位のヘラケズ リが施される。最大径は口辺部

にある (47-5)

D2類   最大径は胴部にある。 口辺部は緩 く外反 し、胴部はふ くらむ。外面調整は口

辺部 ヨコナデののち、胴部上位で横位、下位で斜位のヘラケズ リが施される。

(51--8)

D3類   最大径は 口辺部にあ り、内外面 とも横・斜位のヘ ラ ミガキが施 される。

(40-10)

鉢  A形 態  口辺部は直線的で、全体的には逆台形状を塁する。外面調整は口辺部 ヨコナ

デののち、胴部は縦位、底部は横位のヘラケズ リが施される。(31-5)

B形態  口辺部 と胴部の境に稜を有する。 日辺部は僅かに外反 し、胴～底部は半円状

を呈する。外面調整は口辺部 ヨコナデののち、胴部に縦位、底部に横位のへ

ラケズ リが施される。(52-9)

C形態  口辺部はほぼ直立し、胴～底部にかけて半球状を呈する。外面調整は口辺部

ヨヨナデののち、胴～底部にかけてヘラケズ リが施される。器形的には婉に

近いが一応鉢 とした。(7-3)

甑  A形 態  闘辺部は緩 く、短 く外反 し、胴部はほぼ直線的。外面調整は口辺部 ヨコナデ

ののち、胴部に縦位のヘラケズ リが施される。(39-7、 51-4)

B形態  口辺部は外傾 し、直線的に底部へ続 くと考えられる。多孔を有する例の多い

ものである。(31-5)

婉  A形 態  口辺部は外反 し外面にヘラミガキ、内面に黒色研磨が施される。(55-3)

B形態  口辺部は内傾 し、底部は丸底を塁する。内外面に丁寧なヘラミガキが施され

る。(55-4)

杯  A形 態  素 口縁で丸底を塁するもの

Al類  口～底部にヘラミガキが施されるもの

A2類  底部にヘラケズ リが施されるもの

B形態  口辺部 と底部の境に稜を有するもの。底部は丸底でヘラケズ リが施される。

Bl類  稜が明瞭なもの (7-506、 18-2)

B2類  稜が消失化するもの (21-6・ 7、 40-15。 16、 43-1)
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C形態  口辺部は内傾 し、偏平な丸底を呈するもの。口辺部 ヨコナデののち、底部は

ヘラケズ リが施される。 (21-9010011012013・ 14、 36-3、 43-2・ 30

4、  47--12)

D形態  口辺部と底部の境に消失化 した内稜があ り、口辺部は内湾気味に広がる。 口

辺部はヨコナデ、底部はヘラケズ リが施され、ヘラミガキが加えられるもの

もある。(47-7・ 8)

E形態  口辺部は短 く外反する。底部は丸底気味で、ヘラケズ リののち、ヘラミガキ

が加えられる。内面には複雑な暗文が施される。(31-6、 40-19)

F形態  口辺部は内湾気味に開き、底部は平底。 日辺部内面に横位のヘラミガキが施

される。手捏土器 とも考えられるが器形的な特徴から一応不 とした。(40-14)

高杯 A形態  杯部は素口縁で丸底を呈 し、脚部は柱状 となる。外面は横位のヘラミガキか

ヘラナデが施され、内面はすべて黒色研磨が施される。(18-4、 21-15、

40-20、 52-11・ 12)

須恵器                        |

須恵器には壼、甕、蓋、不、高台付杯、魅がある。甕は全器形を知 り得る資料が乏しいため、

形態分類の対象から除外 した。

壼  A形 態  広 口で、口辺部から肩部が強 く屈曲して張 りをもち、丸底の底部に続 く。底

部には回転ヘラケズ リが施される。

蓋  A形 態  天丼部と口辺部の境に形骸化 した稜を有する。天丼部は丸味を滞び、日辺部

は僅かに内湾する。外面調整はロクロヨコナデののち、天丼部に回転ヘラケ

ズ リが加えられる。陶邑H期の前半期の特徴を有するものである。(7-7)

B形態  天丼部と口辺部の境の稜は完全に消失する。陶邑H期後半の特徴がある。

Bl類  天丼部は丸味を滞び、口辺部はほぼ直立する。外面調整はロクロヨコナデの

のち、天丼部に回転ヘラケズ リが加えられる。(43-6、 55-7)

B2類  天丼部から口辺部にかけて丸味を滞びる。外面調整はBl類 と同じ。(52-16)

C形態  内面にかえりを有するもの。陶邑Ⅲ期の特徴がみられる。

Cl類  天丼部は丸味を滞び、口辺部は若干屈曲して水平にのびて端部に至る。つま

みを有するものと考えられる。外面調整はロクロヨコナデののち、天丼部に

回転ヘラケズ リが加えられる。(52二 14015)

C2類  天丼部は丸味を滞びる。つまみは中央部に向って窪む。外面調整はロクロヨ

コナデののち、天丼部に回転ヘラケズ リが加えられる。(31-10)

D形態  天丼部は丸味を滞び、口辺部は鋭 く、短 く屈曲する。かえりはみられない。
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調整はロクロヨコナデののち、天丼部に回転ヘラケズ リを加える。 (31-11)

杯  A形 態  口辺部 と底部の境に明瞭な稜を有する。 ロクロヨヨナデののち、底部は回転

ヘラケズ リカ`施される。

B形態  口辺部は比較的急角度で立ち上が り、外反する。底部はほぼ平底を呈するが

若干丸味を滞びる。 (31-14)

C形態  口辺部は僅かに外反 し、底部は平底を塁する。器高はB形態にくらべ浅い。

外面調整は ロクロヨヨナデののち、底部 は回転ヘラケズ リが施 される。

(31-13・ 15)

D形態  口辺部は内湾気味に立ち上が り、端部で短 く外反する。底部は平底を呈する。

外面調整はロクロヨコナデののち、底部にヘラケズ リが施される。(55-8)

高台付杯

A形態  口辺部は内湾気味に開き、底部は平底、高台部は逆台形状を呈する。外面調

整はロクロヨコナデののち、口辺下部に回転ヘラケズ リが加えられ、高台貼

付ののち、ヨコナデが施される。また、底部内面にナデが加えられ、極めて

丁寧な調整 となっている。(12-1)

魃  A形 態  胴部は楕円状を呈し、注目部は粘土貼付が行われる。 ロクロヨコナデで整形

した後、胴中位を 2本 の沈線で区画し、その内に櫛歯状工具を斜位に押捺 し

て文様帯を構成している。(40-21)

以上、器形、調整を中心に形態分類を行った。

H1011号住居址出土土器は土師器甕 C3類 の 1。 2、 杯 Bl類、須恵器の蓋A形態、不のA形態

等、大方が古墳時代後期の所産 として理解される。但 し、H ll号住居量の奈良時代に特徴的な上

師器不 C形態の存在は、Hl・ 11号住居址の上器が後期でも後～末期に比定される可能性が強い

ことを暗示 している。

奈良時代土器はH507・ 9112号住居址を中心に、他の住居址も含めて、おおむね同一時期

として包括された。奈良時代を象徴する土器は曽根城遺跡でも見られた口辺部が「 く」の字状に

外反する土師器甕 Cl類や、杯 C形態、須恵器不のBOC・ D形態、高台付杯、蓋 D形態などがあ

げられる。一方、古墳時代後期の要素は土師器甕A形態、C2～ C3類、甑のA類、鉢 A・ B類、杯

A形態 OB形態 OE形態、高杯、須恵器杯のB形態、蓋 B・ C形態、甑等に認められ、特に土師

器の甑 0鉢 。高不や須恵器にその傾向が強い。但 し、土師器杯のB形態でもB2類は、古墳時代後

期に特徴的な口辺部と底部の境の稜が消失化する傾向にあ り、甕 C2類 も口辺部が短 く、強 く外反

し、器形は古墳時代後期的であるが、器厚が薄 くなることなど、奈良時代へ傾斜する様相をもつ

ことも看取される。また、土師器甕A形態は従来、古墳時代後期の組成に含まれている土器で、
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曽根城遺跡の奈良時代土器の組成には見られなかったものである。このため、一応、古墳時代後

期の要素に含めたのであるが、曽根城遺跡例 と期を同じくすると考えられる周防畑 B遺跡の奈良

時代土器には、このA形態が僅少ながら認められる。従って、土師器甕A形態は要素はあくまで

古墳時代の系譜をひくものであるが、奈良時代の土器組成に加えて大過ないもの と考 えられ

る(51)。

以上、若官遺跡のH2040507～ 13015号住居址の出土土器は、古墳時代後期 と奈良時代の

上器が交錯 した感がある。 これは曽根城遺跡の第 I期にも見 られた傾向であるが、相違点は本遺

跡例の方がより古墳時代後期的な要素が強いことである。本遺跡の上師器甕A形態、杯 B2類、須

恵器蓋 B形態は、曽根城遺跡の奈良時代土器組成では含まれなかったもので、特に杯 B2類や、蓋

B形態は曽根城遺跡例よりも明らかに先行する要素 と考えられる。従って若宮遺跡例を甕 Cl類、

杯 C形態などの最も新 しい要素をもって奈良時代 と位置づけるならば、曽根城第 I期 をもって奈

良時代初頭 とするよりも、若官遺跡例を奈良時代初頭 として考えるのが妥当と言えよう。また、

曽根城遺跡では、古墳時代後期の延長線上にある土師器の有無、タタキ手法及びロクロを使用す

る土器の有無、須恵器蓋の偏平化などを基準に奈良時代土器を I・ II期に細分している。しかし、

最も時代を反映し、形態の変化が大きい長胴甕は I・ Ⅱ期の間にはとんど差がみられず、他の器

種については類例不足の感が否めない。。従って、曽根城遺跡例は現段階では同一時期 としておく

のが妥当であ り、佐久平における奈良時代土器編年は、若官遺跡例をもって I期、曽根城遺跡及

び周防畑 B遺跡例62)を もってH期 と大局的にとらえておきたい。

最後に切迫 した状況下での調査、報告書作成に熱意を持って携っていただいた皆様に心から感

謝し、記 してお礼申し上げます。

註

(1)佐久市教育委員会 1972 『北近津 0戸坂』

(2)佐久市教育委員会 1971 『佐久市長土昌西近津遺跡緊急発掘調査概報』

(3)佐久市教育委員会 1981 『清水田』

(4)佐久市教育委員会 1981 『下小平遺跡』

(5)小諸市教育委員会 1983 『曽根城遺跡』

(6)佐久市教育委員会 1974 『うえのじょう一佐久市岩村田上の城遺跡調査概報―』

(7)1983年 5～ 8月 にかけて佐久市教育委員会によって調査された。

(8)1968年東京大学によって調査されたが詳細不明。

(9)佐久市教育委員会 。佐久考古学会 1979 『周防畑遺跡』

00 佐久市教育委員会 1981 『周防畑 B遺跡』

OD 前掲註 (10) 遺跡中の調査 C地区においては相当数のカマ ドをもつ住居址群が確認され
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ている。

0" 大場磐雄 1955 『平出』 県内においては平出遺跡の和泉期後半のカマ ドが~番古い。

佐久平において該期のカマ ドが発見されるか否か興味深い。

aЭ 佐久市教育委員会 1981 『舞台場』

00 佐久市教育委員会 1975 『三塚』

09 佐久市教育委員会 1976 『三塚鶴田』

00 佐久市教育委員会 1976 『市道』

0つ 佐久市教育委員会 1978 『跡部町田』

l181 佐久市教育委員会 1975 『三塚町田』

09 佐久市教育委員会 1978 『上桜井北』

00 佐久市教育委員会 1970 『長野県佐久市野沢平儘田遺跡緊急発掘調査報告』

eD 長野県教育委員会 1982 『長野県史考古資料編集全一巻 (二)主要遺跡 (北 。東信 )』

9の  1983年 5～ 11月 に佐久市教育委員会によって調査された。

eЭ 前掲註(6)

10 前掲註(7)

OD 前掲註 (1)

10 前掲註(鋤

1271 前掲誼 (1)

OЭ 佐久市教育委員会 1972『岩村田一本柳―佐久市岩村田一本柳遺跡緊急発掘調査概報―』

09 佐久市教育委員会 1975 『今井西原』

00 前掲註(4)

00 前掲誼(9)

00 前掲註00

00 前掲註(3)

00 佐久市教育委員会 1980 『北西久保』

09 佐久市教育委員会 1980 『蛇塚 B』

00 佐久市教育委員会 1980 『兵士山』

0つ 佐久市教育委員会 1980 F和 田上南』

00 小諸市教育委員会 1980 『関口B』

09 小諸市教育委員会 1981 『宮 ノ北 (第 102次 )』

に0 小諸市教育委員会 1981 『五ケ城』

にD 前掲註(5)
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に動 望月町教育委員会 1978 『犬飼』

1431 前掲註(7)

は0 前掲誰1221

にD 前掲註09

に0 白倉盛男氏の尽力によるところが大きい。

につ 白倉盛男氏の御教示による。

は8 群馬県文化財保護協会 1974「 歌舞伎A遺跡」『上武国道地域埋蔵文化財発掘調査概報 H』

この遺跡の総括で指摘されている。

に9 高村博文氏の御教示による。

60 前掲註(5)

6D 関東地方の奈良時代土器の組成にもA形態 (球胴甕)は含まれる。

6カ 前掲誰00 特に調査A地区の資料が中心となり、曽根城資料と類似する。 B地区の資料は

奈良～平安時代への過渡的な様相も示 してお り、Ⅲ期設定の基準 となる可能性

も]菫 い。

追記

H6号住居址出土の25-14環状耳付長頸瓶は、赤羽一郎、斉藤孝正両氏の鑑定によって以下の

所見が得 られたのでここに記 したい。

○佐久平には 9世紀中葉以降、 IG-78、 K-14各窯期に代表 される猿投窯製品がまず移入さ

れており、本址出土の環状耳付長頸瓶はその範疇に含まれる可能性が強い。(但 し、肩～胴部

の掻痕は猿投窯ではみられないので注意。)

〇年代は 9世紀中葉 (IG-78)に 比定され、原始灰釉陶器 とも言われる製品である|と 。

尚、鑑定を心良くひきうけて下さった、赤羽、斉藤両氏には心より感謝し、記してお礼申し上

げます。
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第67図 若官遺跡古墳時代後期～奈良時代土器分類図 〈1〉
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第68図 若官遺跡古墳時代後期～奈良時代土器分類図 〈2〉
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第69図 若官遺跡古墳時代後期～奈良時代土器分類図 〈3〉
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